
情情報報学学部部 情情報報シシスステテムム学学科科

学学士士課課程程教教育育ププロロググララムム

．．大大学学のの目目的的

本学は､教育基本法並びに建学の精神と理念に則り､深い専門の学芸の教育研究を通じて､豊かな教養と専門的能力

を有する質の高い職業人を育成し､社会と産業の発展に寄与することを目的とする｡

２２．．情情報報学学部部のの教教育育研研究究上上のの目目的的

情報学部は､豊かな教養及び情報学に関連する基礎から応用までの十分な学問的知識を有し､創造力に富み主

体的に行動できる質の高い専門職業人を育成するとともに､情報学を中心とする分野の深い研究を通して新たな

知識を創造することを目的とする｡

３３．．学学科科のの目目的的

情報学部情報システム学科は､情報処理システムや情報通信システムに関する知識と技術を有し､研究から得ら

れる多彩な知恵と創造力をもつて､社会の多方面で活躍できる人材を育成することを目的とする｡

４４．．情情報報シシスステテムム学学科科のの教教育育のの目目的的

情報システム学科の教育の目的には、教養力の育成と専門力の育成があります。

教養力の育成とは、本学在学中はもとより、社会人として活動するために必要な基礎力の鍛錬と人格を含めた

自己形成がその主な内容となります。命の大切さを知り、われわれを取り巻く社会や自然、さまざまな文化活動

について、幅広い学問領域の学識の一端に触れることで課題を発見し、主体的に考え、必要に応じて自ら行動で

きる人間力の豊かな人物を養成します。仲間とコミュニケーションをはかり、協働し合い、自分で自分を磨き上

げる苦労を喜びへと促します。

専門力の育成とは、目まぐるしく変化する情報社会のどこにおいても、情報機器やネットワークの仕組み、デ 

ータに基づく情報処理の手法を理解し、その開発、活用に貢献できる人材を育てることです。

今日の私たちの生活は情報技術なしでは考えられません。パソコンやスマホでいろいろなアプリを使ったり、

インターネットで世界中の情報を集めたりするのが当たり前になっています。また、工場の生産現場ではロボッ

トが大活躍し、鉄道、航空、道路の交通システムの管理や医療、災害対策にも欠かせない存在になっています。

そして目には直接見えない形でも、家電製品や自動車にたくさんのコンピュータが組み込まれて私たちを助け

てくれています。

こうしてコンピュータシステムやネットワークが現代社会のインフラ（基盤的設備）となっているので、それ

を維持しさらに発展させるためには「使う人」だけでなく「創造する人」、「守る人」、「作る人」が必要なのです。

つまり、たくさんのコンピュータを使いこなして、多くのデータから新たな事実を見出す人、ネットワークシス

テムを組み立て保守する人、あるいは小さなコンピュータを組み込んだ装置を作る人が要るのです。

さらに、新たな情報処理システムとして が注目され、日常生活の中で活用されつ

つあります。 は、フィジカル空間（現実空間）から収集した観測データに伴う情報をサイバー空間（仮想空

間）上で数値化し、定量的に分析して、その結果を実世界へフィードバックする、データ循環サイクルを構築し

たシステムであり、「どこでも手続き」、「いつでもドクター」など社会システムの効率化、新産業の創出、知的

生産性の向上をもたらすことが期待されています。これまでの （ モノのインターネット）

では現実世界にあるものをインターネットにつなげることを重視していましたが、 では現実世界の デバ

イスからデータを収集して、クラウドなどサイバー空間で分析を行い、その結果を現実世界にフィードバックす

るといった、データを通じて つの世界を融合することに重点が置かれています。

を構成する技術としては、多様なデバイスからの観測データの取得（センシング）や、高度な組み込み系

および制御系からモノに対して最適なアクチュエーションを達成するコンピュータシステム（端末（モノ））技

術、センサ自身が  デバイスとして働く場合も含めモノから得られるデータを、インターネットを介して安
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心・安全にクラウドに転送するためのネットワークセキュリティ技術、クラウドで集約されたビックデータの統

計解析を行う際、人工知能を駆使し、仮説なしで特徴量を抽出し知見を得るデータサイエンス技術、得られた知

見からコンピュータ上で実世界を再現するヒューマンエンジニアリング技術があります。

このような情報技術の新しい流れに対応するため、情報システム学科では、 を構成するコンピュータシス

テム、ネットワークセキュリティ、データサイエンス、ヒューマンエンジニアリングの４つの学びが選択できる

ようにカリキュラムを構成しています。これらの学びにおいて、情報表現やコンピュータの動作原理、人間と機

械のインターフェースなど、情報の基本を学ぶことは共通です。そして情報技術者の最大の武器であるプログラ

ミング能力の習得にも力を入れます。

コンピュータシステムに関しては、コンピュータのハードウェアとソフトウェアの両面に精通し、計測・制御

システム、情報通信機器そして組み込みコンピュータシステムについても学習して、設計から製造、運用・保守

まで様々な場面で応用できるための講義・演習を通じて、実践的な知識や能力の習得を目指します。

ネットワークセキュリティに関しては、コンピュータおよびネットワークの両方に精通し、様々な要望に対応

するデータ転送、ならびに社会インフラとして重要性が極めて増大している情報セキュリティについて、講義・

演習を通じて、実践的な知識や能力の習得を目指します。

データサイエンスに関しては、センシングされた音声、画像、映像信号等のデータ処理技術をはじめとして、

データを使って分類や予測を行う仕組みを構築する機械学習や （ 人工知能）、人間

の意思決定を支援するためデータから有益な知見を得るデータマイニングなどデータを処理するために必要と

される基礎理論を学び、処理・判断へ応用展開できるための講義・演習を通じて、実践的な知識や能力の習得を

目指します。

ヒューマンエンジニアリングに関しては、前述のデータ処理手法に加え、人間を意識した情報処理として自然

言語処理や （ 仮想現実）の構成要素の一つでもあるヒューマンインタフェースなど人間とコ

ンピュータ間で情報をやりとりするために必要とされる基礎理論を学び、システムととらえてそれを構築でき

るための講義・演習を通じて、実践的な知識や能力の習得を目指します。

情報システム学科の卒業生は東海地方を中心に全国の製造業、情報通信業、情報サービス業、そしてアミュー

ズメント業まで多方面に飛びだって行きます。そしてそれぞれの分野において、情報システム学科で学んだ知識

とその応用能力を大いに発揮しています。

こうした「頼れる」情報技術者を育成するため、情報システム学科では以下に示す教育目標と人材の養成目標

を設定しています。

① ハードウェアとソフトウェア、理論と応用の両面を学習し、コンピュータの原理を理解する。

② 徹底したプログラミング演習を通して、コンピュータの特性を深く理解する。

③ 、組み込みコンピュータシステム、ネットワークプログラミングなどの高度・先進的なコンピュータ

技術を学ぶ。

④ 講義と演習による実践的教育により、課題探求能力と課題解決能力を身につける。

⑤ 技術者倫理、インターンシップなどの関連科目を学び、社会的使命感・責任感を醸成する。

５５．．学学位位授授与与のの方方針針

大同大学の学士の学位授与の方針は以下の表 の の つです。内容は で詳述します。

情報システム学科では、この つの方針それぞれに関して、専攻での学習内容に沿って複数の学位授

与方針（合計 個）を設定しています。内容は で詳述します。

表表 大大学学のの学学位位授授与与方方針針とと情情報報シシスステテムム学学科科のの学学位位授授与与方方針針のの関関係係

大大学学のの学学位位授授与与のの方方針針

情情報報シシスステテムム学学科科のの

学学位位授授与与方方針針
ｂｂ ｂｂ ｂｂ ｃｃ ｃｃ ｃｃ ｃｃ ｃｃ ｄｄ ｄｄ
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５５．．１１ 大大学学のの学学位位授授与与のの方方針針

大同大学の学士の学位は、以下の つの力を身につけている者に授与する。

社社会会人人ととししてて活活動動すするるたためめにに必必要要なな基基礎礎的的なな能能力力をを身身ににつつけけてていいるる

健全な倫理観に基づき、規律性をもって主体的にかつ目標を定めて行動する力、現状を分析して目的や課題

を明らかにする力、他者と協働するためのコミュニケーション力を身につけている。

豊豊かかなな教教養養をを身身ににつつけけてていいるる

教養ある社会人に必要な文化・社会や自然・生命に関する一般的知識を身につけ、異なる思考様式を理解す

る態度と力を身につけている。

確確かかなな専専門門性性をを身身ににつつけけてていいるる

自らの専門分野の基礎から応用までの理論・概念や方法論に関する知識を身につけ、当該分野の情報・デー

タを論理的に分析し、課題解決のために応用する力を身につけている。

豊豊かかなな創創造造力力をを身身ににつつけけてていいるる

獲得した知識・技能・態度を総合的に活用し、自由な発想の下、独自に工夫・応用し、新たな知見を創造す

る力を身につけている。

５５．．２２ 学学科科（（専専攻攻））のの学学位位授授与与のの方方針針

情報システム学科では、以下の学位授与方針を満たした者に学位を授与します。

社社会会人人ととししてて活活動動すするるたためめにに必必要要ととななるる基基礎礎的的なな知知識識やや技技能能をを身身ににつつけけてていいるる。。

社会人として活動するために身につけておくべき基礎的な知識や技能は、レポート・論文の作成、プレゼ

ンテーション、他者とのコミュニケーション、健康管理、ＰＣを使ったデータ処理など、多岐にわたりま

す。人間科学科目群Ａグループにおいては、初年次教育、外国語科目、スポーツ実技、ＤＸ科目等を開講し

ており、これらの科目を通じて社会人として基礎となる知識や技能を学びます。また、各学科・専攻により

独自に開講している科目もあります。なお、この項目 と次の項目 は互いに密接に関連しており、両方と

も身につけることで「社会人として身につけるべき基礎的な能力」が完結します。

正正ししいい現現状状分分析析やや健健全全なな倫倫理理観観にに基基づづきき、、主主体体的的にに課課題題やや目目的的をを明明ららかかににすするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。

身につけた知識や技能を仕事や研究の現場で活用するためには、主体的な姿勢で課題や目的を明らかにす

る力が必要になります。また、現状を正しく分析する力や健全な倫理観を持つことも必要です。人間科学科

目群Ａグループにおいては、初年次教育、外国語科目、スポーツ実技、ＤＸ科目等を通して、現状を正しく

分析する力、健全な倫理観、主体的に課題や目的を明らかにする力を学びます。また、各学科・専攻により

独自に開講している科目もあります。なお、この項目 と前の項目 は互いに密接に関連しており、両方と

も身につけることで「社会人として身に付けるべき基礎的な能力」が完結します。

歴歴史史・・文文化化・・こここころろのの理理解解にに関関すするる一一般般的的知知識識おおよよびびそそれれををももととにに思思考考すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。

現代社会ではさまざまな情報が氾濫しています。これらに惑わされることなく正しい情報を見極めて良識

をもって行動するためには、「教養ある社会人」として歴史や文化、社会のしくみ、自然科学などに関する

一般的知識を正しく身につけ、さまざまな思考様式を理解する態度と力を身につけている必要があります。

また、仕事等の実用面のみならず、今後の人生を充実したものとするためにも「豊かな教養」を身につける

ことは大切です。

「歴史・文化・こころの理解」に関する一般的知識には、歴史学、文学、哲学、心理学などが含まれま

す。人間科学科目群Ｂグループにおいては、歴史・文化・こころの理解に関する一般的知識およびそれをも

とに思考する力を学びます。また、各学科・専攻により独自に開講している科目もあります。なお、社会人
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としての「豊かな教養」を身につけるために、項目 、 、 はできるだけ偏りを作らずに修得することが

望まれます。

社社会会ののししくくみみにに関関すするる一一般般的的知知識識おおよよびびそそれれををももととにに思思考考すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。

「社会のしくみ」に関する一般的知識には、政治学、経済学、法学、社会学などが含まれます。人間科学

科目群Ｂグループにおいては、社会のしくみに関する一般的知識およびそれをもとに思考する力を学びま

す。また、各学科・専攻により独自に開講している科目もあります。なお、社会人としての「豊かな教養」

を身につけるために、項目 、 、 はできるだけ偏りを作らずに修得することが望まれます。

自自然然科科学学にに関関すするる一一般般的的知知識識おおよよびびそそれれををももととにに思思考考すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。

「自然科学」に関する一般的知識には、自然科学概論、生物学、地球科学、認知科学などが含まれます。

人間科学科目群Ｂグループにおいては、自然科学に関する一般的知識およびそれをもとに思考する力を学び

ます。また、各学科・専攻により独自に開講している科目もあります。なお、社会人としての「豊かな教

養」を身につけるために、項目 、 、 はできるだけ偏りを作らずに修得することが望まれます。

情情報報学学のの基基礎礎ととししてて数数学学、、自自然然科科学学をを理理解解しし活活用用すするるここととががででききるる。。

情報学のさまざまな分野で自然科学の知識が用いられます。特に、力と運動の関係や熱や電気の性質を理解

するために物理学、材料の特性や自然環境を理解するために化学が必要となります。また、専門分野で用いら

れる数式を理解し応用するためには数学の知識が必要となります。専門基礎科目群では、専門分野の基礎とな

る数学や自然科学を学びます。それぞれの専門科目の知識を習得するためのみならず、専門分野において創造

的な仕事や研究をする上でも、これらの基礎知識をしっかり身につけておくことが重要です。

情情報報シシスステテムム学学分分野野ににおおけけるる基基礎礎知知識識とと理理論論をを理理解解しし応応用用すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。

近年、情報化の進展に伴い、実社会において蓄積されてきたデータを処理するための の技術開発や実用化

が急速に進み、日常生活の中に普及してきています。そのような高度な情報処理技術をいきなり習得すること

は困難であり、基礎となる知識や理論体系の学びが必要不可欠となります。情報システム学科ではコンピュー

タの原理、特性、技術を理解することを教育目標とした上で、回路、システム、信号および言語処理、 、プ

ログラミング、ネットワーク、データ分析等における基礎理論を習得するカリキュラム構成となっています。

その基本は数学です。情報は究極的には数字の世界です。それを扱う知識や理論ではどうしても数学的な取り

扱いを避けて通ることはできません。情報システム学科では、高等学校までの数学をベースに、微分・積分、

線形代数、離散数学、確率・統計をはじめ、応用数学として知られるフーリエ級数および同変換、 変換、複素

数、集合論など 年間の学びにおける基本となる数学を学ぶことになります。もちろん授業の中で説明があり

ますので、しっかり習得するようにして下さい。また、高等学校における数学、物理の履修履歴が皆さんそれ

ぞれに異なっていますので、必要に応じて教育開発・学習支援センターを利用するなどして、数学、物理の基

礎的な内容を確実に固め、以後の専門科目の履修に備えて下さい。

情情報報シシスステテムム学学分分野野ににおおけけるる専専門門知知識識とと理理論論をを理理解解しし応応用用すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。

情報システム学科では、コンピュータの原理、特性、技術を理解することを教育目標とした上で、 に対応

した分野としてコンピュータシステム、ネットワークセキュリティ、ヒューマンエンジニアリング、データサ

イエンスの４つを設定し、皆さんの興味・関心に応じた学びができるよう専門知識とその理論を習得するカリ

キュラム構成となっています。

コンピュータおよびその周辺装置はハードウェア（電気回路・電子回路等）で作られ、ソフトウェア（プロ

グラム等）によってその動作が与えられます。コンピュータシステム分野ではアナログおよびディジタル信号

の処理方法や回路構成、コンピュータアーキテクチャ、プログラミングを系統的に学びます。さらに修得した

知識や理論を応用する力を身に付けることも求められます。例えば、自動車、家電、情報通信機器などあらゆ

る産業機器には多数のマイコン（マイクロコンピュータ）が組み込まれています。マイコンが組み込まれたシ

ステムでは、各種センサがつながって、それを通じて外部からデータが入力され、制御アルゴリズムを具現化
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するプログラミングに基づき入力に応じた出力を生成し、電気信号に変換してモータなどの電気機器を動作動

させます。その際、システムを望むように動かすことも要求され、制御アルゴリズムを構築するための制御理

論を学ぶことが重要です。

ネットワークセキュリティに関しては、様々なデータを効率よく送るためのネットワーク構成、通信プロト

コル、ならびに社会インフラの必須機能であるセキュリティについて、それらの基礎から最新技術までの幅広

い知識を身に付け、実践に応用できることが重要です。

情情報報シシスステテムム学学分分野野のの知知識識にに基基づづききデデーータタのの分分析析やや処処理理をを通通じじてて現現象象をを理理解解すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。

前述のとおり、情報システム学科では、コンピュータの原理、特性、技術を理解することを教育目標とした

上で、 に対応した分野としてコンピュータシステム、ネットワークセキュリティ、ヒューマンエンジニアリ

ング、データサイエンスの４つを設定し、皆さんの興味・関心に応じた学びができるよう専門知識とその理論

を習得するカリキュラム構成となっています。

や の社会実装が進展することで、データを最大限生かしたデータ主導型の超スマート社会に移行する

と言われています。各種社会基盤の様々なフィジカル空間に埋め込まれた 機器が現場における膨大な量の

データを、ネットワークを利用してサイバー空間内に自動的に収集・蓄積し、サイバー空間ではビックデータ

を人間の能力をはるかに超える情報技術を使って処理したり、ディジタルツインによって現実の情報をディジ

タル空間上で再現して分析やシミュレーションを行ったりします。そうして得られた新しい知見をデータ化し

てフィジカル空間にフィードバックするシステムが でありました。その際、サイバー空間の基盤強化のた

めには、 システム、ビックデータ解析、ネットワーク、知的制御、数理工学、システムモデリング、シミュ

レーション、セキュリティ、 技術などの活用が挙げられています。情報システム学科ではサイバー空間にお

ける学びとして、データサイエンス分野とヒューマンエンジニアリング分野を設定しており、これらの強化項

目に関連する授業を設定しています。データの活用方法の一例をあげましょう。従来はデータのもつ特徴量か

らシステムの特性を反映したモデルを構築し、オフラインでシステムの動きをシミュレーションする方法が主

流でありました。しかしながら、近年コンピュータ技術の進展により、膨大なデータを短時間で処理すること

ができるようになってきたため、モデルを構築せずともデータを直接使ってデータの変化を即時に解析し、シ

ミュレーションを行うことでシステムの動きを把握することができるようになってきました。このようなデー

タ指向型のアプローチは今後ますます拡大して行くことが予想されます。情報システム学科の学びを通じて、

データの処理や分析方法を習得し、コンピュータを使ってプログラミングによりそれらの方法を具現化する技

術を経験するだけでなく、データによるモノの動きや現象を考察し、正しく評価できる力を養ってもらいたい

と思います。

情情報報シシスステテムム学学分分野野ににおおけけるる諸諸問問題題のの解解決決にに必必要要ななツツーールルをを活活用用すするる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。

情報システム学分野で扱う学問は、コンピュータの急速な進展もあり多くの研究成果が報告されています。

そのため、皆さんが目指す情報技術者は日々高度化・複雑化する問題を理解し、解決することができる力を磨

かねばなりません。前述のとおり、情報システム学科の皆さんは、 におけるデータの環流を通じて、社会シ

ステムの効率化やこれまでになかった新産業の創出、知的生産性の向上に寄与する新しいシステムの構築に何

かしら携わることが期待されています。とうぜんそこには新技術の創成も必要となり、新たな問題も多数出現

することになるでしょう。これまでにない問題の解決には従前の知見を当てはめるのみならず、全く新しい視

点からのアプローチもかかせません。そこで必要なのは、問題解決のためのツールの活用です。ツールは狭義

ではハンマ等の道具や計測器もあれば、近年高度化・高性能化したアプリケーションソフトの活用もあるでし

ょう。広義では、図書館やインターネット上での文献調査もツールとしての役割を果たすものとなります。そ

の際、重要なことは問題に応じて適切なツールを使い分けることと、ツールを使って得られた結果をしっかり

考察して正しく評価できることであります。たとえば、アプリケーションソフトは一般にブラックボックス化

され、得られた結果が本当に問題の解になっているのかを見極めることが困難な場合があります。たしかにア

プリケーションソフトの使用は問題解決にあたり便利な手段であると考えますが、一方でそれに溺れてはいけ

ないように思います。本当に問題にあったツールになっているのか、問題の解として妥当な結果が得られてい
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るか、その真理探究を常に追い求める力を 年間の学びから養ってもらいたいと思います。

獲獲得得ししたた知知識識・・技技能能・・態態度度をを総総合合的的にに活活用用しし、、自自由由なな発発想想のの下下、、独独自自にに工工夫夫・・応応用用しし、、新新たたなな知知見見をを創創造造すするる力力をを身身

ににつつけけてていいるる。。

大学の授業ではさまざまな知識・技能・態度を獲得します。これらを総合的に活用し、さらに自由な発想の

下で独自に工夫・応用して新たな知見を創造することにより、仕事や研究の現場で自ら課題を設定し、その課

題解決に向けて深く探求することができます。人間科学科目群では、さまざまな知識や技能を修得する中で、

それらを総合的に活用し新たな知見を創造する力を学びます。特に人間科学科目群Ｂグループでは、セミナ形

式での演習系科目も設けており、人文科学・社会科学・自然科学の各分野において課題を設定し探求する方法

を修得する中で、これらの力を学びます。また、各学科・専攻により独自に科目を開講しており、これらの力

を学びます。

情報システム学科における専門基礎科目ならびに専門科目の学びでは、講義等からの知識の獲得、プログラ

ミングによる情報処理、実験機器の操作、コンピュータを援用したデータの計測・処理を伴う技能の獲得、そ

して得られた結果を考察・評価する姿勢や態度でもって、あらゆる事象に取り組みます。これらの経験を総合

的に活用して問題に対処するためには、これまでの固定観念にとらわれない自由な発想が求められることがあ

ります。ただし、発想は時として誤りである場合も多々あります。自身の発想ですから、それを正しく評価す

るためには独自の考えで発想を具現化するしかなく、周囲に正しく理解してもらうための工夫も必要でしょう

し、情報機器に応用することで具体的な成果として示すことも大切です。情報システム学科では、単に情報を

取り扱うだけでなく、システムとしての視点で事象を扱う学びをすることができ、様々な問題に取り組めるよ

うなカリキュラム構成となっています。そういった問題の取り組みの繰り返しを通じて、獲得した知見を増や

し新たな知見の想像へと発展させる力を養ってもらいたいと思います。

演演習習・・実実習習・・研研究究活活動動をを通通ししてて問問題題発発見見・・課課題題解解決決ででききるる力力をを身身ににつつけけてていいるる。。

情報システム学科では、前述のとおり に対応した 4分野から皆さんの興味・関心に応じた学びができる

よう専門知識とその理論のみならず、それを活用した演習や実習、そして卒業研究がカリキュラムとして組ま

れています。知識や理論を勉強するだけでは真に理解できたとは言えません。小学校や中学校での理科実験を

思い出して下さい。百聞は一見に如かずといいます。実際に手を動かして、機器に触れたり、プログラムを作

ったりして、教科書に記載されている現象や事実を再現し確認することで問題を認識し、知識や理論を使って

事象を説明して課題を解決する力がとても重要になります。情報システム学科では、2 年生に情報演習 A・B
が、3年生に情報演習C・Dが必修科目として設定されております。たとえば、情報演習A・Bでは電気回路や

論理回路を配線して作成したり、マイコンにプログラムを書き込んでロボットの軌道制御を行ったり、ネット

ワークサーバやルータの設定トラフィックの観測を通じて映像の配信を行ったりします。また、授業科目によ

っては、実習が単元における一部として設定され、プログラミングや実験を通じて課題を解いたり、理論を確

認したりすることもあります。4 年生になると教員の指導のもと卒業研究が行われます。卒業研究は授業とは

異なり一般には教科書がありません。何もない状況から理論を構築し、プログラムを作って数値シミュレーシ

ョンや実験を行って教科書に書かれていない新たな知見を１年間かけて見出すのです。もちろん、研究ですか

ら必ずしも満足のいく結果が得られるとは限りません。失敗もあるでしょう。しかしながら、研究する過程を

通じて、自身で問題を発見し、調査し、理論を組み立て、シミュレーションや実験を行い、得られた知見を評

価・考察し、ときに問題設定を修正するといった流れは卒業研究に限らず、問題解決の方法として役立つアプ

ローチであります。この方法論を体得して課題解決できる力を養い、実社会で活躍できる人材に成長してもら

いたいと思います。 

6



６６．．教教育育課課程程

第5章で説明した学位授与の方針は、4年間で身につけることが必要な知識や能力を示したものです。これ

を獲得するための学修の達成に必要な授業科目が記されたものが教育課程です。本学の教育課程は，授業科目

を順次的・体系的に配置したうえで，①授業科目の順次性・体系性と学位授与の方針との関係性を説明するた

めのカリキュラム・フローチャートとカリキュラムマップが準備され，②授業科目ごとに学修到達目標を定

め，さらに、③皆さんが進みたい進路の参考とするため，履修モデルも準備されています。  
図－1は，教育課程の概念図をまとめたものです。教育課程は，人間科学科目群，専門基礎科目群，および

専門科目群の 3つの群に分類されています。それぞれの授業科目の教育内容については ～ で説明します。

では卒業後の進路等に対応させて，教育課程の授業科目をどのように学修していくかという履修モデルが例示しま

す。各授業科目で何を学んで，どんな知識を修得するかは， で紹介するカリキュラムマップにおける学修到達目標に

具体的にまとめています。

なお，教育課程を構成しているそれぞれの授業科目の具体的な開講期と単位数などを示したものは，別に

示す「開講科目一覧」に表しています。

図図－－１１ 情情報報シシスステテムム学学科科のの教教育育課課程程のの構構成成概概念念図図

  

1年次 2年次 3年次 4年次

数学物理科目
基礎数学セミナ 解析学3
数学基礎 線形代数3
解析学1・2 確率・統計
線形代数1・2 常微分方程式
基礎理科セミナ 情報統計学
力学
電磁気学
情報数学

導入科目
CPS概論
情報システム入門セミナ
情報処理概論
情報ネットワーク概論
基礎電気回路
Cプログラミング1・2
コンピュータハードウェア基礎

基幹科目
情報ネットワーク1 Pythonプログラミング1・2 情報セキュリティ1
電気回路1 アルゴリズムとデータ構造1・2 数値計算法

コンピュータアーキテクチャ1・2
オペレーティングシステム
情報ネットワーク2
電気回路2
情報理論
オートマトン・言語理論
情報演習A・B 情報演習C・D

展開科目
信号処理基礎 コンパイラ構成法
人工知能 ディジタル回路 分散処理
ディジタル信号処理 制御工学 リアルタイムシステム
情報ネットワーク3 コンピュータセンシング 通信工学
データマイニング ネットワークプログラミング ヒューマンインタフェース
パターン情報処理 機械学習

画像・映像処理
音声信号処理
自然言語処理
データベース
電子回路
組込システムプログラミング
コンピュータコントロール
情報セキュリティ2
情報コンテンツ
計算機シミュレーション
Webプログラミング

関連科目

インターンシップ 技術者倫理
知的財産権論

卒業研究

セミナ1・2
卒業研究

専門基礎科
目群

専門
科目群

人間科学科目群
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６６．．１１ 人人間間科科学学科科目目群群

人人間間科科学学科科目目群群ＡＡググルルーーププ

①①フファァーースストト・・イイヤヤーー・・セセミミナナ

ファースト・イヤー・セミナ（ 、略して 、初年次セミナ）とは、新入生である皆さん

方全員に、今後４年間の大学教育に不可欠な「「学学習習技技法法（（ススタタデディィ・・ススキキルルズズ））」」を習得してもらう科目です。

いわば「「大大学学ででのの学学びび方方」」をを学学ぶぶ授授業業科科目目です。

実は、皆さんが高校まで普通だと思ってきた勉強の仕方と、大学での学びの方法はずいぶん違うところがあ

るのです。この方法の違いを理解した上で、「大学での学び方」に早く習熟し、積極的に大学の授業に参加して

ほしいのです。この点はとても大切です。大学での授業に戸惑ったり、どうにも積極的に参加できなかったり、

せっかく勉学に打ち込んでもそれが空回りに終わって、４年たっても実を結ばない、こうしたことの原因の一

半には、大学での学び方（つまり知的レベルをステップアップする方法）のベースができていないことが大き

く関わっていることが分かっています。

この授業は次のように５つのパートでできています。

Ⅰ 大学で学ぶとはどういうことか

Ⅱ 効果的な授業の聴き方、効率的なノートのとり方、テキストの的確な読み方

Ⅲ 知的収蔵庫である大学図書館の利用法

Ⅳ 文章の書き方の基本、レポート作成のルール、およびその実践

Ⅴ 効果的なプレゼンテーションのさまざまな方法とその実践

この授業の第一のねらいは、「大学での学び方」を習得してもらうことで、皆さんが本学の教育にスムーズに

適応できること、言いかえると皆さんが手応えをもって大学生活を送ることができるよう手助けをするところ

にあります。しかしそれだけではありません。皆さんが社会に出、職業人として、あるいは市民として、豊か

に生きていこうとするとき、自己表現スキルや、他者とのコミュニケーション・スキルの必要性をきっと感じ

ることでしょう。それらを可能にするのも、この授業が基盤となります。そうした最低限の知的技法もここに

は盛り込まれています。

こうした事項について、少人数クラスで初歩からみっちりと学んでもらいます。皆さんはこの授業において、

何より自分の知的ステップアップを信じて、全力でこれに応えねばなりません。

②②外外国国語語科科目目

＜＜英英語語ススキキルル ・・ 、、資資格格英英語語、、実実践践英英語語、、英英語語ラライイテティィンンググ、、英英語語ププレレゼゼンンテテーーシショョンン、、中中国国語語入入門門 ・・ ＞＞

外国語を学習することには２つの重要な事項があります。第１はコミュニケーションの手段としての言語能

力の習得です。グローバル化の著しい今日においては外国語、特に英語によるコミュニケーション能力は 世

紀を生きる上で不可欠となります。第２はその言語の背景にある文化や思考を学ぶことです。言語の背景にあ

る文化やものの考え方を理解することなく言語を学ぶだけでは思わぬ誤解やトラブルに巻き込まれることに

もなりかねません。技術者にとっても外国語の能力の習得はますます重要になってきています。

そのような外国語の学習には基礎的な事項の反復学習が大切になります。大変に思うかもしれませんが、外

国語学習というのは努力をすればするほど成果も見込めるのです。本学では、 年次に「英語スキル ・ 」、

年次前期に「資格英語」を必修科目として開講しています。また、 年次後期に「実践英語」を選択科目として

開講しています。さらに、 年次でも外国語科目を学びたい人のために「英語ライティング」、「英語プレゼン

テーション」という選択科目を開講しています。英語以外の外国語として、中国語の基礎を学びたい学生は、

年次に「中国語入門 ・２」を選択科目として開講しています。

③③健健康康科科学学科科目目＜＜ススポポーーツツ実実技技 ・・ 、、ススポポーーツツとと健健康康のの科科学学 ・・ ＞＞

大学におけるスポーツ実技Ａ・Ｂは、 年次にＡ、Ｂを配当しています。週 回の実技を通してスポーツの

技術およびその楽しさを学ぶことで、学生諸君が将来（生涯スポーツとして）も運動を継続して行えるような

素地を身につけ、スポーツを通じて集団を意識し、社会に対する適応力を向上させることを目的としています。

スポーツと健康の科学 ・ は 年次に配当しており、スポーツ科学および健康の維持増進に関する講義を行
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います。スポーツや身体の仕組みについて学び、各個人がより健康に生活できるような知識と態度を身につけ

る事を目的としています。

④④基基礎礎英英語語セセミミナナ

基礎英語セミナでは、基本的な英単語を習得することと、習得した英単語を文脈のなかで正しく理解するこ

とを目標にします。一目ですぐに認識できる語彙を多量に獲得することは、英語を読んだり、書いたりするう

えで大きな力となるだけでなく、英語を聞いたり、話したりするうえで不可欠な力となってきます。英語によ

る学術的探求とコミュニケーションの礎になる力が、十分な練習を通して養成されることになります。なお、

年次修了までにこの科目を修得できなかった場合には、 年間で卒業することができなくなります。

⑤⑤ （（デデジジタタルルトトラランンススフフォォーーメメーーシショョンン））科科目目＜＜情情報報リリテテララシシーー概概論論 ・・ デデーータタササイイエエンンスス概概論論＞＞

現在、日本政府は、未来社会の姿として掲げている「 」と呼ばれる社会構想を推進することで「超

スマート社会」を実現することを目指しています。

超スマート社会で活躍するであろう皆さんにとっては、大学で学修する分野によらず、データサイエンスや

人工知能（ ）を理解して、適切に活用する力をつけることが重要です。

データサイエンスや は今後のデジタル時代のよみ・かき・そろばんと言われており、すべての社会人が正

しい使い方を身につける必要があります。

本学では、この内容を修得するため、 年生前期に「情報リテラシー概論」が、また 年生後期に「データサ

イエンス概論」が、すべての学科・専攻において必修科目として設置されています。

どちらの科目ともオンデマンド形式の遠隔授業として開講されます。

各自のノート 等を利用して都合のよい時間に学修し、設定された課題を指定された期日までに提出して

ください。

なお、この二科目は文部科学省により実施されている「データサイエンス教育プログラム認定制度（リテラ

シーレベル）」に準拠した学修内容になっています。

・・情情報報リリテテララシシーー概概論論

超スマート社会で活躍するためには、 ・スマートフォンなどの情報機器や、それらで得られる情報を適

切に効率よく利用できるようになることが重要です。

本講義では、様々な情報サービスを適切に効率よく利用するための方法について説明します。

特に、本学で使用できる各種サービスについて説明します。

今後の活動で必要となるグループでの情報共有やコミュニケーション、情報の共有方法など、情報通信技

術の基礎的な使用方法を確立してください。

・・デデーータタササイイエエンンスス概概論論

卒業後に自分が活躍したい業界・業種に関わらず、今後の社会ではデータサイエンスや を理解すること

は重要です。

本講義では、数理・データサイエンス・ に関する基礎的な能力を身につけることを目的としています。

データや が社会にどう関わっているかを理解して、それらを活用するための方法について学修します。

ｂｂ．．人人間間科科学学科科目目群群ＢＢググルルーーププ

大同大学の教育課程（カリキュラム）は、三つの科目群に支えられています。一つは各学科・専攻でおもに

学ぶ専門科目群、他の二つは専門基礎科目群とここで説明する人間科学科目群です。人間科学科目群はファー

スト・イヤー・セミナと語学、体育の実技を含む グループと、講義科目である グループから成り立ってい

ます。

人間科学科目群 グループは、「人間・歴史文化・こころの理解」（人文科学分野、 科目）、「国際情勢と社

会のしくみ」（社会科学分野、 科目）、「科学的なものの見方」 自然科学分野、 科目 、「学問への複眼的ア

プローチ」（学際的分野および演習、 科目）の つのカテゴリーから構成されており、現代のリベラルアーツ
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教育において求められる多様かつ幅広い分野の科目を提供しています。これらに加え、より深く学びたいとの

高い意欲をもつ学生に向けて、ゼミナール（小集団演習）形式の「課題探究セミナ 」、「課題探求セミナ 」を

開講しています。

これらの講義系と演習系の科目はすべて、皆さんに多様な知的刺激を与えることができるように工夫された

ものばかりです。そのねらいは、トータルな人間教育にほかなりません。言いかえると、皆さんが今をタフに

生き、将来を担う一市民としての教養を身につけ、それに磨きをかけること、これが本科目群の目指すところ

です。

大学での専門教育はもちろん重要です。しかしそれを世の中に役立てながらも、一人ひとりが社会の中で豊

かな人生を創出していくためには「教養」が欠かせません。本学では「教養」として、とくに「コミュニケー

ション力」、「自ら考える力」それと「協働力」に重点を置いています。こうした点で皆さんが自分らしさを発

揮できるよう、 グループにはさまざまな授業を取りそろえています。できるだけ偏りを作らず履修し、修得

することが望まれます。

現在、私たちは歴史的転換期に身を置いています。日本でも世界でも、世の中は目まぐるしく変化し続けて

います。良いことも好ましくないことも瞬時に地球規模で拡散し、われわれはグローバル社会の一員であるこ

とを余儀なくされています。とくに日本は超高齢化社会に突入し、不透明で不確実な時代に入りつつあります。

それでも世界は飽くなきマネーフローと途轍もないテクノロジーの進化を介して緊密に結びつくと同時に、ア

メリカ南北大陸圏、アジア圏、欧州、東欧およびロシア圏、アフリカ中東圏などで生じるローカルな歪みが、

即座に世界各国に対し甚大な政治的・経済的影響をもたらします。さらに今後は （人工知能）や （モノ

のインターネット）に代表される技術革新によって人間の働き方が様変わりするばかりか、われわれの想像力

をはるかに超える近未来社会が待ち受けています。世界がより便利に、より快適な生活を享受できるようにな

ることは好ましいですが、日本の社会を見ても逆に格差社会などが一部現実のものとなりつつあるのは見逃せ

ません。

そこで皆さんに具体的に求められるのは、こうした時代を生き抜いていくための知恵や活力を自ら引き出し

伸ばしていくことです。そのためには今を知り、そこから課題を見つけ出し、いろいろな角度から考え、そし

て解決策を自分であるいは仲間と協働しながら探り当てていく知とパワーが不可欠です。そして何よりも一人

ひとりが自分の人生を存分に味わい、楽しめる力を発揮することが求められます。

大学では、人間と社会をよく知るためにも、人文・社会科学の学問分野の知見や見識が大切な役割を果たし

ます。人文科学分野では、文学、哲学、歴史学、人類学、心理学が人間の営みや心の働きを扱い、社会科学分

野では法学、経済学、政治学、社会学、社会調査法、現代社会論、課題探究集中講座が社会の仕組みから国際

情勢の展望にまで皆さんを誘います。

また自然科学のアプローチから宇宙、地球、生命、身体そのものを知ることに加えて、われわれの生活環境

や健康を見直す諸科目も開講されています。自然科学概論、環境と防災、地球科学、認知科学、生物学、健康

科学の諸科目が、有益性と危険性をあわせ持つ科学技術、人間が生きる舞台としての地球環境、またヒトとし

ての人間、人間の心身・健康に焦点を当てています。

年次、 年次には、「課題探究セミナ」として、アクティブ・ラーニングや （問題・課題解決型授業）を

意識した少人数科目を開設しています。

大学での勉学は、確かに与えられたものを繰り返し習い覚える地道な作業と同時に、何が問題でその解決の

ためにはどう向き合えばよいのかについて自分自身で考え、仲間と語り合い、行動をおこすところに醍醐味が

あります。

皆さんにとって、人間科学科目群 グループがその糸口となることを願っています。

６６．．２２ 専専門門基基礎礎科科目目群群（（カカリリキキュュララムムフフロローーチチャャーートト））

専門基礎科目とは、皆さんが今まで身につけてきた知識や能力を大学での専門教育につなげるための科目で

す。専門基礎科目群では、数学、物理と専門の導入科目を学習します。これらの科目は、主に１年次の前期（１

期）から２年次後期（４期）までに開講されます。
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以下では、専門基礎科目群の概要を説明します。なお、各科目で何を学んで、どんな知識を習得するかに関

しては、科目別の学修到達目標としてカリキュラムマップにまとめています。

（（１１））導導入入科科目目（（計計 科科目目））

情情報報シシスステテムム入入門門セセミミナナ、、 概概論論、、情情報報処処理理概概論論、、ココンンピピュューータタハハーードドウウェェアア基基礎礎、、情情報報ネネッットトワワーークク概概論論、、

基基礎礎電電気気回回路路、、 ププロロググララミミンンググ 、、 ププロロググララミミンンググ

情報システム入門セミナでは、学科の標準教育プログラムから、安全、キャリア（就職関連）まで大学生活

に関わる様々なことを学び、教員の教育研究活動の説明を聞いて専門分野への興味を喚起します。情報処理概

論では、情報の表現方法（ 進数など）やコンピュータの仕組みに関する基礎となる原理から情報科学の面白

さを学びます。コンピュータハードウェア基礎では、ディジタル回路の基礎となる基本論理回路とそれらの組

み合わせにより構成される回路、その回路を実現する方法を学びます。情報ネットワーク概論では、情報を送

受信する技術を学んだうえで、インターネットで使用されるプロトコル（通信規約）について学びます。基礎

電気回路では、情報機器を構成する電気回路や電子回路の仕組みを理解するために必要となる基礎を学びます。

概論では、学科の教育の根幹となるサイバーフィジカルシステムを構成する様々な技術を全体的に学びま

す。Ｃプログラミング 、 では、Ｃ言語を用い初歩からのプログラミング作成方法を学び、プログラミングの

応用まで学びます。

（（２２））数数学学物物理理科科目目（（計計 科科目目））

線線形形代代数数１１、、線線形形代代数数２２、、線線形形代代数数３３、、数数学学基基礎礎、、解解析析学学１１、、解解析析学学２２、、解解析析学学３３、、常常微微分分方方程程式式、、情情報報数数学学、、

確確率率・・統統計計、、情情報報統統計計学学、、力力学学、、電電磁磁気気学学

線形代数１、線形代数２、線形代数３では、２つのものの間に成り立つ関係のうち、もっともシンプルで多

くのことの基礎となるのは「比例する」という関係ですが、この比例関係を多くのものの間の関係に拡張した

ものが、ここで学ぶ線形性と呼ばれる考え方です。これを学ぶことにより、理工系のみならず経済学、社会科

学においても重要な、２つ以上のものの間に成り立つ関係をつかむ目が養われます。また線形性は平面や空間

の幾何とも関係し、特に空間図形を把握する練習としても、線形代数の授業を活用してもらいたいと思います。

解析学１、解析学２、解析学３、常微分方程式では特に、近代科学技術文明の基礎とも言えるニュートン、

ライプニッツに始まる解析学を、段階を追って学修していきます。変化の割合を表す微分法と、面積や体積を

求める積分法とがどこでつながるのか。無限とか極限とかいう言葉がよく出てくるが、どういう意味なのか。

こういったことをしっかり考えて学修することにより、解析学の基本的な考え方が身につき、数式とその表す

ものとの関係がわかるようになります。さらに常微分方程式を学ぶと、変化の割合がみたす式より将来を予測

することが出来るようになり、自然の中に存在する因果関係（何が原因で何が結果か）にも目が向かうように

なるでしょう。

また高等学校までの数学教育の多様化に対応し、他の数学系科目および自然科学、情報学系専門科目への準

備となる科目として、数学基礎を開講しています。この科目の受講対象者は入学時に実施する学力試験の結果

に基づいて決定され、受講対象者には１年前期に解析学１に先んじて、特に大学での専門教育に直結する基礎

的な数学を精選して教授します。

情報数学では、集合論・代数系・グラフ理論など離散数学について学び、情報技術を数学的に捉えて論じる

力を身につけます。確率・統計、情報統計学では、確率の性質、確率変数、確率密度関数、正規分布関数など

の統計学の基本を学びます。また表計算ソフトウェアの関数機能を使って、実際に統計分析の演習を行います。

これにより情報を定量的に扱うための基本的な考え方を学びます。

情報学部の物理学系科目には、力学と電磁気学があります。力学とは物体の運動を知ることを目的とする理

論であり、その理論体系には自然科学と自然科学を応用する工学・情報学の考え方の基礎が集約されています。

力学では、ベクトルと微分積分を利用して、力の合成・分解や、物体の運動方程式を解くことで物体の運動を

決定する方法を学びます。物事を理路整然と把握する考え方の具体例として、力学を学ぶと良いでしょう。電

磁気学という理論体系は、電気回路や有線・無線通信の基礎です。電磁気学では、ベクトルと微分積分を使っ
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て電磁気現象の基礎法則の学習を通して、電子機器や電子部品の内部で起きる現象やそのメカニズムを理解す

る基礎を学びます。なお、電磁気学の中で、力学の考え方を応用する場面が随所に出てきます。電磁気学を学

ぶ前に、力学を学んでおくことが必要です。

３３ 基基礎礎数数学学セセミミナナ・・基基礎礎理理科科セセミミナナ

アア 数数学学関関係係科科目目 （（基基礎礎数数学学セセミミナナ ））

基礎数学セミナでは、数式を一目で把握し、スムーズに計算できることを目標にします。「何とかできる」で

はなく「一目でスムーズにできる」ことが自然科学・工学の素養として大切で、そのためには十分な量の練習

が必要です。 
なお、３年次修了までにこの科目を習得できなかった場合には、４年間で卒業することができなくなります。 

イイ 物物理理・・化化学学関関係係科科目目 （（基基礎礎理理科科セセミミナナ ））

大学で学ぶ科目の中に、理科の基礎知識を必要とするものが、物理・化学だけではなく、専門科目にも多く

あります。基礎理科セミナでは、大学で学ぶ上で最低限必要となる基礎的な数値計算や単位の取り扱い、およ

び自然科学的な基礎知識を身につけることを目標とします。「何とかできる」ではなく「スムーズにできる」こ

とが自然科学・工学の素養として大切で、そのためには十分な量の練習が必要です。

なお、３年次修了までにこの科目を習得できなかった場合には、４年間で卒業することができなくなります。

６６．．３３ 専専門門科科目目群群（（カカリリキキュュララムムフフロローーチチャャーートト））

専門科目群の授業科目は、主に２年次と３年次に開講される基幹科目、２年次前期から始まる展開科目、３

年次と４年次の関連科目と卒業研究からなります。ここで、基幹科目とは専門科目の中でも根幹となる科目で

あり、専門知識を習得するときの土台となる科目です。また、展開科目とは、皆さんの興味や将来の進路に従

って、より高度な専門科目の学習ができるように設けられた科目です。そして、この展開科目の選択の仕方に

よって４つの分野（コンピュータシステム分野、ネットワークセキュリティ分野、データサイエンス分野、ヒ

ューマンエンジニアリング分野）の学びを選択できるように推奨する履修モデルを提示しますので、それに従

って科目を選択して下さい。しかし、学年が進むにつれて学びに対する興味や進路希望が多少変わってくるこ

とも、他の分野の内容も幅広く勉強したいと思うこともあると思います。このため、他の分野の推奨科目を選

択することも可能となっています。

以下では、専門科目群の教育内容の概要を説明します。なお、各科目で何を学んで、どんな知識を習得する

かに関しては、科目別の学修到達目標としてカリキュラムマップにまとめています。

１～２年次に開講される専門基礎科目群の授業科目は、情報システム学の基礎となる科目からなります。ま

た、専門科目群の授業科目は、基幹科目・展開科目・関連科目・卒業研究からなります。専門基礎科目群およ

び専門科目群のカリキュラム・フローチャートを以下に示します。このフローチャートは、各科目の関連性を

簡単に表しています。矢印でつながっている科目は関連性があり、矢印の先の科目を受講するには矢印の元の

科目内容を習得していることが望まれます。
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図図－－３３ 専専門門科科目目群群ののカカリリキキュュララムム・・フフロローーチチャャーートト
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電気回路 電気回路２

情報演習 情報演習 情報演習 情報演習

ディジタル

信号処理

コンパイラ

構成法
データベース 分散処理

電子回路
ディジタル

回路

制御工学
組込システム

プログラミング

コンピュータ

センシング

コンピュータ

コントロール

リアルタイム

システム

情報

ネットワーク

ネットワーク

プログラミング

情報

セキュリティ
通信工学

音声信号処理
計算機

シミュレーショ ン

画像・映像処理
プログラミング

データ

マイニング
機械学習

情報

コンテンツ

人工知能
パターン

情報処理

自然言語

処理

インターン

シップ
技術者倫理 知的財産権論

セミナ セミナ

ヒューマン

インタフェース

卒業研究
年次～ 年次

多くの科目
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（（１１））基基幹幹科科目目（（計計 科科目目））

基幹科目は、１年次の後期（２期）より３年次の後期（６期）までの間に学びます。基幹的な科

目であるため、情報科学の主要な学問の大部分が含まれています。また、基幹科目には実際の情

報機器を使用し学び、実践能力を高める科目の情報演習（４科目）を含みます。この情報演習は、

サイバーフィジカルシステムを学び実現するために必修とされる科目です。

【【基基幹幹科科目目】】

電電気気回回路路１１、、電電気気回回路路２２、、情情報報ネネッットトワワーークク１１、、情情報報ネネッットトワワーークク２２、、情情報報セセキキュュリリテティィ１１、、

ププロロググララミミンンググ１１、、 ププロロググララミミンンググ２２、、数数値値計計算算法法、、情情報報理理論論、、

アアルルゴゴリリズズムムととデデーータタ構構造造１１、、アアルルゴゴリリズズムムととデデーータタ構構造造２２、、オオーートトママトトンン・・言言語語理理論論、、

ココンンピピュューータタアアーーキキテテククチチャャ１１、、ココンンピピュューータタアアーーキキテテククチチャャ２２、、オオペペレレーーテティィンンググシシスステテムム、、

情情報報演演習習 、、情情報報演演習習 、、情情報報演演習習 、、情情報報演演習習

電気回路１、２では、抵抗、コイル、コンデンサを用いた基本的な交流回路を講義と演習で学びます。さ

らに、複素数を用いて電圧や電流を表すベクトル記号法について学びます。また、交流回路の基本的な

計算方法や法則、複雑な回路の電圧や電流を求めるための回路解析法について学びます。情報理論

では、情報の量に関することを学ぶとともに、効率の良い符号化について学びます。情報ネットワーク１、

２では、コンピュータネットワークのアーキテクチャ、プロトコル、 参照モデルなどの基本概念を学びま

す。また、インターネットでパケットを転送するためのルーティングおよび について学ぶとともに、 、

の動作、代表的なアプリケーションのプロトコルについて学びます。情報セキュリティ１では、共通鍵

暗号技術や公開鍵暗号技術、電子署名や公開鍵基盤、アクセス制御技術を中心に学び、情報社会を支

えているセキュリティ基礎技術やその応用技術について理解を進めます。 プログラミング１では、

プログラミング言語 を用いたプログラミングの基礎技術を学びます。特に 言語との違いについ

て理解し、変数、条件分岐、繰り返し処理、リスト、ディクショナリなど、基本的な機能要素・処理要素を学

習します。さらに、 プログラミング２では、クラスを使用したオブジェクト指向的なプログラミング技術

や、モジュールを使用したプログラミングを用いた実用的なプログラムの開発技術を学びます。データサ

イエンスに関する演習を重点的に実施します。アルゴリズムとデータ構造１、２では、コンピュータを用いて

問題を解決するための手順（アルゴリズム）とデータの表現方法（データ構造）について、プログラミング演

習を通じて学びます。コンピュータアーキテクチャ１、２では、コンピュータの設計思想であるコンピュータ

アーキテクチャについて学びます。まず、ハードウェアの面からのコンピュータアーキテクチャを学び、ソフ

トウェア面としてアセンブリ言語を学びます。オペレーティングシステムでは、オペレーティングシステムの

種類とその基本機能について学びます。オートマトン・言語理論では、オートマトン理論を学び、オートマ

トン理論を活用することにより言語理論を学びます。数値計算法では、数値計算の誤差、補間、数値積分、

様々な方程式の数値的解法について学びます。情報演習 、 、 、 では、実際の部品や測定器、コン

ピュータなどに触れて使用方法やその特性を学び、設計や製作を行いながら、「もの」を作る楽しさを実

感する演習を行います。また、マイクロコンピュータのプログラミングによる機器の制御技術やコンピュータ

ネットワーク機器の操作を通してネットワーク技術を学びます。さらに、演習・実習を通して の設計・構

築方法および技術を学びます。

（（２２））展展開開科科目目（（計計 科科目目））

展開科目は、２年次の前期から４年次後期（７期）までの間に学びます。展開科目は、基幹科目

で学んだ基礎的な内容をもとに、高度な情報技術を学ぶ科目です。展開科目は、下記の２８科目

あります。これらの展開科目は、学びたい分野によって推奨される科目（履修モデル）が設定さ

れています。各分野の推奨科目は、６．４の履修モデルで説明します。

【【展展開開科科目目】】

信信号号処処理理基基礎礎、、デディィジジタタルル信信号号処処理理、、デディィジジタタルル回回路路、、電電子子回回路路、、ココンンパパイイララ構構成成法法、、デデーータタベベーースス、、

情情報報ネネッットトワワーークク 、、通通信信工工学学、、情情報報セセキキュュリリテティィ 、、分分散散処処理理、、ネネッットトワワーーククププロロググララミミンンググ、、

人人工工知知能能、、パパタターーンン情情報報処処理理、、機機械械学学習習、、音音声声信信号号処処理理、、画画像像・・映映像像処処理理、、自自然然言言語語処処理理、、
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デデーータタママイイニニンンググ、、ヒヒュューーママンンイインンタタフフェェーースス、、情情報報ココンンテテンンツツ、、 ププロロググララミミンンググ、、 、、

制制御御工工学学、、組組込込シシスステテムムププロロググララミミンンググ、、リリアアルルタタイイムムシシスステテムム、、ココンンピピュューータタセセンンシシンンググ、、

ココンンピピュューータタココンントトロローールル、、計計算算機機シシミミュュレレーーシショョンン

展開科目である信号処理基礎、ディジタル信号処理では、センサなどから得られる信号を処理

する技術をアナログ信号とディジタル信号の両面から学びます。ディジタル回路、電子回路では、

コンピュータ内で使用されている半導体素子の性質や半導体を用いて構成されるディジタル回路

の設計手法などを学びます。コンパイラ構成法では、プログラミング言語で書かれたプログラム

をコンピュータで動作するオブジェクトプログラムに変換する方法について学びます。データベ

ースでは、大量のデータを効率よく格納、活用するための技術について学び、これらを格納する

データベースの設計、保守・運用について学びます。情報ネットワーク では、基幹科目である

情報ネットワーク１、２を基礎として、さらに高度な情報ネットワークの構築方法や先端のネッ

トワーク技術を学びます。通信工学では、信号波形の表現方法を学び、無線や有線で用いられる

アナログおよびディジタル変復調技術などを学びます。情報セキュリティ では、コンピュータ

を使用する際に気を付けないといけない不正プログラム対策などを学び、組織におけるセキュリ

ティを確保の基礎知識について学びます。分散処理では、複数のコンピュータを用いた分散処理

におけるシステム構成やソフトウェア構造などについて学び、処理性能と信頼性などの評価指標

やセキュリティについても学びます。ネットワークプログラミングでは、インターネットの中心

となっている ／ プロトコルを利用したプログラムを作成し、コンピュータ間の通信を実現

する方法を学びます。人工知能では、人工知能の基本的技術である探索、推論、知識の表現、学

習などを学び、学術分野における人工知能を理解します。パターン情報処理では、ディジタルデ

ータ化された画像や音などを識別・判別する特徴量や方法などを学び、実問題に対する応用方法

も学びます。機械学習では、ニューラルネットワークなどの入力と出力の間の関係を自動的に学

習する方法について学びます。音声信号処理では、音声分析、音声認識、音声合成等の音声信号

処理の理論を学びます。画像・映像処理では、コンピュータ上での画像データの扱いを学び、プ

ログラミングを用いた演習も行いながら、画像処理、画像認識、画像生成の技術について学びま

す。自然言語処理では、形態素解析・構文解析・意味解析といった解析手法，意味表現・コーパ

スといった知識の表現方法などを学びます。データマイニングでは、多変量解析手法について学

び、プログラミング演習を通じてそれらの具体的な手法を身につけます。ヒューマンインタフェ

ースでは、利用者と情報システムを繋ぐヒューマンインタフェースの設計方法や評価方法につい

て学びます。情報コンテンツでは、様々にあふれている情報コンテンツの収集方法、解析方法、

応用方法などについて学びます。 プログラミングでは、基本的な ページの作成手法など

の基礎を学び、クライアントサイド・サーバ型の簡単な アプリケーションの構築方法を学び

ます。 では、 の機能の理解および作図方法などの基本を学び、電気・電子回路の作図を通

して製図に関する規格や図記号について学びます。制御工学では、コントロールする対象となる

機械やロボットの特性を調べ、これらを思い通りに動かすための理論を学びます。組込システム

プログラミングでは、組込コンピュータのハードウェア構成からソフトウェア技術までを学び、

プログラミング演習を通して身の回りで使われているコンピュータに対する理解を深めます。リ

アルタイムシステムでは、コンピュータなどのリアルタイム性の重要性を学び、リアルタイムシ

ステムの基礎概念から構造・処理方式・応用システムの実例までを学びます。コンピュータセン

シングでは、家電やロボットなどの機器に使われるセンサについて学び、センサ信号のディジタ

ル変換方法などを学びます。コンピュータコントロールでは、コンピュータ制御の基礎となるフ

ィードバック制御から、コンピュータ制御系の構成要素や機能などを学びます。計算機シミュレ

ーションでは、現実世界の事象を計算機でシミュレーションするためのモデル構築方法やシミュ

レーション手法を学び、プログラミング演習を通じて身につけます。

（（３３））関関連連科科目目（（計計 科科目目））
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関連科目は、情報技術を学ぶ科目ではなく、社会において必要な技術を学んだり、仕事を体験

したりする科目です。科目は、以下の通りで、 科目あります。

【【関関連連科科目目】】

イインンタターーンンシシッッププ（（学学外外研研修修））、、技技術術者者倫倫理理、、知知的的財財産産権権論論

インターンシップ（学外研修）では、専門に関連した業務を企業などで体験します。技術者倫

理では、技術が社会や環境にもたらす影響を考え、平素はもとより重大事故に遭遇したときや

過ちを犯したときにでも倫理的に正しく行動することについて学びます。知的財産権論では、

知的財産権の種類、権利の内容および知的財産権に関する法律を学び、知的財産権の中でも特

に重要な特許権に関して、特許権取得までの手続きなどを学びます。

（（４４））卒卒業業研研究究（（計計 科科目目））

卒業研究に関する科目は、以下の 科目であり、 年次に開講される科目です。 年次から 年

次までに学んだことを総合して、研究を行う科目です。

【【関関連連科科目目】】

セセミミナナ 、、セセミミナナ 、、卒卒業業研研究究

セミナ１では、専門知識の総合的な学習、卒業研究テーマに必要となる知識や技術について学

び、卒業研究テーマを着手するための準備を行います。セミナ２では、技術者として知っておか

なければならない専門用語や表現方法、まとめ方などを学びます。この中には、英語のマニュア

ルを理解したり作成したりすることも含まれます。卒業研究は４年間の学習の集大成であり、こ

れまで学んできた知識を応用し、実践的な技術の修得を図ります。１人あるいは数名のグループ

で特定のテーマの調査・研究を行い、未知なる問題に対する解決手段を模索することにより、講

義とは異なる研究に対する取り組み方を学び、最後に研究成果を発表します。

６６．．４４ 履履修修モモデデルル

情報システム学科では、皆さんの将来の進路を想定して、 を構成する大きな４つの分野（コンピュータシ

ステム分野、ネットワークセキュリティ分野、データサイエンス分野、ヒューマンエンジニアリング分野）の

科目選択推奨パタン（履修モデル）を用意しています。それぞれの履修モデルを図に示します。

卒業要件（卒業に必要な単位数）は、必修科目を全て含み、人間科学科目群として２７単位以上、専門基礎

科目群として１７単位以上、専門基礎・専門科目群（自由科目を除く）として９７単位以上、合計１２４単位

以上が必要です。

各履修モデルは卒業要件を満たしつつ、各分野の特徴に合わせてバランスよく構成されています。したがっ

て、なるべく自らが選択した分野の履修モデルに従って科目を選択して下さい。しかし、学年が進むにつれて

進路希望が多少変わってくることもあると思いますし、他の分野も幅広く勉強したいと思うこともあると思い

ます。このため、他分野の推奨科目を選択することも可能となっています。

16



図図－－ココンンピピュューータタシシスステテムム分分野野のの履履修修モモデデルル

  

1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 4年前期 4年後期

基礎数学
セミナ

数学基礎

解析学1 解析学2 解析学3
常微分
方程式

線形代数1 線形代数2 線形代数3

基礎理科
セミナ

情報数学 確率・統計 情報統計学

力学 電磁気学

情報システム
入門セミナ

情報処理概論
コンピュータ
ハードウェア

基礎

情報
ネットワーク

概論
CPS概論

基礎電気回路

プログラミング1 プログラミング2

情報
ネットワーク1 プログラミング1 プログラミング2

情報
セキュリティ1

数値計算法

電気回路1
アルゴリズムと
データ構造1

アルゴリズムと
データ構造2

コンピュータ
アーキテクチャ1

コンピュータ
アーキテクチャ2

オペレー
ティング
システム

オートマトン・
言語理論

情報
ネットワーク2

情報理論

電気回路2

情報演習A 情報演習B 情報演習C 情報演習D

信号処理基礎
ディジタル
信号処理

コンパイラ構成法 データベース 分散処理

人工知能
情報

ネットワーク3
ディジタル回路 電子回路　

データ
マイニング

制御工学
組込

システム
プログラミング

リアルタイム
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パターン
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コンピュータ
センシング
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コントロール

通信工学
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ヒューマン
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音声信号処理
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機械学習
情報

コンテンツ

自然言語処理

インターン
シップ

（学外研修）
技術者倫理 知的財産権論

セミナ1 セミナ2

卒業研究

関関連連科科目目
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図図－－ネネッットトワワーーククセセキキュュリリテティィ分分野野のの履履修修モモデデルル

  

  

1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 4年前期 4年後期
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データ構造1

アルゴリズムと
データ構造2

コンピュータ
アーキテクチャ1

コンピュータ
アーキテクチャ2

オペレー
ティング
システム

オートマトン・
言語理論

情報
ネットワーク2

情報理論

電気回路2

情報演習A 情報演習B 情報演習C 情報演習D

信号処理基礎
ディジタル
信号処理

コンパイラ構成法 データベース 分散処理

人工知能
情報

ネットワーク3
ディジタル回路 電子回路　

データ
マイニング

制御工学
組込

システム
プログラミング

リアルタイム
システム

パターン
情報処理

コンピュータ
センシング

コンピュータ
コントロール

通信工学

ネットワーク
プログラミング

情報
セキュリティ2

ヒューマン
インタフェース

音声信号処理
計算機

シミュレー
ション

画像・映像処理
プログラミング

機械学習
情報

コンテンツ

自然言語処理

インターン
シップ

（学外研修）
技術者倫理 知的財産権論

セミナ1 セミナ2

卒業研究

関関連連科科目目

卒卒業業研研究究

専門
基礎
科目群

数数学学物物理理科科目目

導導入入科科目目

専門
科目群

基基幹幹科科目目

展展開開科科目目

必須科目

選択科目

自由科目

推奨科目

18



図図－－デデーータタササイイエエンンスス分分野野のの履履修修モモデデルル

  

1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 4年前期 4年後期

基礎数学
セミナ

数学基礎

解析学1 解析学2 解析学3
常微分
方程式

線形代数1 線形代数2 線形代数3

基礎理科
セミナ

情報数学 確率・統計 情報統計学

力学 電磁気学

情報システム
入門セミナ

情報処理概論
コンピュータ
ハードウェア

基礎

情報
ネットワーク

概論
CPS概論

基礎電気回路

プログラミング1 プログラミング2

情報
ネットワーク1 プログラミング1 プログラミング2

情報
セキュリティ1

数値計算法

電気回路1
アルゴリズムと
データ構造1

アルゴリズムと
データ構造2

コンピュータ
アーキテクチャ1

コンピュータ
アーキテクチャ2

オペレー
ティング
システム

オートマトン・
言語理論

情報
ネットワーク2

情報理論

電気回路2

情報演習A 情報演習B 情報演習C 情報演習D

信号処理基礎
ディジタル
信号処理

コンパイラ構成法 データベース 分散処理

人工知能
情報

ネットワーク3
ディジタル回路 電子回路　

データ
マイニング

制御工学
組込

システム
プログラミング

リアルタイム
システム

パターン
情報処理

コンピュータ
センシング

コンピュータ
コントロール

通信工学

ネットワーク
プログラミング

情報
セキュリティ2

ヒューマン
インタフェース

音声信号処理
計算機

シミュレー
ション

画像・映像処理
プログラミング

機械学習
情報

コンテンツ

自然言語処理

インターン
シップ

（学外研修）
技術者倫理 知的財産権論

セミナ1 セミナ2

卒業研究

関関連連科科目目

卒卒業業研研究究

専門
基礎
科目群

数数学学物物理理科科目目

導導入入科科目目

専門
科目群

基基幹幹科科目目

展展開開科科目目

必須科目

選択科目

自由科目

推奨科目
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図図－－ヒヒュューーママンンエエンンジジニニアア分分野野のの履履修修モモデデルル

  

1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 4年前期 4年後期

基礎数学
セミナ

数学基礎

解析学1 解析学2 解析学3
常微分
方程式

線形代数1 線形代数2 線形代数3

基礎理科
セミナ

情報数学 確率・統計 情報統計学

力学 電磁気学

情報システム
入門セミナ

情報処理概論
コンピュータ
ハードウェア

基礎

情報
ネットワーク

概論
CPS概論

基礎電気回路

プログラミング1 プログラミング2

情報
ネットワーク1 プログラミング1 プログラミング2

情報
セキュリティ1

数値計算法

電気回路1
アルゴリズムと
データ構造1

アルゴリズムと
データ構造2

コンピュータ
アーキテクチャ1

コンピュータ
アーキテクチャ2

オペレー
ティング
システム

オートマトン・
言語理論

情報
ネットワーク2

情報理論

電気回路2

情報演習A 情報演習B 情報演習C 情報演習D

信号処理基礎
ディジタル
信号処理

コンパイラ構成法 データベース 分散処理

人工知能
情報

ネットワーク3
ディジタル回路 電子回路　

データ
マイニング

制御工学
組込

システム
プログラミング

リアルタイム
システム

パターン
情報処理

コンピュータ
センシング

コンピュータ
コントロール

通信工学

ネットワーク
プログラミング

情報
セキュリティ2

ヒューマン
インタフェース

音声信号処理
計算機

シミュレー
ション

画像・映像処理
プログラミング

機械学習
情報

コンテンツ

自然言語処理

インターン
シップ

（学外研修）
技術者倫理 知的財産権論

セミナ1 セミナ2

卒業研究

関関連連科科目目

卒卒業業研研究究

専門
基礎
科目群

数数学学物物理理科科目目

導導入入科科目目

専門
科目群

基基幹幹科科目目

展展開開科科目目

必須科目

選択科目

自由科目

推奨科目
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人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

フ
ァ
ー
ス
ト
・
イ
ヤ
ー
・
セ
ミ
ナ

１
１
［
２
］ 

スタディ・スキルズとは。ノート・テイキング。リーディ
ングのスキルと文章要約。図書館をどう利用するか。ア
カデミック・ライティングのスキルとレポート作成。プ
レゼンテーションのスキルと実践。

高校と大学の学びの違いが理解できる。 5 5 10

ノートの取り方が効果的にできる。 5 5 10

文章を読んで、概要・要点をまとめることができる。 5 5 10

図書館の利用法がわかる。 5 5 10

レポートの作成の必要手順が分かる。 5 5 10

基本的なレポートの作成ができる。 8 7 5 20

プレゼンテーションの基本スキルが理解できる。 5 5 10

プレゼンテーションの初歩的な実践ができる。 7 8 5 20

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

英
語
ス
キ
ル
１

2
１
［
２
］

「英語スキル 1」では、高等学校までの英語学習を踏まえ
た上で、1 年次の前期には、英語で発信力を高める基礎
指導に重点を置き、発信型の英語力の基礎を養成するこ
とを目的とする。そのために、基礎的な語彙の習得に関
して、その語彙の意味がわかる受容語彙に留まらせず、
スピーキングやライティングにおいて使用できる基礎的
な発信語彙の習得をはかるようにする。こうした語彙の
習得を土台とし、英語の 4 技能であるリーディング、リ
スニング、ライティング、スピーキングに関して、その
複数の技能を絡めた活動を通じて、4 技能の基礎をバラ
ンスよく向上させることをねらいとする。

題材を読み取り、基礎的な読解方略を身に着け、内容を的確に理解
することができる。 6 6 1 13

題材に関する大まかな内容を聞き取ることができる。 8 8 2 18

題材に関して、シャドーイング等の練習により英語を正しく発音を
することができる。 8 8 2 18

題材に関して、自分の意見や考えを簡単な英語で簡潔に記述するこ
とができる。 8 8 2 18

題材に関して、自分の意見を他者に簡単な英語である程度伝達する
ことができる。 8 8 2 18

基礎的な英語の語彙の意味を習得し、正確に発音をすることができ
る。 7 7 1 15

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

英
語
ス
キ
ル
2

2
２
［
３
］

「英語スキル 2」では、「英語スキル 1」で学んだことを
踏まえて、1 年次の後期でも、英語で発信力を高める指
導に重点を置き、発信型の英語力を養成することを目的
とする。そのために、語彙の習得に関して、その語彙の
意味がわかる受容語彙に留まらせず、スピーキングやラ
イティングにおいて使用できる発信語彙の習得をはかる
ことに重点をおく。こうした語彙の習得を土台とし、英
語の 4 技能であるリーディング、リスニング、ライティ
ング、スピーキングに関して、その複数の技能を絡め、
それらが相乗効果をもたらす活動を通じて、4 技能のさ
らなる向上をはかることをねらいとする。

題材を読み取り、基礎的な読解方略を身に着け、内容をより的確に
理解することができる。 6 6 1 13

題材に関する内容を聞き取ることができる。 8 8 2 18

題材に関して、シャドーイング等の練習により英語を正しく、流暢
に発音をすることができる。 8 8 2 18

題材に関して、自分の意見や考えを英語で簡潔に記述することがで
きる。 8 8 2 18

題材に関して、自分の意見を他者に簡単な英語で伝達することがで
きる。 8 8 2 18

英語の語彙の意味を習得し、より正確に発音をすることができる。 7 7 1 15

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

資
格
英
語

2
３
［
４
］ 

 「資格英語」では、1 年次における「英語スキル 1」お
よび「英語スキル 2」による発信型の英語スキルを高め
る指導を踏まえ、2 年次の前期においては、英語の資格
試験 TOEIC における得点の向上をはかることを目的とす
る。TOEIC における得点の向上をはかるために、リスニ
ングおよびリーディングに関する学習方略を習得させる
ことに重点を置くことにより、英文の基礎的な読解力お
よび聴解力の向上をはかる。また、「英語スキル 1」およ
び「英語スキル 2」における語彙指導を継続し、その語
彙の意味がわかる受容語彙に留まらせず、発信力を伴っ
た英語の語彙の習得をはかることにも努める。

TOEIC で出題される基礎的な語彙の意味を理解できる。 9 9 2 20

TOEIC の英文のリスニング練習を通じて、英文を聞き取る方法を身
に着けることができる。 9 9 2 20

TOEIC の英文のリーディング練習を通じて、英文を読み取る方法を
身に着けることができる。 9 9 2 20

TOEIC の英文のリスニングおよびリーディングの基礎となる英文法
を理解できる。 9 9 2 20

TOEIC の英文のリスニングおよびリーディングの土台となる基礎語
彙が習得できる。 9 9 2 20

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

実
践
英
語

１ ４

「実践英語」では、1 年次の「英語スキル 1」と「英語ス
キル 2」、2 年次の前期の「資格英語」の指導を踏まえ、
英語の資格試験 TOEIC において、さらなる高得点をとら
せることを目的とする。TOEIC で課される英文を読み進
める学習方略および英語の聴き取りに関する学習方略を
習得させることに重点を置き、英文の読解力および聴解
力の一層の向上をはかる。1 年次より継続した語彙指導
に関しては、基礎的な語彙習得の確認をはかるとともに、
より難易度の高い語彙については、その意味がわかる受
容語彙の拡大をはかる指導を行う。

TOEIC で出題される語彙の意味を理解できる。 9 9 2 20

TOEIC の英文のリスニング練習を通じて、英文をより正確に聞き取
る方法を身に着けることができる。 9 9 2 20

TOEIC の英文のリーディング練習を通じて、英文をより正確に読み
取る方法を身に着けることができる。 9 9 2 20

TOEIC の英文のリスニングおよびリーディングの基礎となる英文法
の知識を活用することができる。 9 9 2 20

TOEIC の英文のリスニングおよびリーディングの土台となる語彙が
習得できる。 9 9 2 20

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

情報学部 情報システム学科 カリキュラムマップについて
カリキュラムマップとは、各科目を履修することにより、学生が何をできるようになるかという学修到達目標をあげ、それがどの
学位授与の方針の達成につながるのかを示したものです。その見方を以下に説明します。

カリキュラム・マップでは，各授業科目の学修到達目標と学位授与の方針の関係の強さが数値的に示されています。ある学修到達
目標を身につけることが、各学科専攻の定める全 12 項目の学位授与の方針のどの項目にどの程度関係するのかの強さを示す数値
を貢献度といいます。一つの授業科目の全貢献度 100 をまず各学修到達目標に配分（縦方向）し、それぞれが関係する学位授与
の方針に配分（横方向）しています。ひとつの学修到達目標が関係する学位授与の方針は複数になることもあります。

科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ 5  ｄ１  ｄ２ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

フ
ァ
ー
ス
ト
・
イ
ヤ
ー
・
セ
ミ
ナ

１
１
［
２
］ 

スタディ・スキルズとは。ノート・テイキング。リーディ
ングのスキルと文章要約。図書館をどう利用するか。ア
カデミック・ライティングのスキルとレポート作成。プ
レゼンテーションのスキルと実践。

高校と大学の学びの違いが理解できる。 5 5 10

ノートの取り方が効果的にできる。 5 5 10

文章を読んで、概要・要点をまとめることができる。 5 5 10

図書館の利用法がわかる。 5 5 10

レポートの作成の必要手順が分かる。 5 5 10

基本的なレポートの作成ができる。 8 7 5 20

プレゼンテーションの基本スキルが理解できる。 5 5 10

プレゼンテーションの初歩的な実践ができる。 7 8 5 20

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

英
語
ス
キ
ル
１

2
１
［
２
］

「英語スキル 1」では、高等学校までの英語学習を踏まえ
た上で、1 年次の前期には、英語で発信力を高める基礎
指導に重点を置き、発信型の英語力の基礎を養成するこ
とを目的とする。そのために、基礎的な語彙の習得に関
して、その語彙の意味がわかる受容語彙に留まらせず、
スピーキングやライティングにおいて使用できる基礎的
な発信語彙の習得をはかるようにする。こうした語彙の
習得を土台とし、英語の 4 技能であるリーディング、リ
スニング、ライティング、スピーキングに関して、その
複数の技能を絡めた活動を通じて、4 技能の基礎をバラ
ンスよく向上させることをねらいとする。

題材を読み取り、基礎的な読解方略を身に着け、内容を的確に理解
することができる。 6 6 1 13

題材に関する大まかな内容を聞き取ることができる。 8 8 2 18

題材に関して、シャドーイング等の練習により英語を正しく発音を
することができる。 8 8 2 18

題材に関して、自分の意見や考えを簡単な英語で簡潔に記述するこ
とができる。 8 8 2 18

題材に関して、自分の意見を他者に簡単な英語である程度伝達する
ことができる。 8 8 2 18

基礎的な英語の語彙の意味を習得し、正確に発音をすることができ
る。 7 7 1 15

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

英
語
ス
キ
ル
2

2
２
［
３
］

「英語スキル 2」では、「英語スキル 1」で学んだことを
踏まえて、1 年次の後期でも、英語で発信力を高める指
導に重点を置き、発信型の英語力を養成することを目的
とする。そのために、語彙の習得に関して、その語彙の
意味がわかる受容語彙に留まらせず、スピーキングやラ
イティングにおいて使用できる発信語彙の習得をはかる
ことに重点をおく。こうした語彙の習得を土台とし、英
語の 4 技能であるリーディング、リスニング、ライティ
ング、スピーキングに関して、その複数の技能を絡め、
それらが相乗効果をもたらす活動を通じて、4 技能のさ
らなる向上をはかることをねらいとする。

題材を読み取り、基礎的な読解方略を身に着け、内容をより的確に
理解することができる。 6 6 1 13

題材に関する内容を聞き取ることができる。 8 8 2 18

題材に関して、シャドーイング等の練習により英語を正しく、流暢
に発音をすることができる。 8 8 2 18

題材に関して、自分の意見や考えを英語で簡潔に記述することがで
きる。 8 8 2 18

題材に関して、自分の意見を他者に簡単な英語で伝達することがで
きる。 8 8 2 18

英語の語彙の意味を習得し、より正確に発音をすることができる。 7 7 1 15

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

資
格
英
語

2
３
［
４
］ 

 「資格英語」では、1 年次における「英語スキル 1」お
よび「英語スキル 2」による発信型の英語スキルを高め
る指導を踏まえ、2 年次の前期においては、英語の資格
試験 TOEIC における得点の向上をはかることを目的とす
る。TOEIC における得点の向上をはかるために、リスニ
ングおよびリーディングに関する学習方略を習得させる
ことに重点を置くことにより、英文の基礎的な読解力お
よび聴解力の向上をはかる。また、「英語スキル 1」およ
び「英語スキル 2」における語彙指導を継続し、その語
彙の意味がわかる受容語彙に留まらせず、発信力を伴っ
た英語の語彙の習得をはかることにも努める。

TOEIC で出題される基礎的な語彙の意味を理解できる。 9 9 2 20

TOEIC の英文のリスニング練習を通じて、英文を聞き取る方法を身
に着けることができる。 9 9 2 20

TOEIC の英文のリーディング練習を通じて、英文を読み取る方法を
身に着けることができる。 9 9 2 20

TOEIC の英文のリスニングおよびリーディングの基礎となる英文法
を理解できる。 9 9 2 20

TOEIC の英文のリスニングおよびリーディングの土台となる基礎語
彙が習得できる。 9 9 2 20

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

実
践
英
語

１ ４

「実践英語」では、1 年次の「英語スキル 1」と「英語ス
キル 2」、2 年次の前期の「資格英語」の指導を踏まえ、
英語の資格試験 TOEIC において、さらなる高得点をとら
せることを目的とする。TOEIC で課される英文を読み進
める学習方略および英語の聴き取りに関する学習方略を
習得させることに重点を置き、英文の読解力および聴解
力の一層の向上をはかる。1 年次より継続した語彙指導
に関しては、基礎的な語彙習得の確認をはかるとともに、
より難易度の高い語彙については、その意味がわかる受
容語彙の拡大をはかる指導を行う。

TOEIC で出題される語彙の意味を理解できる。 9 9 2 20

TOEIC の英文のリスニング練習を通じて、英文をより正確に聞き取
る方法を身に着けることができる。 9 9 2 20

TOEIC の英文のリーディング練習を通じて、英文をより正確に読み
取る方法を身に着けることができる。 9 9 2 20

TOEIC の英文のリスニングおよびリーディングの基礎となる英文法
の知識を活用することができる。 9 9 2 20

TOEIC の英文のリスニングおよびリーディングの土台となる語彙が
習得できる。 9 9 2 20

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

情報学部 情報システム学科 カリキュラムマップについて
カリキュラムマップとは、各科目を履修することにより、学生が何をできるようになるかという学修到達目標をあげ、それがどの
学位授与の方針の達成につながるのかを示したものです。その見方を以下に説明します。

カリキュラム・マップでは，各授業科目の学修到達目標と学位授与の方針の関係の強さが数値的に示されています。ある学修到達
目標を身につけることが、各学科専攻の定める全 12 項目の学位授与の方針のどの項目にどの程度関係するのかの強さを示す数値
を貢献度といいます。一つの授業科目の全貢献度 100 をまず各学修到達目標に配分（縦方向）し、それぞれが関係する学位授与
の方針に配分（横方向）しています。ひとつの学修到達目標が関係する学位授与の方針は複数になることもあります。

科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ 5  ｄ１  ｄ２ 合　　計
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人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

英
語
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

１ 5

「英語ライティング」では、1 年次の「英語スキル 1」お
よび「英語スキル 2」による英語の 4 技能の基礎力、2
年次に学んだ「資格英語」における読解力および聴解力
の向上を踏まえて、発信型の英語指導の一環として基礎
的な英文の書き方の基礎を学ばせるとともに、与えられ
たテーマに関して、30 分で 100 語程度の英文エッセイ
を記述できる英語のライティング力の養成をはかること
を目的とする。また、作成した英文を他者に口頭で伝達
する練習を行い、スピーキング力の向上をはかるととも
に、英語のプレゼンテーションが実践できる基礎力も養
う。

与えられたテーマに対して、深く考察し自分の意見を構築すること
ができる。 9 9 2 20

パラグラフレベルのテクスト構成を組み立て方を理解することがで
きる。 9 9 2 20

自身の意見をパラグラフレベルのテクスト構成に沿って英文を記述
することができる。 9 9 2 20

自身の意見をパラグラフレベルのテクスト構成に沿って作成した英
文を口頭で他者に伝達できる。 9 9 2 20

英語で初歩的で簡易なプレゼンテーションができる。 9 9 2 20

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

英
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

１ 6

「英語プレゼンテーション」では、3 年次前期の「英語ラ
イティング」を踏まえて、英語のライティングスキルの
向上をはかりながら、英語によるプレゼンテーションを
行う基礎的な技能を習得させることを目的とする。英語
によるアカデミックプレゼンテーションの構成方法やそ
こで使用される英語表現を学ばせ、英語のプレゼンテー
ションを行う原稿作成を行い、構成方法や英語表現を実
際に使えるように指導する。こうした作成した原稿を他
者に伝達する練習を行い、最終的には、英語によるプレ
ゼンテーションを実施してもらい、英語によるプレゼン
テーション能力の養成をはかる。

プレゼンテーションでの与えられたテーマに対して、自身の意見を
構築することができる。 9 9 2 20

英語でプレゼンテーションの簡易な原稿を記述することができる。 9 9 2 20
英語によるアカデミックプレゼンテーションの構成方法が理解でき
る。 9 9 2 20

英語によるアカデミックプレゼンテーションで使われるや英語表現
を身に着けることができる。 9 9 2 20

英語で簡易なアカデミックプレゼンテーションができる。 9 9 2 20

授業科目の貢献度 45 45 0 0 02 0 0 0 0 0 10 0 100

中
国
語
入
門
１

１ 1

「中国語入門１」では、はじめて外国語としての中国語を
学ぶ学生を対象として、基礎的な中国語の理解をはかる
ことを目的とする。この授業では、中国語の基礎となる
発音を身に着けるせることに重点を置き、その後、基礎
的な文法を学ばせ、簡易な会話練習を行ったり、読解力
の養成につとめる。このような学びを通じて、中国語学
習の入門から初期段階に至るまでに中国語の全体像を学
習者が把握できるように指導する。また、中国の文化に
触れる機会を授業内にもうけ、国際的な視野を養成する
ことも目指す。

中国語の初歩的な発音を身に着けることができる。 9 9 2 20

中国語の初歩的な文法を理解できる。 9 9 2 20

中国語できわめて初歩的な会話ができる。 9 9 2 20

中国語の初歩的な読解力を身に着けることができる。 9 9 2 20

中国の文化への関心を高め、国際的な視野の基礎を身に着けること
ができる。 9 9 2 20

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

中
国
語
入
門
２

１ ２

「中国語入門２」では、「中国語入門１」を踏まえて、中
国語への理解がより一層深まることを目的とする。この
授業では、中国語の発音を身に着けるせることに重点を
置き、さらに、語彙力を高める指導を行う。その後、基
礎的な文法を学ばせ、会話練習を行ったり、読解力の養
成につとめる。このような学びを通じて、中国語学習の
入門から初期段階に至るまでに中国語の全体像を学習者
が把握できるように指導する。また、中国の文化に触れ
る機会を授業内にもうけ、国際的な視野を養成すること
も目指す。

中国語の基礎的な発音を身に着けることができる。 9 9 2 20

中国語の基礎的な文法を理解できる。 9 9 2 20

中国語で基礎的な会話ができる。 9 9 2 20

中国語の基礎的な読解力を身に着けることができる。 9 9 2 20

中国の文化への関心を高め、国際的な視野を身に着けることができ
る。 9 9 2 20

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

ス
ポ
ー
ツ
実
技
Ａ

〈
卓
球
〉

１ 1
レクレーションスポーツとして卓球の楽しさを体験しな
がら、健康づくりと共に競技スホーツとしての技術の深
さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導
したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 6 6 12

対人ラリーが 20 球続けられる。 7 7 2 16

フォアハンドロングによるラリーができる。 7 7 2 16

バックハンドによるショートのつなぎができる。 7 7 2 16

相手からのボールに対してコースを決めて返球できる。 6 6 2 14

目的の位置にサービスを打つことができる。 6 6 2 14

得点の数え方および審判ができる。 6 6 12

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

ス
ポ
ー
ツ
実
技
Ａ

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

１ １
レクレーションスポーツとしてバドミントンの楽しさを
体験しながら、健康づくりと共に競技スポーツとしての
技術の深さを知り、生涯スポーツヘつながるものとなる
よう指導したい。

正確なグリップでラケットを握ることが出来る。 6 6 12

オーバーヘッドストロークによるラリーが出来る。 7 7 2 16

アンダーハンドストロークが出来る。 7 7 2 16

ネットプレーによるつなぎが出来る。 7 7 2 16

スマッシュを打つ事が出来る。 6 6 2 14

目的の位置にサーブを打つ事が出来る。 6 6 2 14

得点の数え方および審判が出来る。 6 6 12

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ５  ｄ１  ｄ２ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

英
語
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

１ 5

「英語ライティング」では、1 年次の「英語スキル 1」お
よび「英語スキル 2」による英語の 4 技能の基礎力、2
年次に学んだ「資格英語」における読解力および聴解力
の向上を踏まえて、発信型の英語指導の一環として基礎
的な英文の書き方の基礎を学ばせるとともに、与えられ
たテーマに関して、30 分で 100 語程度の英文エッセイ
を記述できる英語のライティング力の養成をはかること
を目的とする。また、作成した英文を他者に口頭で伝達
する練習を行い、スピーキング力の向上をはかるととも
に、英語のプレゼンテーションが実践できる基礎力も養
う。

与えられたテーマに対して、深く考察し自分の意見を構築すること
ができる。 9 9 2 20

パラグラフレベルのテクスト構成を組み立て方を理解することがで
きる。 9 9 2 20

自身の意見をパラグラフレベルのテクスト構成に沿って英文を記述
することができる。 9 9 2 20

自身の意見をパラグラフレベルのテクスト構成に沿って作成した英
文を口頭で他者に伝達できる。 9 9 2 20

英語で初歩的で簡易なプレゼンテーションができる。 9 9 2 20

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

英
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

１ 6

「英語プレゼンテーション」では、3 年次前期の「英語ラ
イティング」を踏まえて、英語のライティングスキルの
向上をはかりながら、英語によるプレゼンテーションを
行う基礎的な技能を習得させることを目的とする。英語
によるアカデミックプレゼンテーションの構成方法やそ
こで使用される英語表現を学ばせ、英語のプレゼンテー
ションを行う原稿作成を行い、構成方法や英語表現を実
際に使えるように指導する。こうした作成した原稿を他
者に伝達する練習を行い、最終的には、英語によるプレ
ゼンテーションを実施してもらい、英語によるプレゼン
テーション能力の養成をはかる。

プレゼンテーションでの与えられたテーマに対して、自身の意見を
構築することができる。 9 9 2 20

英語でプレゼンテーションの簡易な原稿を記述することができる。 9 9 2 20
英語によるアカデミックプレゼンテーションの構成方法が理解でき
る。 9 9 2 20

英語によるアカデミックプレゼンテーションで使われるや英語表現
を身に着けることができる。 9 9 2 20

英語で簡易なアカデミックプレゼンテーションができる。 9 9 2 20

授業科目の貢献度 45 45 0 0 02 0 0 0 0 0 10 0 100

中
国
語
入
門
１

１ 1

「中国語入門１」では、はじめて外国語としての中国語を
学ぶ学生を対象として、基礎的な中国語の理解をはかる
ことを目的とする。この授業では、中国語の基礎となる
発音を身に着けるせることに重点を置き、その後、基礎
的な文法を学ばせ、簡易な会話練習を行ったり、読解力
の養成につとめる。このような学びを通じて、中国語学
習の入門から初期段階に至るまでに中国語の全体像を学
習者が把握できるように指導する。また、中国の文化に
触れる機会を授業内にもうけ、国際的な視野を養成する
ことも目指す。

中国語の初歩的な発音を身に着けることができる。 9 9 2 20

中国語の初歩的な文法を理解できる。 9 9 2 20

中国語できわめて初歩的な会話ができる。 9 9 2 20

中国語の初歩的な読解力を身に着けることができる。 9 9 2 20

中国の文化への関心を高め、国際的な視野の基礎を身に着けること
ができる。 9 9 2 20

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

中
国
語
入
門
２

１ ２

「中国語入門２」では、「中国語入門１」を踏まえて、中
国語への理解がより一層深まることを目的とする。この
授業では、中国語の発音を身に着けるせることに重点を
置き、さらに、語彙力を高める指導を行う。その後、基
礎的な文法を学ばせ、会話練習を行ったり、読解力の養
成につとめる。このような学びを通じて、中国語学習の
入門から初期段階に至るまでに中国語の全体像を学習者
が把握できるように指導する。また、中国の文化に触れ
る機会を授業内にもうけ、国際的な視野を養成すること
も目指す。

中国語の基礎的な発音を身に着けることができる。 9 9 2 20

中国語の基礎的な文法を理解できる。 9 9 2 20

中国語で基礎的な会話ができる。 9 9 2 20

中国語の基礎的な読解力を身に着けることができる。 9 9 2 20

中国の文化への関心を高め、国際的な視野を身に着けることができ
る。 9 9 2 20

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

ス
ポ
ー
ツ
実
技
Ａ

〈
卓
球
〉

１ 1
レクレーションスポーツとして卓球の楽しさを体験しな
がら、健康づくりと共に競技スホーツとしての技術の深
さを知り , 生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導
したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 6 6 12

対人ラリーが 20 球続けられる。 7 7 2 16

フォアハンドロングによるラリーができる。 7 7 2 16

バックハンドによるショートのつなぎができる。 7 7 2 16

相手からのボールに対してコースを決めて返球できる。 6 6 2 14

目的の位置にサービスを打つことができる。 6 6 2 14

得点の数え方および審判ができる。 6 6 12

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

ス
ポ
ー
ツ
実
技
Ａ

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

１ １
レクレーションスポーツとしてバドミントンの楽しさを
体験しながら、健康づくりと共に競技スポーツとしての
技術の深さを知り、生涯スポーツヘつながるものとなる
よう指導したい。

正確なグリップでラケットを握ることが出来る。 6 6 12

オーバーヘッドストロークによるラリーが出来る。 7 7 2 16

アンダーハンドストロークが出来る。 7 7 2 16

ネットプレーによるつなぎが出来る。 7 7 2 16

スマッシュを打つ事が出来る。 6 6 2 14

目的の位置にサーブを打つ事が出来る。 6 6 2 14

得点の数え方および審判が出来る。 6 6 12

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ５  ｄ１  ｄ２ 合　　計
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ５  ｄ１  ｄ２ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

ス
ポ
ー
ツ
実
技
Ａ

〈
硬
式
テ
ニ
ス
〉

１ １
レクレーションスポーツとしてテニスの楽しさを体験し
ながら、健康づくりと共に競技スホーツとしての技術の
深さを知り、生涯スポーツヘつながるものとなるよう指
導したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。  6 6 12

フォアハンドストロークによるラリーができる。 7 7 2 16

フォアハンドストロークを打つことができる。  7 7 2 16

フォアハンドボレーのつなぎ合いができる。 7 7 2 16

バックハンドボレーを打つことができる。  6 6 2 14

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。  6 6 2 14

得点の数え方および審判ができる。 6 6 12

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

ス
ポ
ー
ツ
実
技
Ａ

〈
サ
ッ
カ
ー
・
フ
ッ
ト
サ
ル
〉

１ １
レクレーションスポーツの楽しさを体験しながら、健康
づくりと共に競技スポーツとしての技術の深さを知り、
生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導したい。

正確な部位でボールを蹴ることができる。 6 6 12

インサイドキックでパスをすることができる。 7 7 2 16

インステップキックでパスをすることができる。 7 7 2 16

アウトサイドキックでパスをすることができる。 7 7 2 16

パスされたボールを止めることができる。 6 6 2 14

スローインをする事ができる。 6 6 2 14

得点の数え方および審判ができる。 6 6 12

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

ス
ポ
ー
ツ
実
技
Ｂ

〈
卓
球
〉

１ 2
レクレーションスポーツとして卓球の楽しさを体験しな
がら、健康づくりと共に競技スホーツとしての技術の深
さを知り、生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導
したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 6 6 12

対人ラリーが 20 球続けられる。 7 7 2 16

フォアハンドロングによるラリーができる。 7 7 2 16

バックハンドによるショートのつなぎができる。 7 7 2 16

相手からのボールに対してコースを決めて返球できる。 6 6 2 14

目的の位置にサービスを打つことができる。 6 6 2 14

得点の数え方および審判ができる。 6 6 12

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

ス
ポ
ー
ツ
実
技
Ｂ

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

１ 2
レクレーションスポーツとしてバドミントンの楽しさを
体験しながら、健康づくりと共に競技スホーツとしての
技術の深さを知り、生涯スポーツヘつながるものとなる
よう指導したい。

正確なグリップでラケットを握ることが出来る。 6 6 12

オーバーヘッドストロークによるラリーが出来る。 7 7 2 16

アンダーハンドストロークが出来る。 7 7 2 16

ネットプレーによるつなぎが出来る。 7 7 2 16

スマッシュを打つ事が出来る。 6 6 2 14

目的の位置にサーブを打つ事が出来る。 6 6 2 14

得点の数え方および審判が出来る。 6 6 12

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 100

ス
ポ
ー
ツ
実
技
Ｂ

〈
硬
式
テ
ニ
ス
〉

１ ２
レクレーションスポーツとしてテニスの楽しさを体験し
ながら、健康づくりと共に競技スホーツとしての技術の
深さを知り、生涯スポーツヘつながるものとなるよう指
導したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。  6 6 12

フォアハンドストロークによるラリーができる。 7 7 2 16

フォアハンドストロークを打つことができる。  7 7 2 16

フォアハンドボレーのつなぎ合いができる。 7 7 2 16

バックハンドボレーを打つことができる。  6 6 2 14

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。  6 6 2 14

得点の数え方および審判ができる。 6 6 12

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ５  ｄ１  ｄ２ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

ス
ポ
ー
ツ
実
技
Ａ

〈
硬
式
テ
ニ
ス
〉

１ １
レクレーションスポーツとしてテニスの楽しさを体験し
ながら、健康づくりと共に競技スホーツとしての技術の
深さを知り、生涯スポーツヘつながるものとなるよう指
導したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。  6 6 12

フォアハンドストロークによるラリーができる。 7 7 2 16

フォアハンドストロークを打つことができる。  7 7 2 16

フォアハンドボレーのつなぎ合いができる。 7 7 2 16

バックハンドボレーを打つことができる。  6 6 2 14

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。  6 6 2 14

得点の数え方および審判ができる。 6 6 12

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

ス
ポ
ー
ツ
実
技
Ａ

〈
サ
ッ
カ
ー
・
フ
ッ
ト
サ
ル
〉

１ １
レクレーションスポーツの楽しさを体験しながら、健康
づくりと共に競技スポーツとしての技術の深さを知り、
生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導したい。

正確な部位でボールを蹴ることができる。 6 6 12

インサイドキックでパスをすることができる。 7 7 2 16

インステップキックでパスをすることができる。 7 7 2 16

アウトサイドキックでパスをすることができる。 7 7 2 16

パスされたボールを止めることができる。 6 6 2 14

スローインをする事ができる。 6 6 2 14

得点の数え方および審判ができる。 6 6 12

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

ス
ポ
ー
ツ
実
技
Ｂ

〈
卓
球
〉

１ 2
レクレーションスポーツとして卓球の楽しさを体験しな
がら、健康づくりと共に競技スホーツとしての技術の深
さを知り、生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導
したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。 6 6 12

対人ラリーが 20 球続けられる。 7 7 2 16

フォアハンドロングによるラリーができる。 7 7 2 16

バックハンドによるショートのつなぎができる。 7 7 2 16

相手からのボールに対してコースを決めて返球できる。 6 6 2 14

目的の位置にサービスを打つことができる。 6 6 2 14

得点の数え方および審判ができる。 6 6 12

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

ス
ポ
ー
ツ
実
技
Ｂ

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

１ 2
レクレーションスポーツとしてバドミントンの楽しさを
体験しながら、健康づくりと共に競技スホーツとしての
技術の深さを知り、生涯スポーツヘつながるものとなる
よう指導したい。

正確なグリップでラケットを握ることが出来る。 6 6 12

オーバーヘッドストロークによるラリーが出来る。 7 7 2 16

アンダーハンドストロークが出来る。 7 7 2 16

ネットプレーによるつなぎが出来る。 7 7 2 16

スマッシュを打つ事が出来る。 6 6 2 14

目的の位置にサーブを打つ事が出来る。 6 6 2 14

得点の数え方および審判が出来る。 6 6 12

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 100

ス
ポ
ー
ツ
実
技
Ｂ

〈
硬
式
テ
ニ
ス
〉

１ ２
レクレーションスポーツとしてテニスの楽しさを体験し
ながら、健康づくりと共に競技スホーツとしての技術の
深さを知り、生涯スポーツヘつながるものとなるよう指
導したい。

正確なグリップでラケットを握ることができる。  6 6 12

フォアハンドストロークによるラリーができる。 7 7 2 16

フォアハンドストロークを打つことができる。  7 7 2 16

フォアハンドボレーのつなぎ合いができる。 7 7 2 16

バックハンドボレーを打つことができる。  6 6 2 14

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。  6 6 2 14

得点の数え方および審判ができる。 6 6 12

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100
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人
間
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学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

ス
ポ
ー
ツ
実
技
Ｂ

〈
サ
ッ
カ
ー
・
フ
ッ
ト
サ
ル
〉

１ 2
レクレーションスポーツの楽しさを体験しながら、健康
づくりと共に競技スポーツとしての技術の深さを知り、
生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導したい。

正確な部位でボールを蹴ることができる。 6 6 12

インサイドキックでパスをすることができる。 7 7 2 16

インステップキックでパスをすることができる。 7 7 2 16

アウトサイドキックでパスをすることができる。 7 7 2 16

パスされたボールを止めることができる。 6 6 2 14

スローインをする事ができる。 6 6 2 14

得点の数え方および審判ができる。 6 6 12

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
の
科
学
Ａ

１ 5

スポーツ等の身体活動が身体に与える影響と健康を維持
増進させる仕組みについて学ぶ。身体を動かすことによ
る効果を知識として身につけ、日常生活に活用すること
を期待する。各個人がより健康な生活を継続できるよう、
知識と態度を養うことを目的とする。

身体の仕組みについて理解できる。 5 5 10

運動による身体的反応について理解できる。 10 10 20

運動が健康に与える影響について理解できる。 10 10 20

運動を日常生活に取り入れる意義を説明できる。 10 10 20

運動を日常生活に取り入れる工夫ができる。 10 10 10 30

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
の
科
学
Ｂ

１ 6
スポーツ科学および健康の維持増進に関する講義を行う。
スポーツを題材に身体の仕組みや日常生活で取り入れや
すい運動方法を学び、より活動的かつ健康的な生活を送
る基盤の形成を目的とする。

身体の仕組みについて理解できる。 5 5 10

運動による身体的反応について理解できる。 10 10 20

運動が健康に与える影響について理解できる。 10 10 20

運動を日常生活に取り入れる意義を説明できる。 10 10 20

運動を日常生活に取り入れる工夫ができる。 10 10 10 30

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
概
論

１ １

超スマート社会で活躍するためには、PC・スマートフォ
ンなどの情報機器や、それらで得られる情報を適切に効
率よく利用できるようになることが重要です。本講義で
は、様々な情報サービスを適切に効率よく利用するため
の方法について説明します。

コミュニケーション・ツールを適切に使い分けることができる。 5 5 10

文書作成ソフトを使用して、適切な構造の文書を作成することがで
きる。 10 10 5 25

表計算ソフトを使用して、データを集計・加工・分析・可視化する
ことができる。 10 10 20

プレゼンテーション・ソフトを使用して、統一的なプレゼンテーショ
ン資料を作成することができる。 10 10 5 25

クラウド・ストレージを適切に使用することができる。 5 5 10

インターネット等で得られるデータの著作権等に基づき適切に使用
することができる。 5 5 10

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

概
論 １ 2

「第４次産業⾰命」や「Society 5.0」という⾔葉に代表
されるような超スマート社会で活躍するであろう皆さん
にとって、分野によらずデータサイエンス・AI を理解し
活用する力をつけることが重要です。本講義は、数理・デー
タサイエンス・AI に関する基礎的な能力を身につけるこ
とを目的としています。データや AI が社会にどう関わっ
ているかを理解し、データを理解し活用するための方法
について学修します。

データ・AI の社会への関わりや活用について説明することができる。 10 10 20

データ・AI を利活用するための技術について説明することができる。 10 10 20

データ・AI の利活用に必要な数学や統計の基礎を理解している。 10 10 20

数学や統計の知識を活用してデータを理解し説明することが。 15 15 10 40

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

Ｂ
グ
ル
ー
プ

文
学
Ａ

2

1
・
３
・
5

文学作品の読解を通じて、作家の思考や⾔語感覚にふれ、
自分が生きる現在とは異なる世界を経験する。また、そ
れを⾔語化する。

活字や映像を通して文学作品の内容を理解することができる。 30 30

文学作品を生み出した作家について、理解を深めることができる。 30 30

文学作品が書かれた文化的な背景について、理解を深めることがで
きる。 30 30

自分の考え方との共通点や相違点を意識しながら文学作品を読解で
きる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 90 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

文
学
Ｂ

2

⒉
・
4
・
6

文学作品の精読を通じて、異なる時代・文化の深層を理
解し、自分自身の考え方を相対化する視点をもつ。また、
それを⾔語化する。

活字や映像を通して文学作品のテーマを理解することができる。 30 30

文学作品を生み出した作家の思想や伝記について、理解を深めるこ
とができる。 30 30

文学作品が書かれた文化的な背景について、現代の文化との共通点
や相違点を理解することができる。 30 30

文学作品の読解を通して自分の考え方を客観的に見直すことができ
る。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 90 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ５  ｄ１  ｄ２ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー
プ

ス
ポ
ー
ツ
実
技
Ｂ

〈
サ
ッ
カ
ー
・
フ
ッ
ト
サ
ル
〉

１ 2
レクレーションスポーツの楽しさを体験しながら、健康
づくりと共に競技スポーツとしての技術の深さを知り、
生涯スポーツヘつながるものとなるよう指導したい。

正確な部位でボールを蹴ることができる。 6 6 12

インサイドキックでパスをすることができる。 7 7 2 16

インステップキックでパスをすることができる。 7 7 2 16

アウトサイドキックでパスをすることができる。 7 7 2 16

パスされたボールを止めることができる。 6 6 2 14

スローインをする事ができる。 6 6 2 14

得点の数え方および審判ができる。 6 6 12

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
の
科
学
Ａ

１ 5

スポーツ等の身体活動が身体に与える影響と健康を維持
増進させる仕組みについて学ぶ。身体を動かすことによ
る効果を知識として身につけ、日常生活に活用すること
を期待する。各個人がより健康な生活を継続できるよう、
知識と態度を養うことを目的とする。

身体の仕組みについて理解できる。 5 5 10

運動による身体的反応について理解できる。 10 10 20

運動が健康に与える影響について理解できる。 10 10 20

運動を日常生活に取り入れる意義を説明できる。 10 10 20

運動を日常生活に取り入れる工夫ができる。 10 10 10 30

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
の
科
学
Ｂ

１ 6
スポーツ科学および健康の維持増進に関する講義を行う。
スポーツを題材に身体の仕組みや日常生活で取り入れや
すい運動方法を学び、より活動的かつ健康的な生活を送
る基盤の形成を目的とする。

身体の仕組みについて理解できる。 5 5 10

運動による身体的反応について理解できる。 10 10 20

運動が健康に与える影響について理解できる。 10 10 20

運動を日常生活に取り入れる意義を説明できる。 10 10 20

運動を日常生活に取り入れる工夫ができる。 10 10 10 30

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
概
論

１ １

超スマート社会で活躍するためには、PC・スマートフォ
ンなどの情報機器や、それらで得られる情報を適切に効
率よく利用できるようになることが重要です。本講義で
は、様々な情報サービスを適切に効率よく利用するため
の方法について説明します。

コミュニケーション・ツールを適切に使い分けることができる。 5 5 10

文書作成ソフトを使用して、適切な構造の文書を作成することがで
きる。 10 10 5 25

表計算ソフトを使用して、データを集計・加工・分析・可視化する
ことができる。 10 10 20

プレゼンテーション・ソフトを使用して、統一的なプレゼンテーショ
ン資料を作成することができる。 10 10 5 25

クラウド・ストレージを適切に使用することができる。 5 5 10

インターネット等で得られるデータの著作権等に基づき適切に使用
することができる。 5 5 10

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

概
論 １ 2

「第４次産業⾰命」や「Society 5.0」という⾔葉に代表
されるような超スマート社会で活躍するであろう皆さん
にとって、分野によらずデータサイエンス・AI を理解し
活用する力をつけることが重要です。本講義は、数理・デー
タサイエンス・AI に関する基礎的な能力を身につけるこ
とを目的としています。データや AI が社会にどう関わっ
ているかを理解し、データを理解し活用するための方法
について学修します。

データ・AI の社会への関わりや活用について説明することができる。 10 10 20

データ・AI を利活用するための技術について説明することができる。 10 10 20

データ・AI の利活用に必要な数学や統計の基礎を理解している。 10 10 20

数学や統計の知識を活用してデータを理解し説明することが。 15 15 10 40

授業科目の貢献度 45 45 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

Ｂ
グ
ル
ー
プ

文
学
Ａ

2

1
・
３
・
5

文学作品の読解を通じて、作家の思考や⾔語感覚にふれ、
自分が生きる現在とは異なる世界を経験する。また、そ
れを⾔語化する。

活字や映像を通して文学作品の内容を理解することができる。 30 30

文学作品を生み出した作家について、理解を深めることができる。 30 30

文学作品が書かれた文化的な背景について、理解を深めることがで
きる。 30 30

自分の考え方との共通点や相違点を意識しながら文学作品を読解で
きる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 90 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

文
学
Ｂ

2

⒉
・
4
・
6

文学作品の精読を通じて、異なる時代・文化の深層を理
解し、自分自身の考え方を相対化する視点をもつ。また、
それを⾔語化する。

活字や映像を通して文学作品のテーマを理解することができる。 30 30

文学作品を生み出した作家の思想や伝記について、理解を深めるこ
とができる。 30 30

文学作品が書かれた文化的な背景について、現代の文化との共通点
や相違点を理解することができる。 30 30

文学作品の読解を通して自分の考え方を客観的に見直すことができ
る。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 90 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ５  ｄ１  ｄ２ 合　　計
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人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

哲
学
Ａ

２

1
・
３
・
5

西洋哲学史の概論を通じて、その世界観に触れるととも
に、自分を知る。

プラトン哲学におけるイデア論、デカルト哲学におけるコギトの意
義について説明できる。 30 30

啓蒙思想の諸相とその功罪について説明できる。 30 30

西欧近代の日本における受容の特質について説明できる。 30 30

哲学の学習を通じて、知的リフレッシュメントを味わうことができ
る。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 90 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

哲
学
Ｂ

２

2
・
４
・
6

哲学におけるモラルと道徳の成り立ちについてその系譜
を辿り、生き方を考える。

哲学の学問的意義を理解し、さまざまな日常的テーマについて哲学
的考察を示すことができる。 30 30

「人間力」を測るものさしを複数もつことができる。 30 30

倫理思想の大まかな流れについて理解することができる。 30 30

自分の人生について、哲学的な指針を持つことができる 10 10

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。 0 0 90 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

人
類
学
Ａ

２
３
・
5

さまざまな文化へのアプローチを学ぶとともに、現代社
会の課題について考察する。

形のないものの価値について説明することができる。 30 30

様々な文化を比較しつつ説明することができる。 30 30

習慣の意味を説明する事ができる。 30 30

現代における人間像について様々な角度から考え、論じる事ができ
る。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 90 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

人
類
学
Ｂ

２
４
・
6

文化事象を歴史的に捉え、変化するものと変化しないも
のを区別する。

アイデンティティとは何かについて説明する事ができる。 30 30

文化についての様々な考え方を説明する事ができる。 30 30

通過儀礼の意味を説明する事ができる。 30 30

「変わっていくもの」と「変わらないもの」の意味を考え、論じる事
が出来る。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 90 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

歴
史
学
Ａ

２

1
・
３
・
5

歴史学の学習を通じて、現代に生きるわれわれが学ぶべ
き教訓を読み取る。

歴史学の魅力と学問分野としての特徴および思考方法を理解する。 30 30
授業で扱う対象（国、地域、人物）および歴史的事例についての基
本的理解を得る。 30 30

現代の同時代史的テーマについて、歴史的視点から考察することが
できる。 30 30

過去の事例から教訓をみつけ、これを現代社会においてどのように
活かせるかを考える。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 90 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

歴
史
学
Ｂ

２

2
・
４
・
6

歴史学の学習を通じて、現代に生きるわれわれがもつ「常
識」を相対化し、現代社会に関わるテーマを問い直す。

歴史学の魅力と学問分野としての特徴および思考方法を理解する。 30 30

授業で扱う対象（国、地域、人物）および歴史的事例についての基
本的理解を得る。 30 30

現代的課題（政治・経済・文化その他）について、歴史学の視点か
ら考察することができる。 30 30

過去の事例から教訓をみつけ、これを現代社会においてどのように
活かせるかを考える。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 90 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

心
理
学
Ａ

２

1
・
３
・
5

人間の心の働きと変化の様相を多角的に捉え、あらため
て自分を知る。

感覚と知覚、感情、学習といった心理学の基本的なテーマについて、
理解することができる。 30 30

発達という概念および発達過程について，理解することができる。 30 30

パーソナリティという概念について，理解することができる。 30 30

心理学の知識をもとに、自分自身や身近な出来事について、理解す
ることができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 90 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

心
理
学
Ｂ

２

2
・
４
・
6

他者（たち）との関わり、社会での位置どりの観点から
人間の行動・態度を捉えなおし、あらためて自分のあり
方を考える。

自己に関する諸概念や社会的認知の特徴と機能について、理解する
ことができる。 30 30

対人魅力や対人関係、対人コミュニケーションの特徴と機能につい
て、理解することができる。 30 30

集団のもつ特徴や機能、および集団内での人間の行動について、理
解することができる。 30 30

心理学の知識をもとに、自分自身や身近な出来事について、理解す
ることができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 90 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ５  ｄ１  ｄ２ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

哲
学
Ａ

２

1
・
３
・
5

西洋哲学史の概論を通じて、その世界観に触れるととも
に、自分を知る。

プラトン哲学におけるイデア論、デカルト哲学におけるコギトの意
義について説明できる。 30 30

啓蒙思想の諸相とその功罪について説明できる。 30 30

西欧近代の日本における受容の特質について説明できる。 30 30

哲学の学習を通じて、知的リフレッシュメントを味わうことができ
る。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 90 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

哲
学
Ｂ

２

2
・
４
・
6

哲学におけるモラルと道徳の成り立ちについてその系譜
を辿り、生き方を考える。

哲学の学問的意義を理解し、さまざまな日常的テーマについて哲学
的考察を示すことができる。 30 30

「人間力」を測るものさしを複数もつことができる。 30 30

倫理思想の大まかな流れについて理解することができる。 30 30

自分の人生について、哲学的な指針を持つことができる 10 10

アンダーサーブを目的の位置に打つことができる。 0 0 90 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

人
類
学
Ａ

２
３
・
5

さまざまな文化へのアプローチを学ぶとともに、現代社
会の課題について考察する。

形のないものの価値について説明することができる。 30 30

様々な文化を比較しつつ説明することができる。 30 30

習慣の意味を説明する事ができる。 30 30

現代における人間像について様々な角度から考え、論じる事ができ
る。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 90 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

人
類
学
Ｂ

２
４
・
6

文化事象を歴史的に捉え、変化するものと変化しないも
のを区別する。

アイデンティティとは何かについて説明する事ができる。 30 30

文化についての様々な考え方を説明する事ができる。 30 30

通過儀礼の意味を説明する事ができる。 30 30

「変わっていくもの」と「変わらないもの」の意味を考え、論じる事
が出来る。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 90 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

歴
史
学
Ａ

２

1
・
３
・
5

歴史学の学習を通じて、現代に生きるわれわれが学ぶべ
き教訓を読み取る。

歴史学の魅力と学問分野としての特徴および思考方法を理解する。 30 30
授業で扱う対象（国、地域、人物）および歴史的事例についての基
本的理解を得る。 30 30

現代の同時代史的テーマについて、歴史的視点から考察することが
できる。 30 30

過去の事例から教訓をみつけ、これを現代社会においてどのように
活かせるかを考える。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 90 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

歴
史
学
Ｂ

２

2
・
４
・
6

歴史学の学習を通じて、現代に生きるわれわれがもつ「常
識」を相対化し、現代社会に関わるテーマを問い直す。

歴史学の魅力と学問分野としての特徴および思考方法を理解する。 30 30

授業で扱う対象（国、地域、人物）および歴史的事例についての基
本的理解を得る。 30 30

現代的課題（政治・経済・文化その他）について、歴史学の視点か
ら考察することができる。 30 30

過去の事例から教訓をみつけ、これを現代社会においてどのように
活かせるかを考える。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 90 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

心
理
学
Ａ

２

1
・
３
・
5

人間の心の働きと変化の様相を多角的に捉え、あらため
て自分を知る。

感覚と知覚、感情、学習といった心理学の基本的なテーマについて、
理解することができる。 30 30

発達という概念および発達過程について，理解することができる。 30 30

パーソナリティという概念について，理解することができる。 30 30

心理学の知識をもとに、自分自身や身近な出来事について、理解す
ることができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 90 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

心
理
学
Ｂ

２

2
・
４
・
6

他者（たち）との関わり、社会での位置どりの観点から
人間の行動・態度を捉えなおし、あらためて自分のあり
方を考える。

自己に関する諸概念や社会的認知の特徴と機能について、理解する
ことができる。 30 30

対人魅力や対人関係、対人コミュニケーションの特徴と機能につい
て、理解することができる。 30 30

集団のもつ特徴や機能、および集団内での人間の行動について、理
解することができる。 30 30

心理学の知識をもとに、自分自身や身近な出来事について、理解す
ることができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 90 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ５  ｄ１  ｄ２ 合　　計
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人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

教
育
原
理

２ １
西洋における教育思想や近代公教育制度の成立とわが国
への導入過程を理解し、教育理念の多様性と今日的な教
育問題について歴史的背景・社会的状況と関連づけなが
ら考える。

教育の目的について考え、多様な教育の理念が思索・蓄積されてき
たことを理解することができる。 30 30

近代公教育制度の成立について、歴史的背景を踏まえて理解するこ
とができる。 30 30

教育を成り立たせる要素についてそれぞれを関連づけながら理解す
ることができる。 30 30

近年の教育課題や教育改⾰の動向を教育の歴史や社会的状況と関連
づけながら理解することができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 90 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

教
育
心
理
学

２ 3
「教育」という営みをとおしてみえてくる人間の変化、他
者・世界との関わりのあり様を捉えると同時に、それら
から「教育」のあり方を考える。

「発達」とはどのようなことかを理解し、各発達過程における特徴を
把握することができる。 15 15

「青年期」の特徴を理解し、この時期持有の問題について心理学的な
観点から考察することができる。 15 15

学習の基礎となる条件づけ、記憶の役割などを踏まえながら、基礎
的な学習理論を理解することができる。 15 15

学習へのやる気を高めるために、動機づけ、学習意欲、無気力のメ
カニズムを理解することができる。 15 15

学校における現代的課題として、いじめ、不登佼、発達障害などを
取り上げて関連知識を身に付けるとともに、アプローチの仕方につ
いて考察することができる。

15 15

教育評価について、基本的な考え方と方法、評価資料収集の技法を
理解することができる。 15 15

教師と生徒の望ましい人間関係を理解したうえで、教師の指導行動
のあり方について考察することができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 90 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

政
治
学
Ａ

２

1
・
３
・
5

政治学の基礎的な概念と理論を学ぶことを通じて、政治
現象を的確に理解する力を身につけ、市民として現実政
治とどのように関わっていくのかを考える。

政治学の基礎概念（ 政治、権力、国家など）を理解する 。 30 30

自由民主主義の理論と政治制度について理解する 。 30 30

政治制度の基本的枠組み（国会、内閣、選挙、政党、利益集団、地
方自治など）を理解する 。 30 30

自分と政治との関わりについて考えることができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 90 0 0 0 0 0 0 10 0 100

政
治
学
Ｂ

２

2
・
４
・
6

現代日本を含む先進民主主義諸国の政治的動向について、
政治学理論および制度と動態の視点から考察し、理解を
深める。

政治制度の基本的枠組みと特質について理解する。 30 30

現代民主主義の理論的特徴について理解する。 30 30

現代民主主義の制度的特徴について理解する。 30 30

授業で扱った政治争点について理解し、多面的に考えることができ
る 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 90 0 0 0 0 0 0 10 0 100

経
済
学
Ａ

２

1
・
３
・
5

経済学の基礎的な理論を学びつつ、現代社会における様々
な現象とその背後にある経済のメカニズムを把握する。
以上を通して、社会科学的な思考法を身に着ける。

経済学における基本的な用語や理論について説明することができる。 30 30

資本主義の意味と影響について説明することができる。 30 30

経済活動の役割とその限界を認識し、適切に活用することができる。 30 30

経済的・社会的な事象ををデータに基づいて論じることができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 90 0 0 0 0 0 0 10 0 100

経
済
学
Ｂ

２

2
・
４
・
6

現代社会の経済事情を取り扱いつつ、その背後にある歴
史的経緯や構造を理解する。また、以上の作業を通じて、
経済分析に必要な基礎的なスキルを身に着ける。

企業の特性・構造について説明できる。 30 30

日本の経済構造について、国際的視野を交えつつ説明することがで
きる。 30 30

歴史上に起こった出来事が経済をどのように変えたのかを説明する
ことができる。 30 30

経済的・社会的な事象ををデータに基づいて論じることができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 90 0 0 0 0 0 0 10 0 100

法
学
Ａ

２
3
・
5

法の成り立ちと、現代社会の諸事件を取り上げながら法
的知識の基礎を修得する。

授業で扱う学説や判例を正確に理解できる。 30 30

授業で扱う学説や判例の当否を論理的に説明できる。 30 30

授業で得た知見を利用して、現実の政治問題や社会問題を論評でき
る。 30 30

日常生活での法的知識の重要性を理解し、説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 90 0 0 0 0 0 0 10 0 100

法
学
Ｂ

２
４
・
6

日本国憲法とその特質について、実例・判例を通じて考
察する。

日本国憲法の制定経緯および基本原則が説明できる。 30 30

国民主権、基本的人権、表現の自由の内容と意味を理解し説明できる。 30 30

違憲立法審査権の具体的事件を説明できる。 30 30

日常生活での法的知識の重要性を理解し、説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 90 0 0 0 0 0 0 10 0 100

科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ５  ｄ１  ｄ２ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

教
育
原
理

２ １
西洋における教育思想や近代公教育制度の成立とわが国
への導入過程を理解し、教育理念の多様性と今日的な教
育問題について歴史的背景・社会的状況と関連づけなが
ら考える。

教育の目的について考え、多様な教育の理念が思索・蓄積されてき
たことを理解することができる。 30 30

近代公教育制度の成立について、歴史的背景を踏まえて理解するこ
とができる。 30 30

教育を成り立たせる要素についてそれぞれを関連づけながら理解す
ることができる。 30 30

近年の教育課題や教育改⾰の動向を教育の歴史や社会的状況と関連
づけながら理解することができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 90 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

教
育
心
理
学

２ 3
「教育」という営みをとおしてみえてくる人間の変化、他
者・世界との関わりのあり様を捉えると同時に、それら
から「教育」のあり方を考える。

「発達」とはどのようなことかを理解し、各発達過程における特徴を
把握することができる。 15 15

「青年期」の特徴を理解し、この時期持有の問題について心理学的な
観点から考察することができる。 15 15

学習の基礎となる条件づけ、記憶の役割などを踏まえながら、基礎
的な学習理論を理解することができる。 15 15

学習へのやる気を高めるために、動機づけ、学習意欲、無気力のメ
カニズムを理解することができる。 15 15

学校における現代的課題として、いじめ、不登佼、発達障害などを
取り上げて関連知識を身に付けるとともに、アプローチの仕方につ
いて考察することができる。

15 15

教育評価について、基本的な考え方と方法、評価資料収集の技法を
理解することができる。 15 15

教師と生徒の望ましい人間関係を理解したうえで、教師の指導行動
のあり方について考察することができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 90 0 0 0 0 0 0 0 10 0 100

政
治
学
Ａ

２

1
・
３
・
5

政治学の基礎的な概念と理論を学ぶことを通じて、政治
現象を的確に理解する力を身につけ、市民として現実政
治とどのように関わっていくのかを考える。

政治学の基礎概念（ 政治、権力、国家など）を理解する 。 30 30

自由民主主義の理論と政治制度について理解する 。 30 30

政治制度の基本的枠組み（国会、内閣、選挙、政党、利益集団、地
方自治など）を理解する 。 30 30

自分と政治との関わりについて考えることができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 90 0 0 0 0 0 0 10 0 100

政
治
学
Ｂ

２

2
・
４
・
6

現代日本を含む先進民主主義諸国の政治的動向について、
政治学理論および制度と動態の視点から考察し、理解を
深める。

政治制度の基本的枠組みと特質について理解する。 30 30

現代民主主義の理論的特徴について理解する。 30 30

現代民主主義の制度的特徴について理解する。 30 30

授業で扱った政治争点について理解し、多面的に考えることができ
る 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 90 0 0 0 0 0 0 10 0 100

経
済
学
Ａ

２

1
・
３
・
5

経済学の基礎的な理論を学びつつ、現代社会における様々
な現象とその背後にある経済のメカニズムを把握する。
以上を通して、社会科学的な思考法を身に着ける。

経済学における基本的な用語や理論について説明することができる。 30 30

資本主義の意味と影響について説明することができる。 30 30

経済活動の役割とその限界を認識し、適切に活用することができる。 30 30

経済的・社会的な事象ををデータに基づいて論じることができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 90 0 0 0 0 0 0 10 0 100

経
済
学
Ｂ

２

2
・
４
・
6

現代社会の経済事情を取り扱いつつ、その背後にある歴
史的経緯や構造を理解する。また、以上の作業を通じて、
経済分析に必要な基礎的なスキルを身に着ける。

企業の特性・構造について説明できる。 30 30

日本の経済構造について、国際的視野を交えつつ説明することがで
きる。 30 30

歴史上に起こった出来事が経済をどのように変えたのかを説明する
ことができる。 30 30

経済的・社会的な事象ををデータに基づいて論じることができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 90 0 0 0 0 0 0 10 0 100

法
学
Ａ

２
3
・
5

法の成り立ちと、現代社会の諸事件を取り上げながら法
的知識の基礎を修得する。

授業で扱う学説や判例を正確に理解できる。 30 30

授業で扱う学説や判例の当否を論理的に説明できる。 30 30

授業で得た知見を利用して、現実の政治問題や社会問題を論評でき
る。 30 30

日常生活での法的知識の重要性を理解し、説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 90 0 0 0 0 0 0 10 0 100

法
学
Ｂ

２
４
・
6

日本国憲法とその特質について、実例・判例を通じて考
察する。

日本国憲法の制定経緯および基本原則が説明できる。 30 30

国民主権、基本的人権、表現の自由の内容と意味を理解し説明できる。 30 30

違憲立法審査権の具体的事件を説明できる。 30 30

日常生活での法的知識の重要性を理解し、説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 90 0 0 0 0 0 0 10 0 100

科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ５  ｄ１  ｄ２ 合　　計
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人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

社
会
学
Ａ

２

１
・
3
・
5

社会科学および社会学の方法を学び、身近な社会現象へ
の関心を培う。また、学んだ理論を人間関係や組織の分
析に生かすことを目指す。

近代を背景に成立した社会学の特徴について説明できる。 30 30

社会と個人の関係について説明できる。 30 30

社会における不平等のあり方を、階級・階層という概念と結びつけ
て説明できる。 30 30

社会学の概念を用いながら社会関係のメカニズムを論じる事ができ
る。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 90 0 0 0 0 0 0 10 0 100

社
会
学
Ｂ

２

２
・
4
・
6

社会学が持つ分析方法を学ぶ。また、異なった価値観・
論理を持つ主体や社会の間に存在する関係性に着目し、
理解することを目指す。

社会学が持つ分析手法（量的・質的）について、説明できる。 30 30

都市の特徴と都市社会学の歴史について説明できる。 30 30

近代以降の日本社会と社会学について説明できる。 30 30

社会学の概念を用いながら社会変動のメカニズムを論じる事ができ
る。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 90 0 0 0 0 0 0 10 0 100

社
会
調
査
法
Ａ

２
３
・
5

質的・量的な社会調査の基本的な知識と手法を理解する。

社会調査の目的とその種類（質的調査と量的調査）について理解する。 30 30

母集団及び標本抽出について理解する。 30 30

量的調査のための統計学の基本的知識（基礎統計量、クロス集計表、
カイ二乗検定）について理解する。 30 30

先行研究を参考にしつつ、目的に応じた調査計画を構想することが
できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 90 0 0 0 0 0 0 10 0 100

社
会
調
査
法
Ｂ

２
４
・
6

社会調査の意義を理解するとともに、社会調査の実施（調
査設計、データ収集、データ分析）に必要な知識を学ぶ。

社会調査の多様な方法とそれぞれの利点を理解する。 30 30

調査票作成の技法（ワーディングや尺度構成）を身につける。 30 30

調査票で得られたデータを統計学の知識に基づき分析する事ができ
る。 30 30

授業で獲得した知識をもとに、社会調査の実施計画を立てることが
出来る。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 90 0 0 0 0 0 0 10 0 100

現
代
社
会
論
Ａ

２
３
・
5

日本を含む世界の国々や諸地域について、政治・経済・
社会・思想・文化・歴史など学際的なアプローチを通じ
て学ぶとともに、自らの国際的視野を深める。
これを踏まえ、自分を取り巻く社会の特徴と課題につい
て考察する。

授業で扱う国・地域・人物などについての基本的な情報を理解する。 30 30

担当者の専門分野からの学術的アプローチの面白さを理解する。 30 30

授業で学修した内容を踏まえ、その国・地域・人物に固有の特徴を
文章で説明することができる。 30 30

授業で獲得した視野を通じ、これまでの自分が考えてきた常識を問
い直すことができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 90 0 0 0 0 0 0 10 0 100

現
代
社
会
論
Ｂ

２
４
・
6

日本を含む世界の国々や諸地域について、政治・経済・
社会・思想・文化・歴史など学際的なアプローチを通じ
て学ぶとともに、自らの国際的視野を深める。
これを踏まえ、自分を取り巻く社会の問題とその解決に
ついて考察する。

授業で扱う国・地域・人物などのついての基本的な情報を理解する。 30 30

担当者の専門分野からの学術的アプローチの面白さを理解する。 30 30

授業で学修した内容を踏まえ、その国・地域・人物に固有の特徴を
文章で説明することができる。 30 30

授業で獲得した視野を通じ、これまでの自分の認識を相対化し、新
しい見方を獲得する。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 90 0 0 0 0 0 0 10 0 100

教
育
社
会
学

２ ２
社会学的なアプローチから学校教育と社会の関係性を理
解するとともに、学校自体を一つの社会として捉え Hall
その文化的特質について考える。

自己の教育経験・教育観を相対化し、種々の教育事象・教育問題を
社会学的なものの見方によって考察することができる。 30 30

学校教育を支える法や制度について理解し、具体的な例をもとに説
明することができる。 30 30

教育行政や学校経営の歴史およびその変容について理解し、説明す
ることができる。 30 30

学校と保護者・地域との協働について具体的な事例をもとに説明す
ることができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 90 0 0 0 0 0 0 10 0 100

健
康
科
学
Ａ

２

１
・
3
・
5

身体の解剖学的構造、生理学的な仕組みを理解した上で、
健康を維持・増進させる基礎的な知識を身につける。

疾病、外傷および外傷・傷害について理解できる。 30 30

ストレスおよびその対処法について理解できる。 30 30

生活習慣病について理解できる。 30 30

健康とはなにかを理解し、その維持増進ために自発的に取り組むこ
とができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 90 0 0 0 0 0 10 0 100

科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ５  ｄ１  ｄ２ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

社
会
学
Ａ

２

１
・
3
・
5

社会科学および社会学の方法を学び、身近な社会現象へ
の関心を培う。また、学んだ理論を人間関係や組織の分
析に生かすことを目指す。

近代を背景に成立した社会学の特徴について説明できる。 30 30

社会と個人の関係について説明できる。 30 30

社会における不平等のあり方を、階級・階層という概念と結びつけ
て説明できる。 30 30

社会学の概念を用いながら社会関係のメカニズムを論じる事ができ
る。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 90 0 0 0 0 0 0 10 0 100

社
会
学
Ｂ

２

２
・
4
・
6

社会学が持つ分析方法を学ぶ。また、異なった価値観・
論理を持つ主体や社会の間に存在する関係性に着目し、
理解することを目指す。

社会学が持つ分析手法（量的・質的）について、説明できる。 30 30

都市の特徴と都市社会学の歴史について説明できる。 30 30

近代以降の日本社会と社会学について説明できる。 30 30

社会学の概念を用いながら社会変動のメカニズムを論じる事ができ
る。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 90 0 0 0 0 0 0 10 0 100

社
会
調
査
法
Ａ

２
３
・
5

質的・量的な社会調査の基本的な知識と手法を理解する。

社会調査の目的とその種類（質的調査と量的調査）について理解する。 30 30

母集団及び標本抽出について理解する。 30 30

量的調査のための統計学の基本的知識（基礎統計量、クロス集計表、
カイ二乗検定）について理解する。 30 30

先行研究を参考にしつつ、目的に応じた調査計画を構想することが
できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 90 0 0 0 0 0 0 10 0 100

社
会
調
査
法
Ｂ

２
４
・
6

社会調査の意義を理解するとともに、社会調査の実施（調
査設計、データ収集、データ分析）に必要な知識を学ぶ。

社会調査の多様な方法とそれぞれの利点を理解する。 30 30

調査票作成の技法（ワーディングや尺度構成）を身につける。 30 30

調査票で得られたデータを統計学の知識に基づき分析する事ができ
る。 30 30

授業で獲得した知識をもとに、社会調査の実施計画を立てることが
出来る。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 90 0 0 0 0 0 0 10 0 100

現
代
社
会
論
Ａ

２
３
・
5

日本を含む世界の国々や諸地域について、政治・経済・
社会・思想・文化・歴史など学際的なアプローチを通じ
て学ぶとともに、自らの国際的視野を深める。
これを踏まえ、自分を取り巻く社会の特徴と課題につい
て考察する。

授業で扱う国・地域・人物などについての基本的な情報を理解する。 30 30

担当者の専門分野からの学術的アプローチの面白さを理解する。 30 30

授業で学修した内容を踏まえ、その国・地域・人物に固有の特徴を
文章で説明することができる。 30 30

授業で獲得した視野を通じ、これまでの自分が考えてきた常識を問
い直すことができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 90 0 0 0 0 0 0 10 0 100

現
代
社
会
論
Ｂ

２
４
・
6

日本を含む世界の国々や諸地域について、政治・経済・
社会・思想・文化・歴史など学際的なアプローチを通じ
て学ぶとともに、自らの国際的視野を深める。
これを踏まえ、自分を取り巻く社会の問題とその解決に
ついて考察する。

授業で扱う国・地域・人物などのついての基本的な情報を理解する。 30 30

担当者の専門分野からの学術的アプローチの面白さを理解する。 30 30

授業で学修した内容を踏まえ、その国・地域・人物に固有の特徴を
文章で説明することができる。 30 30

授業で獲得した視野を通じ、これまでの自分の認識を相対化し、新
しい見方を獲得する。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 90 0 0 0 0 0 0 10 0 100

教
育
社
会
学

２ ２
社会学的なアプローチから学校教育と社会の関係性を理
解するとともに、学校自体を一つの社会として捉え Hall
その文化的特質について考える。

自己の教育経験・教育観を相対化し、種々の教育事象・教育問題を
社会学的なものの見方によって考察することができる。 30 30

学校教育を支える法や制度について理解し、具体的な例をもとに説
明することができる。 30 30

教育行政や学校経営の歴史およびその変容について理解し、説明す
ることができる。 30 30

学校と保護者・地域との協働について具体的な事例をもとに説明す
ることができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 90 0 0 0 0 0 0 10 0 100

健
康
科
学
Ａ

２

１
・
3
・
5

身体の解剖学的構造、生理学的な仕組みを理解した上で、
健康を維持・増進させる基礎的な知識を身につける。

疾病、外傷および外傷・傷害について理解できる。 30 30

ストレスおよびその対処法について理解できる。 30 30

生活習慣病について理解できる。 30 30

健康とはなにかを理解し、その維持増進ために自発的に取り組むこ
とができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 90 0 0 0 0 0 10 0 100

科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ５  ｄ１  ｄ２ 合　　計
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人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

健
康
科
学
Ｂ

２

2
・
4
・
6

身体の解剖学的構造、生理学的な仕組みを理解した上で、
健康を維持増進させる実践的な知識を身につける。

身体の動く仕組みと人体の構造について理解できる。 30 30

適切なトレーニング方法ついて理解することができる。 30 30

身体のケアについて理解することができる。 30 30

日常生活を通じて、身体についての理解と実践を結びつけて考える
ことができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 90 0 0 0 0 0 10 0 100

認
知
科
学
Ａ

２
3
・
5

認知科学の基本、とくに知覚や記憶のメカニズムについ
て習得する。

情報処理アプローチに基づく認知科学の方法論を説明することがで
きる。 30 30

知覚、記憶といった認知機能の仕組みや、神経機構について説明す
ることができる。 30 30

ヒューマンエラーの原因について説明することができる。 30 30

認知科学の知見をふまえ、様々なテーマについて学際的に考えるこ
とができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 90 0 0 0 0 0 10 0 100

認
知
科
学
Ｂ

２
4
・
6

認知機能と人間の行動との関係について考察する。

認知科学という学問、および我々が行っている認知について，基本
的かつ論理的な説明をすることができる。 30 30

記憶のメカニズムや分類、自覚できない心の働きとその影響につい
て、説明することができる。 30 30

ヒューマンエラーが生じる理由や予防法について、論じることがで
きる。 30 30

認知科学の知見をふまえ、様々なテーマについて学際的に考えるこ
とができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 90 0 0 0 0 0 10 0 100

環
境
と
防
災
Ａ

２
3
・
5

自然環境・社会環境に関わる知識を学びつつ、災害が発
生し、被害が拡大するメカニズムを考察する。

自然環境・社会環境と災害の関係について説明できる。 30 30

災害と防災・減災の歴史について説明できる。 30 30

環境変動と災害の関係について説明できる。 30 30

学修内容を踏まえた上で、災害への備えとして自身が行うべきこと
をまとめる事ができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 90 0 0 0 0 0 10 0 100

環
境
と
防
災
Ｂ

２
4
・
6

自然環境・社会環境に関わる知識を学びつつ、災害が発
生し、被害が拡大するメカニズムを考察する。

自然環境・社会環境と災害の関係について説明できる。 30 30

防災・減災に関連する情報を取得・分析する事ができる。 30 30

防災・減災について地域が直面する課題について説明できる。 30 30

学修内容を踏まえた上で、災害への備えとして自身が行うべきこと
をまとめる事ができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 90 0 0 0 0 0 10 0 100

自
然
科
学
概
論
Ａ

２

1
・
３
・
5

物理学はすべての自然科学の土台にあたる学問である。
身近な電気や熱をはじめ、現代物理学の基本を学びなが
ら、科学技術と生活・社会との関係についても考える。

科学で扱える問題と扱えない問題を区別できる。 30 30

科学リテラシーの必要性を理解できる。 30 30

近代科学の特徴を説明し、20 世紀初頭における自然認識の大転換を
理解することができる。 30 30

科学・技術と社会との関係を主体的・批判的に考えることができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 90 0 0 0 0 0 10 0 100

自
然
科
学
概
論
Ｂ

２

2
・
４
・
6

化学は物質の本質、あり様、変化を探る学問である。原子、
電子をパーツとする物質の基本と多様性の概要を学習し
ながら、現代社会での科学技術における化学と関連分野
の意味と役割を学習する。

物質の成り立ちの基本を理解できる。 30 30

物質科学の成立とその歴史の概要を説明できる。 30 30

現代社会における物質科学の役割と限界を説明できる。 30 30

現代社会における物質科学とその応用としての技術の有用性と危険
性を主体的・批判的に考え、人間社会との関わりの視点から将来を
展望することができる。

10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 90 0 0 0 0 0 10 0 100

生
物
学
Ａ

２
３
・
5

生物学の基本を習得し、人間を生物として捉え、特別扱
いしない視点を獲得する。

生物学の基礎概念と思考方法を理解することができる。 30 30

生物多様性や生物の進化のメカニズムについて説明することができ
る。 30 30

生物間のネットワークや環境の影響について説明することができる。 30 30

生物学の学習を通じて、自然と人間の関係性を考えることができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 90 0 0 0 0 0 10 0 100

科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ５  ｄ１  ｄ２ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

健
康
科
学
Ｂ

２

2
・
4
・
6

身体の解剖学的構造、生理学的な仕組みを理解した上で、
健康を維持増進させる実践的な知識を身につける。

身体の動く仕組みと人体の構造について理解できる。 30 30

適切なトレーニング方法ついて理解することができる。 30 30

身体のケアについて理解することができる。 30 30

日常生活を通じて、身体についての理解と実践を結びつけて考える
ことができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 90 0 0 0 0 0 10 0 100

認
知
科
学
Ａ

２
3
・
5

認知科学の基本、とくに知覚や記憶のメカニズムについ
て習得する。

情報処理アプローチに基づく認知科学の方法論を説明することがで
きる。 30 30

知覚、記憶といった認知機能の仕組みや、神経機構について説明す
ることができる。 30 30

ヒューマンエラーの原因について説明することができる。 30 30

認知科学の知見をふまえ、様々なテーマについて学際的に考えるこ
とができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 90 0 0 0 0 0 10 0 100

認
知
科
学
Ｂ

２
4
・
6

認知機能と人間の行動との関係について考察する。

認知科学という学問、および我々が行っている認知について，基本
的かつ論理的な説明をすることができる。 30 30

記憶のメカニズムや分類、自覚できない心の働きとその影響につい
て、説明することができる。 30 30

ヒューマンエラーが生じる理由や予防法について、論じることがで
きる。 30 30

認知科学の知見をふまえ、様々なテーマについて学際的に考えるこ
とができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 90 0 0 0 0 0 10 0 100

環
境
と
防
災
Ａ

２
3
・
5

自然環境・社会環境に関わる知識を学びつつ、災害が発
生し、被害が拡大するメカニズムを考察する。

自然環境・社会環境と災害の関係について説明できる。 30 30

災害と防災・減災の歴史について説明できる。 30 30

環境変動と災害の関係について説明できる。 30 30

学修内容を踏まえた上で、災害への備えとして自身が行うべきこと
をまとめる事ができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 90 0 0 0 0 0 10 0 100

環
境
と
防
災
Ｂ

２
4
・
6

自然環境・社会環境に関わる知識を学びつつ、災害が発
生し、被害が拡大するメカニズムを考察する。

自然環境・社会環境と災害の関係について説明できる。 30 30

防災・減災に関連する情報を取得・分析する事ができる。 30 30

防災・減災について地域が直面する課題について説明できる。 30 30

学修内容を踏まえた上で、災害への備えとして自身が行うべきこと
をまとめる事ができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 90 0 0 0 0 0 10 0 100

自
然
科
学
概
論
Ａ

２

1
・
３
・
5

物理学はすべての自然科学の土台にあたる学問である。
身近な電気や熱をはじめ、現代物理学の基本を学びなが
ら、科学技術と生活・社会との関係についても考える。

科学で扱える問題と扱えない問題を区別できる。 30 30

科学リテラシーの必要性を理解できる。 30 30

近代科学の特徴を説明し、20 世紀初頭における自然認識の大転換を
理解することができる。 30 30

科学・技術と社会との関係を主体的・批判的に考えることができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 90 0 0 0 0 0 10 0 100

自
然
科
学
概
論
Ｂ

２

2
・
４
・
6

化学は物質の本質、あり様、変化を探る学問である。原子、
電子をパーツとする物質の基本と多様性の概要を学習し
ながら、現代社会での科学技術における化学と関連分野
の意味と役割を学習する。

物質の成り立ちの基本を理解できる。 30 30

物質科学の成立とその歴史の概要を説明できる。 30 30

現代社会における物質科学の役割と限界を説明できる。 30 30

現代社会における物質科学とその応用としての技術の有用性と危険
性を主体的・批判的に考え、人間社会との関わりの視点から将来を
展望することができる。

10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 90 0 0 0 0 0 10 0 100

生
物
学
Ａ

２
３
・
5

生物学の基本を習得し、人間を生物として捉え、特別扱
いしない視点を獲得する。

生物学の基礎概念と思考方法を理解することができる。 30 30

生物多様性や生物の進化のメカニズムについて説明することができ
る。 30 30

生物間のネットワークや環境の影響について説明することができる。 30 30

生物学の学習を通じて、自然と人間の関係性を考えることができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 90 0 0 0 0 0 10 0 100

科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ５  ｄ１  ｄ２ 合　　計
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人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

生
物
学
Ｂ

２
４
・
6

生物学の基礎を習得し、生物の進化や環境との関係の視
点から、自然と人間のかかわりを考える。

生物学の基礎概念と思考方法を理解することができる。 30 30

生物の進化史を大まかに説明することができる。 30 30

環境と生物の関係について説明することができる。 30 30

生物学の学習を通じて、自然と人間の関係性を考えることができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 90 0 0 0 0 0 10 0 100

地
球
科
学
Ａ

２
３
・
5

地球の成り立ちを学び、気象変動を理解する。

地球科学の魅力とその基礎概念や方法を理解する。 30 30

地震、プレート運動、構成物質などを理解する。 30 30

化石の観察から生物の進化の歴史を理解する。 30 30

授業で学んだ知識や概念を用いて、地球に関する基礎的考察ができ
る。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 90 0 0 0 0 0 10 0 100

地
球
科
学
Ｂ

２
４
・
6

地球科学の基本を学び、地球と人間社会のあり方を考察
する。

天体観測についてその歴史と方法を理解する。 30 30

津波のメカニズムを理解し、わが国の天気図を読み解き、自然災害
について考察する。 30 30

地球の運動のデータを使い、暦の原理を理解する。 30 30

授業で学んだ知識や概念を用いて、地球の未来像を考察することが
できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 90 0 0 0 0 0 10 0 100

課
題
探
究
集
中
講
座

２

集
中
講
義
9
月

人文科学・社会科学・自然科学のいずれかの視点から、
わが国を取り巻く状況と学問的知見とを関連づけて考察
する。

理工系・情報学系の学生が、人文科学・社会科学・自然科学等の教
養を身につけることができる。 30 30

問題解決に向けた新たな提案や構想を持つことができる。 30 30

人間科学との関連で人生を如何に生きるべきかを考えることができ
る。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100

課
題
探
究
セ
ミ
ナ
Ａ

２
3
・
5

少人数のセミナー形式での議論・実験・フィールドワー
ク等の体験を通して、自然科学・社会科学・人文科学分
野における知識や技術の意義とその活用方法を学ぶ。 

学修内容に関連して、自ら課題を発見し設定できる。 20 20

諸科学から一つのアプローチを選択し、課題に関する情報を収集整
理できる。 20 20

課題解決に向けての考察を論理的に進めることができる。 20 20

自らの課題に対して解決まで導くことができる。 20 20

コミュニケーションを通じて相手に自らの課題解決の営みを伝える
ことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100

課
題
探
究
セ
ミ
ナ
Ｂ

２
４
・
6

少人数のセミナー形式での演習を通じて、自然科学・社
会科学・人文科学分野における専門的な思考法・研究法・
表現法を学ぶ。

学修内容に関連して、自ら課題を発見し設定できる。 20 20

諸科学から一つのアプローチを選択し、課題に関する情報を収集整
理できる。 20 20

課題解決に向けての考察を論理的に進めることができる。 20 20

自らの課題に対して解決まで導くことができる。 20 20

コミュニケーションを通じて相手に自らの課題解決の営みを伝える
ことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100

教
養
総
合
講
座
Ａ

２
3
・
5

実務経験が豊富な講師のもとで、既存の学問的枠組みに
とらわれない柔軟な視点から、社会・政治・経済・企業
などのテーマに即して問題認識を深め、これからの社会
人・企業人に必要とされる実践知の獲得を目指す。

現代の問題群を整理することができる。 25 25

ひとつの課題を複数の視点から観察し全体像をつかむことができる。 25 25

課題に関わる人間の権利と義務をおさえることができる。 25 25

これまでの問題解決アプローチをまとめることができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100

教
養
総
合
講
座
Ｂ

２
４
・
6

実務経験が豊富な講師のもとで、自らの進路および職業
選択とその将来を展望しつつ、社会・政治・経済・企業
などのテーマにおいて具体的な事例を考察し、これから
の社会人・企業人に必要とされる実践知の獲得を目指す。

現代の問題群を整理することができる。 25 25

ひとつの課題を複数の視点から観察し全体像をつかむことができる。 25 25

課題に関わる人間の権利と義務をおさえることができる。 25 25

問題解決に向けての新たな提案や構想をもつことができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100

科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ５  ｄ１  ｄ２ 合　　計

人
間
科
学
科
目
群

Ｂ
グ
ル
ー
プ

生
物
学
Ｂ

２
４
・
6

生物学の基礎を習得し、生物の進化や環境との関係の視
点から、自然と人間のかかわりを考える。

生物学の基礎概念と思考方法を理解することができる。 30 30

生物の進化史を大まかに説明することができる。 30 30

環境と生物の関係について説明することができる。 30 30

生物学の学習を通じて、自然と人間の関係性を考えることができる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 90 0 0 0 0 0 10 0 100

地
球
科
学
Ａ

２
３
・
5

地球の成り立ちを学び、気象変動を理解する。

地球科学の魅力とその基礎概念や方法を理解する。 30 30

地震、プレート運動、構成物質などを理解する。 30 30

化石の観察から生物の進化の歴史を理解する。 30 30

授業で学んだ知識や概念を用いて、地球に関する基礎的考察ができ
る。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 90 0 0 0 0 0 10 0 100

地
球
科
学
Ｂ

２
４
・
6

地球科学の基本を学び、地球と人間社会のあり方を考察
する。

天体観測についてその歴史と方法を理解する。 30 30

津波のメカニズムを理解し、わが国の天気図を読み解き、自然災害
について考察する。 30 30

地球の運動のデータを使い、暦の原理を理解する。 30 30

授業で学んだ知識や概念を用いて、地球の未来像を考察することが
できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 90 0 0 0 0 0 10 0 100

課
題
探
究
集
中
講
座

２

集
中
講
義
9
月

人文科学・社会科学・自然科学のいずれかの視点から、
わが国を取り巻く状況と学問的知見とを関連づけて考察
する。

理工系・情報学系の学生が、人文科学・社会科学・自然科学等の教
養を身につけることができる。 30 30

問題解決に向けた新たな提案や構想を持つことができる。 30 30

人間科学との関連で人生を如何に生きるべきかを考えることができ
る。 40 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100

課
題
探
究
セ
ミ
ナ
Ａ

２
3
・
5

少人数のセミナー形式での議論・実験・フィールドワー
ク等の体験を通して、自然科学・社会科学・人文科学分
野における知識や技術の意義とその活用方法を学ぶ。 

学修内容に関連して、自ら課題を発見し設定できる。 20 20

諸科学から一つのアプローチを選択し、課題に関する情報を収集整
理できる。 20 20

課題解決に向けての考察を論理的に進めることができる。 20 20

自らの課題に対して解決まで導くことができる。 20 20

コミュニケーションを通じて相手に自らの課題解決の営みを伝える
ことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100

課
題
探
究
セ
ミ
ナ
Ｂ

２
４
・
6

少人数のセミナー形式での演習を通じて、自然科学・社
会科学・人文科学分野における専門的な思考法・研究法・
表現法を学ぶ。

学修内容に関連して、自ら課題を発見し設定できる。 20 20

諸科学から一つのアプローチを選択し、課題に関する情報を収集整
理できる。 20 20

課題解決に向けての考察を論理的に進めることができる。 20 20

自らの課題に対して解決まで導くことができる。 20 20

コミュニケーションを通じて相手に自らの課題解決の営みを伝える
ことができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100

教
養
総
合
講
座
Ａ

２
3
・
5

実務経験が豊富な講師のもとで、既存の学問的枠組みに
とらわれない柔軟な視点から、社会・政治・経済・企業
などのテーマに即して問題認識を深め、これからの社会
人・企業人に必要とされる実践知の獲得を目指す。

現代の問題群を整理することができる。 25 25

ひとつの課題を複数の視点から観察し全体像をつかむことができる。 25 25

課題に関わる人間の権利と義務をおさえることができる。 25 25

これまでの問題解決アプローチをまとめることができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100

教
養
総
合
講
座
Ｂ

２
４
・
6

実務経験が豊富な講師のもとで、自らの進路および職業
選択とその将来を展望しつつ、社会・政治・経済・企業
などのテーマにおいて具体的な事例を考察し、これから
の社会人・企業人に必要とされる実践知の獲得を目指す。

現代の問題群を整理することができる。 25 25

ひとつの課題を複数の視点から観察し全体像をつかむことができる。 25 25

課題に関わる人間の権利と義務をおさえることができる。 25 25

問題解決に向けての新たな提案や構想をもつことができる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100

科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ５  ｄ１  ｄ２ 合　　計
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専
門
基
礎
科
目
群

数
学
基
礎

２
１
［
２
］

高等学校の数学から大学の数学への橋渡しとして、三角
関数、指数関数、対数関数、集合と命題について学ぶ。

複素数の範囲で、２次方程式および高次方程式を解ける。 15 15

分数式の四則計算と部分分数分解ができる。  15 15

弧度法による一般角の三角関数を説明でき、加法定理を用いた計算
ができる。 30 30

指数法則および対数の性質を理解し、それを用いた計算ができる。 25 25

集合の共通部分と合併集合を理解し、公式を用いた要素の個数の計
算ができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
１

２
１
［
２
］

1 変数関数の微分積分の基礎理論と基礎的な計算法につ
いて学ぶ。多くの演習を通じて、微分積分の計算に慣れ
るようにする。

導関数の基本公式 ( 定数倍・四則・合成関数 ) を説明できる。 15 15

べき関数、指数・対数関数、三角・逆三角関数の微分公式を説明でき、
初等関数を微分できる。 35 35

不定積分の意味および基本関数の不定積分公式を説明できる。 10 10

置換積分法と部分積分法を理解し、それらを応用できる。 20 20

定積分と不定積分の関係を理解し、基本的な定積分の計算ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
２

２
2
［
3
］

1 変数関数の微分積分の応用理論と発展的な計算法につ
いて学ぶ。多くの演習を通じて、微分積分の応用に慣れ
るようにする。

ライプニッツの公式を理解し、それを積の高階微分計算に応用でき
る。 10 10

ロピタルの定理およびテーラーの定理を理解し、それらを応用でき
る。 40 40

有理関数の不定積分を計算でき、無理関数等の積分に応用できる。 30 30

広義積分を説明でき、その計算ができる。 10 10

定積分の応用として、曲線の長さを計算できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
３

２
3
［
4
］

1 変数関数の微分積分の応用理論と発展的な計算法につ
いて学ぶ。多くの演習を通じて、微分積分の応用に慣れ
るようにする。

偏導関数の意味を理解し、初等関数の偏導関数を求めることができ
る。 15 15

２変数関数についての合成関数の微分公式 ( 連鎖律 ) を理解し、それ
を応用できる。 15 15

２変数関数の極値を調べることができる。 20 20

２重積分の意味と基本性質を説明でき、反復積分公式を使って２重
積分を計算できる。 35 35

変数変換公式を用いる２重積分の計算ができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

常
微
分
方
程
式

２
4
［
5
］

解析学１、２の基本事項を基にして、１変数関数の微分
方程式である常微分方程式の解法について学ぶ。

常微分方程式とその解の意味を説明できる。 10 10

基本的な微分方程式（変数分離形、同次形，１階線形，完全微分形）
が解ける。 40 40

斉次線形微分方程式の解の性質を説明できる。 10 10

定数係数斉次線形微分方程式が解ける。 20 20

２階非斉次線形微分方程式の特殊解の求めかたを理解し、それを応
用できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

線
形
代
数
１

２ 1
ベクトルとその演算方法および内積を学ぶ。また、 行列
式および行列の基本性質、演算方法を学び、１次連立方
程式の解法に応用する。

ベクトルの内積の定義を説明でき、成分による内積の計算ができる。 20 20

行列式の基本性質や余因子展開を使って行列式の計算ができる。 35 35

行列の和・積等の計算ができる。 15 15

逆行列を求めることができる。 15 15

クラメルの公式を使って連立方程式の解を表すことができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

線
形
代
数
２

２ ２
ベクトルの外積について学び、内積および外積の図形へ
の応用について学ぶ。また、複素平面の基本事項につい
ても学ぶ。

空間における平面の方程式・直線の方程式を説明できる。 15 15

ベクトルの外積の定義を説明でき，成分による外積の計算ができる。 30 30

外積を使って、三角形の面積および四面体の体積を計算できる。 20 20

１次変換の性質を説明でき、空間の回転の回転軸を求めることがで
きる。 15 15

複素数の極形式を使った計算ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ５  ｄ１  ｄ２ 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

数
学
基
礎

２
１
［
２
］

高等学校の数学から大学の数学への橋渡しとして、三角
関数、指数関数、対数関数、集合と命題について学ぶ。

複素数の範囲で、２次方程式および高次方程式を解ける。 15 15

分数式の四則計算と部分分数分解ができる。  15 15

弧度法による一般角の三角関数を説明でき、加法定理を用いた計算
ができる。 30 30

指数法則および対数の性質を理解し、それを用いた計算ができる。 25 25

集合の共通部分と合併集合を理解し、公式を用いた要素の個数の計
算ができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
１

２
１
［
２
］

1 変数関数の微分積分の基礎理論と基礎的な計算法につ
いて学ぶ。多くの演習を通じて、微分積分の計算に慣れ
るようにする。

導関数の基本公式 ( 定数倍・四則・合成関数 ) を説明できる。 15 15

べき関数、指数・対数関数、三角・逆三角関数の微分公式を説明でき、
初等関数を微分できる。 35 35

不定積分の意味および基本関数の不定積分公式を説明できる。 10 10

置換積分法と部分積分法を理解し、それらを応用できる。 20 20

定積分と不定積分の関係を理解し、基本的な定積分の計算ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
２

２
2
［
3
］

1 変数関数の微分積分の応用理論と発展的な計算法につ
いて学ぶ。多くの演習を通じて、微分積分の応用に慣れ
るようにする。

ライプニッツの公式を理解し、それを積の高階微分計算に応用でき
る。 10 10

ロピタルの定理およびテーラーの定理を理解し、それらを応用でき
る。 40 40

有理関数の不定積分を計算でき、無理関数等の積分に応用できる。 30 30

広義積分を説明でき、その計算ができる。 10 10

定積分の応用として、曲線の長さを計算できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

解
析
学
３

２
3
［
4
］

1 変数関数の微分積分の応用理論と発展的な計算法につ
いて学ぶ。多くの演習を通じて、微分積分の応用に慣れ
るようにする。

偏導関数の意味を理解し、初等関数の偏導関数を求めることができ
る。 15 15

２変数関数についての合成関数の微分公式 ( 連鎖律 ) を理解し、それ
を応用できる。 15 15

２変数関数の極値を調べることができる。 20 20

２重積分の意味と基本性質を説明でき、反復積分公式を使って２重
積分を計算できる。 35 35

変数変換公式を用いる２重積分の計算ができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

常
微
分
方
程
式

２
4
［
5
］

解析学１、２の基本事項を基にして、１変数関数の微分
方程式である常微分方程式の解法について学ぶ。

常微分方程式とその解の意味を説明できる。 10 10

基本的な微分方程式（変数分離形、同次形，１階線形，完全微分形）
が解ける。 40 40

斉次線形微分方程式の解の性質を説明できる。 10 10

定数係数斉次線形微分方程式が解ける。 20 20

２階非斉次線形微分方程式の特殊解の求めかたを理解し、それを応
用できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

線
形
代
数
１

２ 1
ベクトルとその演算方法および内積を学ぶ。また、行列
式および行列の基本性質、演算方法を学び、１次連立方
程式の解法に応用する。

ベクトルの内積の定義を説明でき、成分による内積の計算ができる。 20 20

行列式の基本性質や余因子展開を使って行列式の計算ができる。 35 35

行列の和・積等の計算ができる。 15 15

逆行列を求めることができる。 15 15

クラメルの公式を使って連立方程式の解を表すことができる。 15 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

線
形
代
数
２

２ ２
ベクトルの外積について学び、内積および外積の図形へ
の応用について学ぶ。また、複素平面の基本事項につい
ても学ぶ。

空間における平面の方程式・直線の方程式を説明できる。 15 15

ベクトルの外積の定義を説明でき，成分による外積の計算ができる。 30 30

外積を使って、三角形の面積および四面体の体積を計算できる。 20 20

１次変換の性質を説明でき、空間の回転の回転軸を求めることがで
きる。 15 15

複素数の極形式を使った計算ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

科
目
群

区

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ５  ｄ１  ｄ２ 合　　計
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専
門
基
礎
科
目
群

線
形
代
数
３

２ 3

情報理系に必要な数学の基礎として、平面・空間のベク
トルを一般化した多次元ベクトル空間（線形空間）のと
らえ方を学んだ上で、連立一次方程式などへの応用を意
図しつつ、行列から直交基底系を生成する方法ならびに
行列の固有値分解・対角化について学びます。

一次独立とは何か理解できる。 20 20

ベクトル空間の基底系とは何か理解できる。 20 20

グラム・シュミットの方法で直交基底系を作ることができる。 20 20

正方行列の固有値と固有ベクトルを求めることができる。 20 20

行列の対角化ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

情
報
数
学

２ ２

情報科学を学ぶためには、数学理論の基礎となる数理理
論の思考法を理解することが重要となります。本授業で
は、情報科学を学ぶ上での基礎的な離散数学の内容とし
て、集合、論理、関係、代数系、グラフ理論などについ
て学習します。情報科学で必要となる数学的概念や表記
法を理解することを目標とします。

集合、論理の基本概念と表現方法を理解している。 20 5 25

数学における基本的な証明手法について説明できる。 10 5 15

関係と写像について説明できる。 10 5 15

群・環・体などの代数系について説明できる。 10 5 15

同値関係・順序関係について説明できる。 10 5 15

事象間の関係をグラフで表現することができる。 10 5 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 40 30 0 0 0 30 100

確
率
・
統
計

２ 3

集合・事象・標本空間など出発点の考え方を知った上で、
確率変数と確率密度関数、分布関数、期待値、分散など
重要な量とそれらに関わる定理を学びます。また、ポア
ソン分布・正規分布など代表的な確率分布についても学
びます。

集合の和と積を説明できる。 25 25 

順列と組合せを説明できる。 25 25 

集合を使って確率を説明できる。 25 25 

正規分布の平均と分散を知っている。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

情
報
統
計
学

２ 4

コンピュータを利用して膨大な情報（データ）を効率的
に処理し、必要な情報を抽出するために必要な統計処理
の最も基本的な知識・技術の習得することを目的としま
す。また、表計算ソフトウェアを用いた演習を通じて理
解を深めます。

統計処理に必要な Excel の関数を扱える。 5 10 15

度数分布表とヒストグラムを作成できる。 5 5 5 15

基本統計量について説明できる。 5 5 5 10 25

簡単な回帰分析ができる。 5 5 5 15

正規分布を説明できる。 5 5 5 15

検定方法を説明できる。 5 5 5 15

検定方法を説明できる。 0 0 0 0 0 0 0 10 25 25 0 40 100

力
学 ２ 1

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと⾔えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この科目の大きな目標は、

（１）ベクトルに基づいて、力の合成・分解を正確に理解
する

（２）微分積分に基づいて、運動方程式を解くことで物体
の運動が決定できることを学ぶ
の二つです。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

力の合成・分解をベクトルを使って説明できる。 20 20

基本的な力（重力、ばねの力、摩擦力）の法則を説明できる。 20 20

速度、加速度の定義を説明できる。 20 20

力学の 3 つの基本法則を説明できる。 20 20

単振動の運動方程式を解き、その運動を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

電
磁
気
学

２ 2

この科目では、電気と磁気を統一的に理解する物理学の
一分野である「電磁気学」の基礎を扱います。電磁気学
は電流や電気回路などを理解する基礎理論であり、重要
な科目です。この科目では、まず「電荷を担う基礎的な
ものは電子などの粒子であること」や「電流は電子の集
団の運動であること」など基本的な自然界の姿を学びま
す。次に、これを踏まえて、電場（電界）や磁場（磁界）
といった「場」という概念を学びます。なお、電磁気学
の内容には力学の考え方を応用して理解するものが髄所
に出てきます。電磁気学を学ぶ前に力学を学んでおくこ
とが必要です。

電気力と電場の関係を説明できる。 20 20 

電位と静電エネルギーを説明できる。 20 20 

ミクロな視点で電流を説明できる。 20 20 

ローレンツ力と磁場（磁束密度）の関係を説明できる。 20 20 

電流が作る磁場（磁束密度）を図を使って説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

情
報
シ
ス
テ
ム

入
門
セ
ミ
ナ

１ １
大学生活全般に関わる指導と支援を行うこと、専門課程
に対する関心や興味を喚起することを目的として、学士
課程教育プログラム、安全教育、キャリア教育、専任教
員の教育研究活動などについて学びます。

学士課程教育プログラムを理解している。 10 5 5 5 25

安全に学生生活を送るための知識を把握している。 10 5 5 5 25

キャリア形成に関わる知識を把握している。 5 5 5 5 20

学科教員教育活動または研究室研究活動を概ね理解している。 10 10 10 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 30 25 15 15 15 0 0 100

科
目
群

区

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ５  ｄ１  ｄ２ 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

線
形
代
数
３

２ 3

情報理系に必要な数学の基礎として、平面・空間のベク
トルを一般化した多次元ベクトル空間（線形空間）のと
らえ方を学んだ上で、連立一次方程式などへの応用を意
図しつつ、行列から直交基底系を生成する方法ならびに
行列の固有値分解・対角化について学びます。

一次独立とは何か理解できる。 20 20

ベクトル空間の基底系とは何か理解できる。 20 20

グラム・シュミットの方法で直交基底系を作ることができる。 20 20

正方行列の固有値と固有ベクトルを求めることができる。 20 20

行列の対角化ができる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

情
報
数
学

２ ２

情報科学を学ぶためには、数学理論の基礎となる数理理
論の思考法を理解することが重要となります。本授業で
は、情報科学を学ぶ上での基礎的な離散数学の内容とし
て、集合、論理、関係、代数系、グラフ理論などについ
て学習します。情報科学で必要となる数学的概念や表記
法を理解することを目標とします。

集合、論理の基本概念と表現方法を理解している。 20 5 25

数学における基本的な証明手法について説明できる。 10 5 15

関係と写像について説明できる。 10 5 15

群・環・体などの代数系について説明できる。 10 5 15

同値関係・順序関係について説明できる。 10 5 15

事象間の関係をグラフで表現することができる。 10 5 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 40 30 0 0 0 30 100

確
率
・
統
計

２ 3

集合・事象・標本空間など出発点の考え方を知った上で、
確率変数と確率密度関数、分布関数、期待値、分散など
重要な量とそれらに関わる定理を学びます。また、ポア
ソン分布・正規分布など代表的な確率分布についても学
びます。

集合の和と積を説明できる。 25 25 

順列と組合せを説明できる。 25 25 

集合を使って確率を説明できる。 25 25 

正規分布の平均と分散を知っている。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

　
　
情
報
統
計
学

２ 4

コンピュータを利用して膨大な情報（データ）を効率的
に処理し、必要な情報を抽出するために必要な統計処理
の最も基本的な知識・技術の習得することを目的としま
す。また、表計算ソフトウェアを用いた演習を通じて理
解を深めます。

統計処理に必要な Excel の関数を扱える。 5 10 15

度数分布表とヒストグラムを作成できる。 5 5 5 15

基本統計量について説明できる。 5 5 5 10 25

簡単な回帰分析ができる。 5 5 5 15

正規分布を説明できる。 5 5 5 15

検定方法を説明できる。 5 5 5 15

検定方法を説明できる。 0 0 0 0 0 0 0 10 25 25 0 40 100

力
学 ２ 1

物理学の一分野である力学の主な目的は「物体の運動を
知ること」だと⾔えます。
その理論体系には自然科学を応用する工学・情報学の考
え方の基礎が集約されています。
この科目の大きな目標は、

（１）ベクトルに基づいて、力の合成・分解を正確に理解
する

（２）微分積分に基づいて、運動方程式を解くことで物体
の運動が決定できることを学ぶ
の二つです。
なお、理系の大学生には「物事を理路整然と理解すること」
が必要になりますが、その理路整然とした理解を実行す
る具体例としても、力学は好都合です。

力の合成・分解をベクトルを使って説明できる。 20 20

基本的な力（重力、ばねの力、摩擦力）の法則を説明できる。 20 20

速度、加速度の定義を説明できる。 20 20

力学の 3 つの基本法則を説明できる。 20 20

単振動の運動方程式を解き、その運動を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

電
磁
気
学

２ 2

この科目では、電気と磁気を統一的に理解する物理学の
一分野である「電磁気学」の基礎を扱います。電磁気学
は電流や電気回路などを理解する基礎理論であり、重要
な科目です。この科目では、まず「電荷を担う基礎的な
ものは電子などの粒子であること」や「電流は電子の集
団の運動であること」など基本的な自然界の姿を学びま
す。次に、これを踏まえて、電場（電界）や磁場（磁界）
といった「場」という概念を学びます。なお、電磁気学
の内容には力学の考え方を応用して理解するものが髄所
に出てきます。電磁気学を学ぶ前に力学を学んでおくこ
とが必要です。

電気力と電場の関係を説明できる。 20 20 

電位と静電エネルギーを説明できる。 20 20 

ミクロな視点で電流を説明できる。 20 20 

ローレンツ力と磁場（磁束密度）の関係を説明できる。 20 20 

電流が作る磁場（磁束密度）を図を使って説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 100

情
報
シ
ス
テ
ム

入
門
セ
ミ
ナ

１ １
大学生活全般に関わる指導と支援を行うこと、専門課程
に対する関心や興味を喚起することを目的として、学士
課程教育プログラム、安全教育、キャリア教育、専任教
員の教育研究活動などについて学びます。

学士課程教育プログラムを理解している。 10 5 5 5 25

安全に学生生活を送るための知識を把握している。 10 5 5 5 25

キャリア形成に関わる知識を把握している。 5 5 5 5 20

学科教員教育活動または研究室研究活動を概ね理解している。 10 10 10 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 30 25 15 15 15 0 0 100

科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ５  ｄ１  ｄ２ 合　　計
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専
門
基
礎
科
目
群

情
報
処
理
概
論

２ １
情報を科学的にとらえ、コンピュータの仕組みや様々な
信号をディジタル信号として扱う方法を概観する。また、
コンピュータ内での情報の表現方法、演算方法などを学
ぶ。今後学ぶ「情報」関連科目の基本原理と考え方を学ぶ。

コンピュータでは、すべての情報が 2 進数で表される理由を説明で
きる。 20 20

10 進数、2 進数、16 進数を相互に変換することができる。 10 10 20

アナログ信号をディジタル信号に変換する原理を説明できる。 10 10 20

コンピュータ内で、文字、画像、音などの情報がどのように扱われ
るか説明できる。 20 20

コンピュータの基本的な仕組み・動作がわかる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 20 80 0 0 0 0 0 100

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
基
礎

２ ２

ディジタル回路の基礎となる基本論理ゲート、論理式を
記述するためのブール代数、カルノー図を用いた論理式
の簡単化、論理回路の実用的な表現方法、真理値表から
論理回路を実現する方法を学びます．また、順序管路と
して各種フリップフロップについて学びます．

基本論理ゲートの機能がわか。 5 10 15

ブール代数による論理式の演算がわかる。 5 10 15

カルノー図を用いて論理式を簡単化することができる。 5 15 20

真理値表から論理回路を構成することができる。 5 10 5 20

フリップフロップの機能がわかる。 5 10 15

フリップフロップのタイミング図を作成することができる。 5 10 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 30 65 5 0 0 0 0 100

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
概
論

２ 1

身の回りで広く利用されている情報通信サービスがどの
ような仕組みにより実現されているのかを、インターネッ
トで広く利用されている TCP/IP モデルとその通信プロ
トコルを中心に学習し、コンピュータネットワークに関
する基礎技術について理解を進めます。

インターネットについて説明できる。 20 20

クライアント・サーバシステムと代表的な WWW システムについて
説明できる。 20 20

インターネットを使って情報検索の仕組みについて説明でき、その
利用ができる。 10 5 5 20

自分のコンピュータをインターネットに接続するための設定方法を
理解し、実行できる。 10 10 20

インターネット利用時のモラルやエチケット、法律について説明で
きる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 70 0 0 15 0 15 100

C
Ｐ
Ｓ
概
論

２ 2

現代社会は情報社会（第 4 段階）から超スマート社会（第
5 段階）に向かっております。その実現には、サイバーフィ
ジカルシステム（CPS) の効果的な活用が必要不可欠と
なります。この授業では、CPS の概念および CPS で必
要となる技術的・社会的知識について学びます。

CPS の概念について説明できる。 10 5 15

CPS による課題解決のための基礎的なデータ処理ができる。 5 5 5 5 5 25

フィジカル空間で必要とされる技術およびシステムの構成について
説明できる。 10 5 15

サイバー空間で必要とされる技術およびシステムの構成について説
明できる。 10 5 15

CPS により実現される超スマート社会について説明できる。 5 10 15

CPS の社会実装のために必要なルールについて説明できる。 5 10 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 5 45 40 5 5 0 0 100

基
礎
電
気
回
路

２ １

現代のコンピュータを支える半導体の基礎となる回路技
術は、あらゆる分野で使われている極めて重要な技術で
あります。この授業では、情報系学生であっても最低限
身につけてもらいたい回路の常識を、直流回路に対する
理論を通じて学び、演習を交えて理解を深めます。

電圧と電流の関係がわかる。 20 20 

オームの法則を使って電圧、電流、抵抗の値を計算することができる。 5 5 5 5 20 

直列接続、並列接続された抵抗の値を計算することができる。 5 5 5 15 

電力の値を計算することができる。 5 5 5 15 

分圧・分流の法則がわかる。 5 5 5 15 

キルヒホッフの法則がわかる。 5 5 5 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 5 45 25 5 0 0 20 100

Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
１

２
１
［
２
］

C ⾔語について、変数、条件分岐、繰り返し処理、配列
など、基本的な機能要素・処理要素を学習します。そし
て、これらを用いたプログラム作成と動作確認を通じて、
プログラミングの基礎技術を学びます。

変数の役割、型について説明できる。 6 10 4 20

プログラムの実行順序について説明できる。 6 10 4 20

分岐処理と繰り返し処理を書くことができる。 6 10 4 20

繰り返し処理により配列を操作することができる。 6 10 4 20

変数の内容を適切な形で出力できる。 6 10 4 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 30 50 0 20 0 0 100

Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
２

２
2
［
3
］

C ⾔語について、関数、ポインタ、構造体、ファイル入
出力処理を学びます。そして、これらを用いたプログラ
ムの作成と動作確認を通じて、より実用的なプログラム
の開発技術を学びます。

関数の定義、仮引数について説明できる。 4 8 4 16

関数呼出しを含んだプログラムの実行順序について説明できる。 4 8 4 16

ポインタを用いたプログラムの実行結果を説明できる。 4 8 4 16

構造体を用いたプログラムを作成できる。 4 8 5 4 5 26

ファイル入出力処理するプログラムを作成できる 4 8 5 4 5 26

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 20 40 10 20 0 10 100

科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ５  ｄ１  ｄ２ 合　　計

専
門
基
礎
科
目
群

情
報
処
理
概
論

２ １
情報を科学的にとらえ、コンピュータの仕組みや様々な
信号をディジタル信号として扱う方法を概観する。また、
コンピュータ内での情報の表現方法、演算方法などを学
ぶ。今後学ぶ「情報」関連科目の基本原理と考え方を学ぶ。

コンピュータでは、すべての情報が 2 進数で表される理由を説明で
きる。 20 20

10 進数、2 進数、16 進数を相互に変換することができる。 10 10 20

アナログ信号をディジタル信号に変換する原理を説明できる。 10 10 20

コンピュータ内で、文字、画像、音などの情報がどのように扱われ
るか説明できる。 20 20

コンピュータの基本的な仕組み・動作がわかる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 20 80 0 0 0 0 0 100

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
基
礎

２ ２

ディジタル回路の基礎となる基本論理ゲート、論理式を
記述するためのブール代数、カルノー図を用いた論理式
の簡単化、論理回路の実用的な表現方法、真理値表から
論理回路を実現する方法を学びます．また、順序管路と
して各種フリップフロップについて学びます．

基本論理ゲートの機能がわか。 5 10 15

ブール代数による論理式の演算がわかる。 5 10 15

カルノー図を用いて論理式を簡単化することができる。 5 15 20

真理値表から論理回路を構成することができる。 5 10 5 20

フリップフロップの機能がわかる。 5 10 15

フリップフロップのタイミング図を作成することができる。 5 10 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 30 65 5 0 0 0 0 100

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
概
論

２ 1

身の回りで広く利用されている情報通信サービスがどの
ような仕組みにより実現されているのかを、インターネッ
トで広く利用されている TCP/IP モデルとその通信プロ
トコルを中心に学習し、コンピュータネットワークに関
する基礎技術について理解を進めます。

インターネットについて説明できる。 20 20

クライアント・サーバシステムと代表的な WWW システムについて
説明できる。 20 20

インターネットを使って情報検索の仕組みについて説明でき、その
利用ができる。 10 5 5 20

自分のコンピュータをインターネットに接続するための設定方法を
理解し、実行できる。 10 10 20

インターネット利用時のモラルやエチケット、法律について説明で
きる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 70 0 0 15 0 15 100

C
Ｐ
Ｓ
概
論

２ 2

現代社会は情報社会（第 4 段階）から超スマート社会（第
5 段階）に向かっております。その実現には、サイバーフィ
ジカルシステム（CPS) の効果的な活用が必要不可欠と
なります。この授業では、CPS の概念および CPS で必
要となる技術的・社会的知識について学びます。

CPS の概念について説明できる。 10 5 15

CPS による課題解決のための基礎的なデータ処理ができる。 5 5 5 5 5 25

フィジカル空間で必要とされる技術およびシステムの構成について
説明できる。 10 5 15

サイバー空間で必要とされる技術およびシステムの構成について説
明できる。 10 5 15

CPS により実現される超スマート社会について説明できる。 5 10 15

CPS の社会実装のために必要なルールについて説明できる。 5 10 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 5 45 40 5 5 0 0 100

基
礎
電
気
回
路

２ １

現代のコンピュータを支える半導体の基礎となる回路技
術は、あらゆる分野で使われている極めて重要な技術で
あります。この授業では、情報系学生であっても最低限
身につけてもらいたい回路の常識を、直流回路に対する
理論を通じて学び、演習を交えて理解を深めます。

電圧と電流の関係がわかる。 20 20 

オームの法則を使って電圧、電流、抵抗の値を計算することができる。 5 5 5 5 20 

直列接続、並列接続された抵抗の値を計算することができる。 5 5 5 15 

電力の値を計算することができる。 5 5 5 15 

分圧・分流の法則がわかる。 5 5 5 15 

キルヒホッフの法則がわかる。 5 5 5 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 5 45 25 5 0 0 20 100

Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
１

２
１
［
２
］

C ⾔語について、変数、条件分岐、繰り返し処理、配列
など、基本的な機能要素・処理要素を学習します。そし
て、これらを用いたプログラム作成と動作確認を通じて、
プログラミングの基礎技術を学びます。

変数の役割、型について説明できる。 6 10 4 20

プログラムの実行順序について説明できる。 6 10 4 20

分岐処理と繰り返し処理を書くことができる。 6 10 4 20

繰り返し処理により配列を操作することができる。 6 10 4 20

変数の内容を適切な形で出力できる。 6 10 4 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 30 50 0 20 0 0 100

Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
２

２
2
［
3
］

C ⾔語について、関数、ポインタ、構造体、ファイル入
出力処理を学びます。そして、これらを用いたプログラ
ムの作成と動作確認を通じて、より実用的なプログラム
の開発技術を学びます。

関数の定義、仮引数について説明できる。 4 8 4 16

関数呼出しを含んだプログラムの実行順序について説明できる。 4 8 4 16

ポインタを用いたプログラムの実行結果を説明できる。 4 8 4 16

構造体を用いたプログラムを作成できる。 4 8 5 4 5 26

ファイル入出力処理するプログラムを作成できる 4 8 5 4 5 26

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 20 40 10 20 0 10 100

科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ５  ｄ１  ｄ２ 合　　計
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専
門
科
目
群

基
礎
科
目

Ｐ
ｙ
ｔ
ｈ
ｏ
ｎ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
１

２ 3
Python を用いたプログラミングの基礎技術を学びます。
特に C ⾔語との違いについて理解し、変数、条件分岐、
繰り返し処理、リスト、ディクショナリなど、基本的な
機能要素・処理要素を学習します。

C ⾔語との違いについて説明できる。 4 10 6 20

リスト、ディクショナリなど C ⾔語にないデータ型について説明で
きる。 4 10 6 20

分岐処理と繰り返し処理を書くことができる。 4 10 6 20

リストを用いた繰り返し処理を書くことができる。 4 10 6 20

関数を定義することができる。 4 10 6 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 20 50 0 30 0 0 100

Ｐ
ｙ
ｔ
ｈ
ｏ
ｎ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
２

２ 4

Python を用いた実用的なプログラムの開発技術を学びま
す。クラスを使用したオブジェクト指向的なプログラミ
ング技術や、モジュールを使用したプログラミングにつ
いて学習します。特にデータサイエンスに関する演習を
重点的に実施します。

オブジェクト指向プログラミングについて説明できる。 5 10 2 17

クラスを用いたプログラムを作成できる。 5 10 2 17

モジュールの使い方について説明できる。 10 2 12

データを分析するプログラムを作成できる。 10 10 2 5 27

データを可視化するプログラムを作成できる。 10 10 2 5 27

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 10 50 20 10 0 10 100

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と

デ
ー
タ
構
造
１

２ 3

コンピュータで問題を解く手順であるアルゴリズムと
データを表現・格納するためのデータ構造について系統
的に学びます。計算量を含むアルゴリズムの基本的な考
え方、整列・探索アルゴリズムの基本手法などについて
学びます。

アルゴリズムとは何か説明ができる。 20 20

計算量について説明ができる。 10 5 15

関数の再帰的呼び出しが分かる。 10 5 15

ソートアルゴリズムについて説明ができる。 20 15 35

リニアサーチ、バイナリサーチについて説明ができる。 10 5 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 70 0 0 0 30 100

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と

デ
ー
タ
構
造
２

２ 4

「アルゴリズムとデータ構造１」に引き続き、基本的なア
ルゴリズム及びデータ構造の考え方と設計方法について
C ⾔語を用いたプログラミング演習を通じて学習します。
具体的には、スタック・キュー・二分木などのデータ構
造と、グラフ探索、ハッシュ探索、ヒープソート等のア
ルゴリズムについて学びます。

スタック、キュー、リスト、二分木のデータ構造について説明できる。 10 10 20

グラフ探索のアルゴリズムについて説明できる。 10 10 20

二分探索木に関するアルゴリズムについて説明できる。 10 10 20

ヒープに関するアルゴリズムについて説明できる。 10 10 20

ハッシュ探索について説明できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 50 0 0 0 50 100

数
値
計
算
法

２ 6
情報システムとその周辺分野で利用される数値計算法に
ついて取り上げます。特に、数値計算の誤差、補間、数
値積分、様々な方程式の数値的解法について学び、プロ
グラミング演習を通じて身につけます。

コンピュータによる数値計算とその誤差について説明できる。 5 5 5 5 20

補間と近似について説明できる。 5 5 5 5 20

非線形方程式の解法について説明できる。 5 5 5 5 20

常微分方程式の数値的解法について説明できる。 5 5 5 5 20

連立一次方程式の解法について説明できる。 5 5 5 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 25 0 25 25 25 0 0 100

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
１

２ ３

モデルコンピュータとして COMET ２を取り上げ、コン
ピュータの設計思想であるコンピュータアーキテクチャ
について、ハードウェアとソフトウェアの機能分担を中
心に講義します。最初に、コンピュータアーキテクチャ
の基本となる論理回路について復習します。続いて、コ
ンピュータを構成する算術論理演算装置 (ALU)、メモリ、
入出力の実現方式について解説します。

ノイマン・コンピュータの基本構成を理解できる。 10 10 20 

全加算器にて ALU を構成できることが理解できる。 10 10 20 

演算フラグの役割を理解できる。 10 10 20 

命令コードの構成を説明できる。 10 10 20 

簡単な命令の逆アセンブル手順を説明できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 0 0 100

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
２

２ ４

コンピュータアーキテクチャ１に引き続いて、コンピュー
タの設計手順や構成方法に関する基本的な事項を講義し
ます。ここでは、理解を深めるために、仮想コンピュー
タ COMET ２のほか、実際のマイクロプロセッサを取り
上げます。

実効アドレスを求める手順を説明できる。 10 10 20 

LD 命令と LAD 命令の区別が説明できる。 10 5 15 

演算命令でフラグが変化する理由を説明できる。 10 5 15 

プログラムカウンタの役割を説明できる。 10 5 15 

スタックポインタの役割を説明できる。 10 5 15 

命令フェッチサイクルの流れを説明できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 60 40 0 0 0 0 100

科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ５  ｄ１  ｄ２ 合　　計

専
門
科
目
群

基
礎
科
目

Ｐ
ｙ
ｔ
ｈ
ｏ
ｎ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
１

２ 3
Python を用いたプログラミングの基礎技術を学びます。
特に C ⾔語との違いについて理解し、変数、条件分岐、
繰り返し処理、リスト、ディクショナリなど、基本的な
機能要素・処理要素を学習します。

C ⾔語との違いについて説明できる。 4 10 6 20

リスト、ディクショナリなど C ⾔語にないデータ型について説明で
きる。 4 10 6 20

分岐処理と繰り返し処理を書くことができる。 4 10 6 20

リストを用いた繰り返し処理を書くことができる。 4 10 6 20

関数を定義することができる。 4 10 6 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 20 50 0 30 0 0 100

Ｐ
ｙ
ｔ
ｈ
ｏ
ｎ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
２

２ 4

Python を用いた実用的なプログラムの開発技術を学びま
す。クラスを使用したオブジェクト指向的なプログラミ
ング技術や、モジュールを使用したプログラミングにつ
いて学習します。特にデータサイエンスに関する演習を
重点的に実施します。

オブジェクト指向プログラミングについて説明できる。 5 10 2 17

クラスを用いたプログラムを作成できる。 5 10 2 17

モジュールの使い方について説明できる。 10 2 12

データを分析するプログラムを作成できる。 10 10 2 5 27

データを可視化するプログラムを作成できる。 10 10 2 5 27

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 10 50 20 10 0 10 100

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と

デ
ー
タ
構
造
１

２ 3

コンピュータで問題を解く手順であるアルゴリズムと
データを表現・格納するためのデータ構造について系統
的に学びます。計算量を含むアルゴリズムの基本的な考
え方、整列・探索アルゴリズムの基本手法などについて
学びます。

アルゴリズムとは何か説明ができる。 20 20

計算量について説明ができる。 10 5 15

関数の再帰的呼び出しが分かる。 10 5 15

ソートアルゴリズムについて説明ができる。 20 15 35

リニアサーチ、バイナリサーチについて説明ができる。 10 5 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 70 0 0 0 30 100

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と

デ
ー
タ
構
造
２

２ 4

「アルゴリズムとデータ構造１」に引き続き、基本的なア
ルゴリズム及びデータ構造の考え方と設計方法について
C ⾔語を用いたプログラミング演習を通じて学習します。
具体的には、スタック・キュー・二分木などのデータ構
造と、グラフ探索、ハッシュ探索、ヒープソート等のア
ルゴリズムについて学びます。

スタック、キュー、リスト、二分木のデータ構造について説明できる。 10 10 20

グラフ探索のアルゴリズムについて説明できる。 10 10 20

二分探索木に関するアルゴリズムについて説明できる。 10 10 20

ヒープに関するアルゴリズムについて説明できる。 10 10 20

ハッシュ探索について説明できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 50 0 0 0 50 100

数
値
計
算
法

２ 6
情報システムとその周辺分野で利用される数値計算法に
ついて取り上げます。特に、数値計算の誤差、補間、数
値積分、様々な方程式の数値的解法について学び、プロ
グラミング演習を通じて身につけます。

コンピュータによる数値計算とその誤差について説明できる。 5 5 5 5 20

補間と近似について説明できる。 5 5 5 5 20

非線形方程式の解法について説明できる。 5 5 5 5 20

常微分方程式の数値的解法について説明できる。 5 5 5 5 20

連立一次方程式の解法について説明できる。 5 5 5 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 25 0 25 25 25 0 0 100

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
１

２ ３

モデルコンピュータとして COMET ２を取り上げ、コン
ピュータの設計思想であるコンピュータアーキテクチャ
について、ハードウェアとソフトウェアの機能分担を中
心に講義します。最初に、コンピュータアーキテクチャ
の基本となる論理回路について復習します。続いて、コ
ンピュータを構成する算術論理演算装置 (ALU)、メモリ、
入出力の実現方式について解説します。

ノイマン・コンピュータの基本構成を理解できる。 10 10 20 

全加算器にて ALU を構成できることが理解できる。 10 10 20 

演算フラグの役割を理解できる。 10 10 20 

命令コードの構成を説明できる。 10 10 20 

簡単な命令の逆アセンブル手順を説明できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 0 0 100

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
２

２ ４

コンピュータアーキテクチャ１に引き続いて、コンピュー
タの設計手順や構成方法に関する基本的な事項を講義し
ます。ここでは、理解を深めるために、仮想コンピュー
タ COMET ２のほか、実際のマイクロプロセッサを取り
上げます。

実効アドレスを求める手順を説明できる。 10 10 20 

LD 命令と LAD 命令の区別が説明できる。 10 5 15 

演算命令でフラグが変化する理由を説明できる。 10 5 15 

プログラムカウンタの役割を説明できる。 10 5 15 

スタックポインタの役割を説明できる。 10 5 15 

命令フェッチサイクルの流れを説明できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 60 40 0 0 0 0 100

科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ５  ｄ１  ｄ２ 合　　計
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科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ５  ｄ１  ｄ２ 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目

オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

シ
ス
テ
ム

２ ３
オペレーティングシステム（OS）の種類と、その基本機
能について学びます。特にサーバでよく使われる UNIX-
OS のコマンドについて一部実習を通じて学び、パソコ
ン OS(Windows）との違いを具体的に理解します。

OS の役割を説明できる。 5 15 20

マルチプログラミングを説明できる。 5 15 20

割り込みを説明できる。 5 15 20

メモリ管理手法を説明できる。 5 15 20

UNIX の代表的なコマンドを列挙できる。 15 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 20 60 15 5 0 0 100 

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
1

２ ２

コンピュータネットワークのアーキテクチャ、プロトコ
ル、OSI 参照モデル、といった基本概念を学ぶとともに、
イーサネットおよび無線 LAN といった代表的なネット
ワークにおける物理層、データリンク層ならびに IP アド
レス (IPv4、IPv6) の仕組みについて学びます。

ネットワークの構成要素・接続形態を説明できる。 5 5 10

パケット交換方式について説明できる。 10 10

OSI 参照モデル・TCP/IP モデルを説明できる。 10 10

イーサネットおよび無線 LAN の概要を説明できる。 15 10 5 5 35

IP アドレスならびにネットマスクの役割を説明できる。 10 10 5 10 35

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 5 50 20 10 0 0 15 100

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
2

２ ３

上位層でのネットワーク技術として、IP でパケットを転
送するためのルーティングおよび DNS について学ぶと
ともに、トランスポート層における TCP、 UDP の動作に
ついて学びます。また、電子メール等の代表的なアプリ
ケーションプロトコルについて、一部実習も行いながら
学びます。

各種ルーティングの仕組みについて説明できる。 10 5 15

DNS の動作について説明できる。 5 5 5 15

TCP、 UDP の動作について説明できる。 15 10 5 30

アプリケーションプロトコルの仕組みについて説明できる。 10 5 5 20

ネットワークの主要なコマンドを利用できる。 5 5 5 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 30 35 10 5 0 20 100

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
１

２ ５
共通鍵暗号技術や公開鍵暗号技術、電子署名や公開鍵基
盤、アクセス制御技術を中心に学習し、情報社会を支え
ているセキュリティ基礎技術やその応用技術について理
解を進めます。

セキュリティ三原則について説明できる。 10 10 15

代表的な共通鍵暗号方式である AES について説明できる。 5 5 10 15

代表的な公開鍵暗号方式である RSA について説明できる。 5 5 10 30

電子署名および公開鍵基盤、SSL の仕組みについて説明できる。 5 10 5 20

アクセス制御の原理について説明でき、その利用ができる。 5 5 5 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 10 30 45 5 5 0 20 100

情
報
理
論

２ ４

情報の量 ( ビット ) の定義を行い、情報量の計算をして、
自己情報量や平均情報量を算出します。また、効率のよ
い符号化について学び、さらに、送信されてきた情報を
受信側でチェックし誤りのある場合にはそれを受信側で
訂正できる符号化法についても学習します。

自己情報量が説明できる。 5 15 20

エントロピーを求めることができる。 5 15 20

通信系のモデルについて説明できる。 5 15 20

マルコフ情報源について説明できる。 5 15 20

２元対称通信路について説明できる。 5 15 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 25 75 0 0 0 0 0 100

オ
ー
ト
マ
ト
ン
・
言
語
理
論

２ ４

オートマトン理論に関して、有限オートマトンとそれを
拡張したプッシュダウンオートマトンを学びます。また、
⾔語理論に関して、有限オートマトンに対応する正規文
法、プッシュダウンオートマトンに対応する文脈自由文
法、これらの文法により生成される正規⾔語・文脈自由
⾔語を学びます。

有限オートマトンに対する状態遷移図を構成できる。 20 20

非決定性有限オートマトンから等価な決定性有限オートマトンを構
成できる。 20 20

最簡形の有限オートマンを構成できる。 20 20

有限オートマトンから正規文法を構成できる。 20 20

正規文法から有限オートマトンを構成できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

電
気
回
路
１

２ 2

エネルギーインフラを司る交流電気回路の基礎となる電
気回路はあらゆる電子機器に不可欠であり、情報系学生
も学ばなければならない重要な技術です。この授業では、
抵抗、コイル、コンデンサを用いた基本的な交流回路に
関する最低限身につけて欲しい常識を演習を交えて学び
ます。

正弦波交流電圧および電流の各波形を描くことができる。 5 10 5 20

正弦波交流電圧および電流の実効値が理解できる。 5 10 5 20

リアクタンスおよびインピーダンスが理解できる。 5 10 5 20

正弦波交流の電圧、電流の位相角が理解できる。 5 10 5 20

有効電力、無効電力、皮相電力の関係が理解できる。 5 10 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 25 50 25 0 0 0 0 100

科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ５  ｄ１  ｄ２ 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目

オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

シ
ス
テ
ム

２ ３
オペレーティングシステム（OS）の種類と、その基本機
能について学びます。特にサーバでよく使われる UNIX-
OS のコマンドについて一部実習を通じて学び、パソコ
ン OS(Windows）との違いを具体的に理解します。

OS の役割を説明できる。 5 15 20

マルチプログラミングを説明できる。 5 15 20

割り込みを説明できる。 5 15 20

メモリ管理手法を説明できる。 5 15 20

UNIX の代表的なコマンドを列挙できる。 15 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 20 60 15 5 0 0 100 

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
1

２ ２

コンピュータネットワークのアーキテクチャ、プロトコ
ル、OSI 参照モデル、といった基本概念を学ぶとともに、
イーサネットおよび無線 LAN といった代表的なネット
ワークにおける物理層、データリンク層ならびに IP アド
レス (IPv4、IPv6) の仕組みについて学びます。

ネットワークの構成要素・接続形態を説明できる。 5 5 10

パケット交換方式について説明できる。 10 10

OSI 参照モデル・TCP/IP モデルを説明できる。 10 10

イーサネットおよび無線 LAN の概要を説明できる。 15 10 5 5 35

IP アドレスならびにネットマスクの役割を説明できる。 10 10 5 10 35

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 5 50 20 10 0 0 15 100

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
2

２ ３

上位層でのネットワーク技術として、IP でパケットを転
送するためのルーティングおよび DNS について学ぶと
ともに、トランスポート層における TCP、 UDP の動作に
ついて学びます。また、電子メール等の代表的なアプリ
ケーションプロトコルについて、一部実習も行いながら
学びます。

各種ルーティングの仕組みについて説明できる。 10 5 15

DNS の動作について説明できる。 5 5 5 15

TCP、 UDP の動作について説明できる。 15 10 5 30

アプリケーションプロトコルの仕組みについて説明できる。 10 5 5 20

ネットワークの主要なコマンドを利用できる。 5 5 5 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 30 35 10 5 0 20 100

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
１

２ ５
共通鍵暗号技術や公開鍵暗号技術、電子署名や公開鍵基
盤、アクセス制御技術を中心に学習し、情報社会を支え
ているセキュリティ基礎技術やその応用技術について理
解を進めます。

セキュリティ三原則について説明できる。 10 10 15

代表的な共通鍵暗号方式である AES について説明できる。 5 5 10 15

代表的な公開鍵暗号方式である RSA について説明できる。 5 5 10 30

電子署名および公開鍵基盤、SSL の仕組みについて説明できる。 5 10 5 20

アクセス制御の原理について説明でき、その利用ができる。 5 5 5 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 10 30 45 5 5 0 20 100

情
報
理
論

２ ４

情報の量 ( ビット ) の定義を行い、情報量の計算をして、
自己情報量や平均情報量を算出します。また、効率のよ
い符号化について学び、さらに、送信されてきた情報を
受信側でチェックし誤りのある場合にはそれを受信側で
訂正できる符号化法についても学習します。

自己情報量が説明できる。 5 15 20

エントロピーを求めることができる。 5 15 20

通信系のモデルについて説明できる。 5 15 20

マルコフ情報源について説明できる。 5 15 20

２元対称通信路について説明できる。 5 15 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 25 75 0 0 0 0 0 100

オ
ー
ト
マ
ト
ン
・
言
語
理
論

２ ４

オートマトン理論に関して、有限オートマトンとそれを
拡張したプッシュダウンオートマトンを学びます。また、
⾔語理論に関して、有限オートマトンに対応する正規文
法、プッシュダウンオートマトンに対応する文脈自由文
法、これらの文法により生成される正規⾔語・文脈自由
⾔語を学びます。

有限オートマトンに対する状態遷移図を構成できる。 20 20

非決定性有限オートマトンから等価な決定性有限オートマトンを構
成できる。 20 20

最簡形の有限オートマンを構成できる。 20 20

有限オートマトンから正規文法を構成できる。 20 20

正規文法から有限オートマトンを構成できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

電
気
回
路
１

２ 2

エネルギーインフラを司る交流電気回路の基礎となる電
気回路はあらゆる電子機器に不可欠であり、情報系学生
も学ばなければならない重要な技術です。この授業では、
抵抗、コイル、コンデンサを用いた基本的な交流回路に
関する最低限身につけて欲しい常識を演習を交えて学び
ます。

正弦波交流電圧および電流の各波形を描くことができる。 5 10 5 20

正弦波交流電圧および電流の実効値が理解できる。 5 10 5 20

リアクタンスおよびインピーダンスが理解できる。 5 10 5 20

正弦波交流の電圧、電流の位相角が理解できる。 5 10 5 20

有効電力、無効電力、皮相電力の関係が理解できる。 5 10 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 25 50 25 0 0 0 0 100

34



科
目
群

区

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ５  ｄ１  ｄ２ 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目

電
気
回
路
２

２ ３

１年次で学習した「基礎電気回路」および「電気回路１」
を基礎として、複素数を用いて電圧や電流を表すベクト
ル記号法について学びます。また、交流回路の基本的な
計算方法や法則、複雑な回路の電圧や電流を求めるため
の回路解析法について学びます。

複素数の基本的な計算ができる。 10 10 

静電容量および自己インダクタンスの複素数表示がわかる。 10 10 20 

R、L、C の直並列回路の合成インピーダンスおよび合成アドミタン
スを求めることができる。 10 10 20 

R、L、C の直列回路および並列回路の共振がわかる。 10 5 15 

交流ブリッジ回路の平衡条件がわかる。 10 5 15 

閉路電流法および節点電圧法によって回路方程式を求めることがで
きる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 60 40 0 0 0 0 100

情
報
演
習
Ａ

４ ３

サイバーフィジカルシステムに関する基礎的となる、電
気・電子回路、論理回路について講義と演習を通して学
習します。授業では、基本的な電気・電子回路の動作原
理や特性、電圧・電流等の計測手法や計測機器の操作方
法について学びます。また、ディジタル IC を使用した回
路製作の実習を通してハードウェア技術の基礎を体験的
に学びます。

抵抗回路の合成抵抗の計算ができる。 5 5 5 15

電圧や電流の測定方法がわかる。 5 5 5 15

テスタやオシロスコープの基本的な操作方法がわかる。 5 10 5 20

ブール代数の定理やカルノー図を用いて論理式を簡単化できる。 5 5 5 15

真理値表を論理式で表すことができる。 5 5 5 15

基本的なディジタル IC の機能や使用方法がわかる。 10 5 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 15 30 25 10 15 0 5 100

情
報
演
習
Ｂ

４ ４

サイバーフィジカルシステムに関する基礎的な知識と応
用能力を身につけます。センサーやアクチュエーターを
用いたデータ収集とその蓄積、データ分析、分析結果の
活用の内容を学びます。グループワークやプレゼンテー
ションを通して、問題解決能力やコミュニケーション能
力を養います。

マイコン特有の C ⾔語記述方法を理解できる。 5 10 5 20 

マイコンによる制御プログラムが作成できる。 5 10 5 20 

IP アドレスやネットマスクについて説明できる。 5 10 5 20 

Linux におけるネットワークの設定方法を説明できる。 5 10 5 20 

プレゼンテーション形式で調査内容を発表できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 20 40 0 20 0 20 100

情
報
演
習
Ｃ

４
5
・［
6
］

サイバーフィジカルシステムに関する基礎的な知識と応
用能力を身につけます。センサーやアクチュエーターを
用いたデータ収集とその蓄積、データ分析、分析結果の
活用の内容を学びます。グループワークやプレゼンテー
ションを通して、問題解決能力やコミュニケーション能
力を養います。

サイバーフィジカルシステムにおけるデータの収集方法を説明でき
る。 7 7 7 21

サイバーフィジカルシステムにおけるデータの蓄積方法を説明でき
る。 7 7 7 21

サイバーフィジカルシステムにおけるデータの分析方法を説明でき
る。 7 7 7 21

サイバーフィジカルシステムにおけるデータの活用方法を説明でき
る。 7 7 7 21

プレゼンテーション形式で調査内容を発表できる。 4 4 8 16

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 32 32 36 0 0 100

情
報
演
習
Ｄ

４

［
5
］・
6

サイバーフィジカルシステムに関する基礎的な知識と応
用能力を身につけます。センサーやアクチュエーターを
用いたデータ収集とその蓄積、データ分析、分析結果の
活用の内容を学びます。グループワークやプレゼンテー
ションを通して、問題解決能力やコミュニケーション能
力を養います。

サイバーフィジカルシステムにおけるデータの収集方法を説明でき
る。 7 7 7 21

サイバーフィジカルシステムにおけるデータの蓄積方法を説明でき
る。 7 7 7 21

サイバーフィジカルシステムにおけるデータの分析方法を説明でき
る。 7 7 7 21

サイバーフィジカルシステムにおけるデータの活用方法を説明でき
る。 7 7 7 21

プレゼンテーション形式で調査内容を発表できる。 4 4 8 16

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 32 32 36 0 0 100

コ
ン
パ
イ
ラ
構
成
法

２ ５

コンパイラは、プログラミング⾔語で記述されたソース
プログラムを機械語プログラムに翻訳するソフトウェア
です。コンパイラを構成するための技術体系として、コ
ンパイラの構成を理解した後、コンパイラの中核技術と
なる字句解析・構文解析・意味解析・コード生成の技法
について学習します。

コンパイラの構成を説明できる。 10 10 20
コンパイラの字句解析技法を説明できる。 10 10 20
コンパイラの構文解析技法を説明できる。 10 10 20
コンパイラの意味解析技法を説明できる。 10 10 20
コンパイラのコード生成技法を説明できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 0 0 100

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

２ 6

データベースのモデル論とシステム論を学習します。モ
デル論としては、基本概念、関係データモデル、データベー
ス⾔語ＳＱＬ、データベースの設計法を学びます。さらに、
システム論として、データベースシステムの主要な構築
技術を学びます。

関係データモデルを説明できる 10 10

関係代数の演算を説明できる。 20 20

関係データベース⾔語ＳＱＬを使って問合せを作成できる。 10 20 30

関係スキーマを設計できる。 20 20

データベースのシステム化技術を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 80 20 0 0 0 100

科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ５  ｄ１  ｄ２ 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目

電
気
回
路
２

２ ３

１年次で学習した「基礎電気回路」および「電気回路
１」を基礎として、複素数を用いて電圧や電流を表す
ベクトル記号法について学びます。また、交流回路の
基本的な計算方法や法則、複雑な回路の電圧や電流を
求めるための回路解析法について学びます。

10 10 
Ｒ、Ｌ、Ｃの直並列回路の合成インピーダンスおよび合成アドミタンスを
求めることができる。

10 10 20 

10 10 20 

交流ブリッジ回路の平衡条件がわかる。 10 5 15 

閉路電流法および節点電圧法によって回路方程式を求めることができる。 10 5 15 

重ね合わせの理、テブナンの定理、ノートンの定理がわかる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 60 40 0 0 0 0 100

情
報
演
習
Ａ

４ ３

サイバーフィジカルシステムに関する基礎的となる、電
気・電子回路、論理回路について講義と演習を通して学
習します。授業では、基本的な電気・電子回路の動作原
理や特性、電圧・電流等の計測手法や計測機器の操作方
法について学びます。また、ディジタル IC を使用した回
路製作の実習を通してハードウェア技術の基礎を体験的
に学びます。

抵抗回路の合成抵抗の計算ができる。 5 5 5 15

電圧や電流の測定方法がわかる。 5 5 5 15

テスタやオシロスコープの基本的な操作方法がわかる。 5 10 5 20

ブール代数の定理やカルノー図を用いて論理式を簡単化できる。 5 5 5 15

真理値表を論理式で表すことができる。 5 5 5 15

基本的なディジタル IC の機能や使用方法がわかる。 10 5 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 15 30 25 10 15 0 5 100

情
報
演
習
Ｂ

４ ４

サイバーフィジカルシステムに関する基礎的な知識と応
用能力を身につけます。センサーやアクチュエーターを
用いたデータ収集とその蓄積、データ分析、分析結果の
活用の内容を学びます。グループワークやプレゼンテー
ションを通して、問題解決能力やコミュニケーション能
力を養います。

マイコン特有の C ⾔語記述方法を理解できる。 5 10 5 20 

マイコンによる制御プログラムが作成できる。 5 10 5 20 

IP アドレスやネットマスクについて説明できる。 5 10 5 20 

Linux におけるネットワークの設定方法を説明できる。 5 10 5 20 

プレゼンテーション形式で調査内容を発表できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 20 40 0 20 0 20 100

情
報
演
習
Ｃ

４
5
・［
6
］

サイバーフィジカルシステムに関する基礎的な知識と応
用能力を身につけます。センサーやアクチュエーターを
用いたデータ収集とその蓄積、データ分析、分析結果の
活用の内容を学びます。グループワークやプレゼンテー
ションを通して、問題解決能力やコミュニケーション能
力を養います。

サイバーフィジカルシステムにおけるデータの収集方法を説明でき
る。 7 7 7 21

サイバーフィジカルシステムにおけるデータの蓄積方法を説明でき
る。 7 7 7 21

サイバーフィジカルシステムにおけるデータの分析方法を説明でき
る。 7 7 7 21

サイバーフィジカルシステムにおけるデータの活用方法を説明でき
る。 7 7 7 21

プレゼンテーション形式で調査内容を発表できる。 4 4 8 16

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 32 32 36 0 0 100

情
報
演
習
Ｄ

４

［
5
］・
6

サイバーフィジカルシステムに関する基礎的な知識と応
用能力を身につけます。センサーやアクチュエーターを
用いたデータ収集とその蓄積、データ分析、分析結果の
活用の内容を学びます。グループワークやプレゼンテー
ションを通して、問題解決能力やコミュニケーション能
力を養います。

サイバーフィジカルシステムにおけるデータの収集方法を説明でき
る。 7 7 7 21

サイバーフィジカルシステムにおけるデータの蓄積方法を説明でき
る。 7 7 7 21

サイバーフィジカルシステムにおけるデータの分析方法を説明でき
る。 7 7 7 21

サイバーフィジカルシステムにおけるデータの活用方法を説明でき
る。 7 7 7 21

プレゼンテーション形式で調査内容を発表できる。 4 4 8 16

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 32 32 36 0 0 100

コ
ン
パ
イ
ラ
構
成
法

２ ５

コンパイラは、プログラミング⾔語で記述されたソース
プログラムを機械語プログラムに翻訳するソフトウェア
です。コンパイラを構成するための技術体系として、コ
ンパイラの構成を理解した後、コンパイラの中核技術と
なる字句解析・構文解析・意味解析・コード生成の技法
について学習します。

コンパイラの構成を説明できる。 10 10 20
コンパイラの字句解析技法を説明できる。 10 10 20
コンパイラの構文解析技法を説明できる。 10 10 20
コンパイラの意味解析技法を説明できる。 10 10 20
コンパイラのコード生成技法を説明できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 0 0 100

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

２ 6

データベースのモデル論とシステム論を学習します。モ
デル論としては、基本概念、関係データモデル、データベー
ス⾔語ＳＱＬ、データベースの設計法を学びます。さらに、
システム論として、データベースシステムの主要な構築
技術を学びます。

関係データモデルを説明できる 10 10

関係代数の演算を説明できる。 20 20

関係データベース⾔語ＳＱＬを使って問合せを作成できる。 10 20 30

関係スキーマを設計できる。 20 20

データベースのシステム化技術を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 80 20 0 0 0 100

35

Ｒ、Ｌ、Ｃの直列回路および並列回路の共振がわかる。

静電容量および自己インダクタンスの複素数表示がわかる。



科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ５  ｄ１  ｄ２ 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目

分
散
処
理

２ 7

分散システムを理論的に捉え、いくつかの問題やそれを
解決する分散アルゴリズムについて学習します。分散ア
ルゴリズムの持つ本質的な性質を理解し、分散システム
上での新たなサービスの開発や提案のための基礎知識を
身に付けます。

分散システムとそのモデルを理解し説明できる。 20 20

分散アルゴリズムとその評価尺度を理解し説明できる。 20 20

分散システム固有の問題とその解決法を列挙できる。 20 20

分散システムの非同期性と局所性を理解し説明できる。 20 20

分散システム上での故障について理解し説明できる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

信
号
処
理
基
礎

２ ３

信号処理とは時間的あるいは空間的に変化する情報を、
数学的手法を用いてある目的に適合するように加工する
ことである。この授業では、その基礎的位置づけとして、
連続時間（アナログ量）に対する信号の表現方法や、信
号の特性を把握するための数学について学びます。

周波数と周期の関係がわかる。 10 5 15

信号の大きさと位相がわかる。 10 5 15

フーリエ級数展開の物理的意味がわかる。 5 5 5 5 20

オイラーの公式を使って複素正弦波が説明できる。 5 5 10

フーリエ級数展開を使って周波数スペクトルを求めることができる。 5 5 5 5 20

フーリエ変換の物理的意味がわかる。 5 5 5 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 15 40 25 0 5 0 15 100

デ
ィ
ジ
タ
ル
信
号

処
理 ２ ４

フーリエ変換・ラプラス変換とその離散版および標本化
定理など信号処理の基礎を学んだ上で、それらの応用と
して、周波数分析や離散時間システム（ディジタル・フィ
ルタ）について学びます。

離散フーリエ変換を知っている。 25 25
z 変換を知っている。 25 25
システムの極と安定性がわかる。 25 25
ディジタル・フィルタのブロック図がわかる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

デ
ィ
ジ
タ
ル
回
路

２ ５
情報機器を構成する実用的なディジタル回路の実現に必
要な、デコーダやマルチプレクサなどの各種組合せ回路
や、カウンタやシフトレジスタなどの順序回路の機能や
特徴およびそれらの設計方法について学びます。 

エンコーダ、デコーダの機能がわかる。 10 10 20
マルチプレクサ、デマルチプレクサの機能がわかる。 10 10 20
非同期式カウンタの仕組みがわかる。 10 10 20
同期式カウンタの仕組みがわかる。 10 10 20
シフトレジスタの機能がわかる。 10 10 20

シフトレジスタの機能がわかる。 0 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 0 100

電
子
回
路

２ 6

電子デバイスの基礎となる半導体の性質、電子回路を構
成するダイオードやトランジスタなどの電子デバイスの
仕組み、基本的な増幅回路の動作原理およびその解析方
法、代表的なアナログ IC であるオペアンプについて学び
ます。

ダイオードの仕組みがわかる。 10 10 20
MOSFET の仕組みがわかる。 10 10 20
バイポーラトランジスタの仕組みがわかる。 10 10 20
基本的な増幅回路の動作原理がわかる。 10 10 20
オペアンプの特徴および主な応用回路がわかる。 10 10 20

シフトレジスタの機能がわかる。 0 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 0 100

Ｃ
Ａ
Ｄ

２ 7
ＣＡＤ機能の理解とＣＡＤ作図法の基本について学び、
ＣＡＤを用いた電気・電子回路の作図を通して製図に関
する規格や図記号について学びます。

AutoCAD の基本操作ができる。 20 20 

製図の基本的なルールがわかる。 10 10 5 25 

CAD を用いて機械部品を製図することができる。 10 10 5 25 

CAD を用いて電気・電子回路図を製図することができる。 10 10 10 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 30 30 0 40 0 0 100

制
御
工
学

２ ５
制御とは機械やロボットを思い通りに動かすために必要
となる要素技術です。この授業では、制御を行なう対象
がどのような特性を有するのかを解析する手法と、制御
をするための方法について学びます。

制御対象をモデル化することができる。 5 5 5 15

状態変数や極の物理的意味がわかる。 5 5 5 15

制御ができるための条件がわかる。 5 5 5 15

制御系の安定性を確認することができる。 5 5 5 15

状態フィードバック制御を使って極を配置することができる。 5 5 5 5 20

制御系を最適化する方法がわかる。 5 5 5 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 20 25 30 10 10 0 5 100

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
セ
ン
シ
ン
グ

２ ５

家電製品などの民生品からロボットなどの産業機器に到
るまで、あらゆる機器にセンサが組み込まれており、セ
ンサは我々の生活を支えています。この講義では、セン
サの原理から、センサ信号をマイクロコンピュータに取
り込むまでの技術について学びます。

センシングの概念や単位・誤差が理解できる。 5 10 5 20 

よく使われているセンサの検出原理が理解できる。 10 10 20 

アナログ量をディジタル量に変換する AD 変換の原理が理解できる。 5 10 5 20 

画像によるセンシングの概要が理解できる。 10 10 20 

センサ信号の入力から表示までのブロック図を描くことができる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 10 50 40 0 0 0 0 100

科
目
群

区

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ５  ｄ１  ｄ２ 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目

分
散
処
理

２ 7

分散システムを理論的に捉え、いくつかの問題やそれを
解決する分散アルゴリズムについて学習します。分散ア
ルゴリズムの持つ本質的な性質を理解し、分散システム
上での新たなサービスの開発や提案のための基礎知識を
身に付けます。

分散システムとそのモデルを理解し説明できる。 20 20

分散アルゴリズムとその評価尺度を理解し説明できる。 20 20

分散システム固有の問題とその解決法を列挙できる。 20 20

分散システムの非同期性と局所性を理解し説明できる。 20 20

分散システム上での故障について理解し説明できる 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

信
号
処
理
基
礎

２ ３

信号処理とは時間的あるいは空間的に変化する情報を、
数学的手法を用いてある目的に適合するように加工する
ことである。この授業では、その基礎的位置づけとして、
連続時間（アナログ量）に対する信号の表現方法や、信
号の特性を把握するための数学について学びます。

周波数と周期の関係がわかる。 10 5 15

信号の大きさと位相がわかる。 10 5 15

フーリエ級数展開の物理的意味がわかる。 5 5 5 5 20

オイラーの公式を使って複素正弦波が説明できる。 5 5 10

フーリエ級数展開を使って周波数スペクトルを求めることができる。 5 5 5 5 20

フーリエ変換の物理的意味がわかる。 5 5 5 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 15 40 25 0 5 0 15 100

デ
ィ
ジ
タ
ル
信
号

処
理 ２ ４

フーリエ変換・ラプラス変換とその離散版および標本化
定理など信号処理の基礎を学んだ上で、それらの応用と
して、周波数分析や離散時間システム（ディジタル・フィ
ルタ）について学びます。

離散フーリエ変換を知っている。 25 25
z 変換を知っている。 25 25
システムの極と安定性がわかる。 25 25
ディジタル・フィルタのブロック図がわかる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

デ
ィ
ジ
タ
ル
回
路

２ ５
情報機器を構成する実用的なディジタル回路の実現に必
要な、デコーダやマルチプレクサなどの各種組合せ回路
や、カウンタやシフトレジスタなどの順序回路の機能や
特徴およびそれらの設計方法について学びます。 

エンコーダ、デコーダの機能がわかる。 10 10 20
マルチプレクサ、デマルチプレクサの機能がわかる。 10 10 20
非同期式カウンタの仕組みがわかる。 10 10 20
同期式カウンタの仕組みがわかる。 10 10 20
シフトレジスタの機能がわかる。 10 10 20

シフトレジスタの機能がわかる。 0 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 0 100

電
子
回
路

２ 6

電子デバイスの基礎となる半導体の性質、電子回路を構
成するダイオードやトランジスタなどの電子デバイスの
仕組み、基本的な増幅回路の動作原理およびその解析方
法、代表的なアナログ IC であるオペアンプについて学び
ます。

ダイオードの仕組みがわかる。 10 10 20
MOSFET の仕組みがわかる。 10 10 20
バイポーラトランジスタの仕組みがわかる。 10 10 20
基本的な増幅回路の動作原理がわかる。 10 10 20
オペアンプの特徴および主な応用回路がわかる。 10 10 20

シフトレジスタの機能がわかる。 0 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 0 100

Ｃ
Ａ
Ｄ

２ 7
ＣＡＤ機能の理解とＣＡＤ作図法の基本について学び、
ＣＡＤを用いた電気・電子回路の作図を通して製図に関
する規格や図記号について学びます。

AutoCAD の基本操作ができる。 20 20 

製図の基本的なルールがわかる。 10 10 5 25  

CAD を用いて機械部品を製図することができる。 10 10 5 25 

CAD を用いて電気・電子回路図を製図することができる。 10 10 10 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 30 30 0 40 0 0 100

制
御
工
学

２ ５
制御とは機械やロボットを思い通りに動かすために必要
となる要素技術です。この授業では、制御を行なう対象
がどのような特性を有するのかを解析する手法と、制御
をするための方法について学びます。

制御対象をモデル化することができる。 5 5 5 15

状態変数や極の物理的意味がわかる。 5 5 5 15

制御ができるための条件がわかる。 5 5 5 15

制御系の安定性を確認することができる。 5 5 5 15

状態フィードバック制御を使って極を配置することができる。 5 5 5 5 20

制御系を最適化する方法がわかる。 5 5 5 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 20 25 30 10 10 0 5 100

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
セ
ン
シ
ン
グ

２ ５

家電製品などの民生品からロボットなどの産業機器に到
るまで、あらゆる機器にセンサが組み込まれており、セ
ンサは我々の生活を支えています。この講義では、セン
サの原理から、センサ信号をマイクロコンピュータに取
り込むまでの技術について学びます。

センシングの概念や単位・誤差が理解できる。 5 10 5 20 

よく使われているセンサの検出原理が理解できる。 10 10 20 

アナログ量をディジタル量に変換する AD 変換の原理が理解できる。 5 10 5 20 

画像によるセンシングの概要が理解できる。 10 10 20 

センサ信号の入力から表示までのブロック図を描くことができる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 10 50 40 0 0 0 0 100
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専
門
科
目
群

展
開
科
目

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

２ ６

ロボットをはじめとして、あらゆる機器・装置の制御に
はコンピュータが使われています。この講義では、コン
ピュータ制御の基礎となるフィードバック制御から、コ
ンピュータコントロール系の構成要素や機能などを学び
ます。

シーケンス制御系の構成要素をあげ、その構成・機能を説明できる。 10 10 20

フィードバック制御系の構成要素をあげ、その構成・機能を説明で
きる。 10 10 20

制御装置に制御用コンピュータを使う場合の利点をあげることがで
きる。 10 10 20

コンピュータ制御系の基本的構成要素をあげ、その機能を説明でき
る。 10 10 20

マイコン制御の応用事例を説明できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 0 100

組
込
シ
ス
テ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

２ ６

自動車や通信情報機器等私たちの身の回りにはマイクロ
コンピュータを組込んだシステムが多く導入されていま
す。この講義では、よく利用されている組込みコンピュー
タを題材として取り上げ、C ⾔語で記述されたプログラ
ミング手法の理解をとおして、組込み系コンピュータの
機能、構造を学びます。

組込システムの基本的な仕組み（ハードウェア構成）を理解できる。 10 10 

マイコン用ヘッダファイルの記述内容が理解できる。 10 10 

汎用入出力プログラムの記述内容が理解できる。 10 10 10 30 

タイマ制御プログラムの記述内容が理解できる。 10 10 10 30 

割込みの動作内容が理解できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 50 30 0 0 0 20 100

リ
ア
ル
タ
イ
ム
シ
ス
テ
ム

２ 7

我々の身近な製品から産業機械にいたるまで、その動作
はリアルタイム性が重視され、リアルタイムシステムと
しての性質を持っています。本講義では、リアルタイム
システム構築に必要なソフトウェア（リアルタイム OS）
技術、ハードウェア技術、システム開発設計手法の基本
的な技術内容について学びます。

リアルタイムＯＳの導入メリットについて理解できる。 10 10 20

リアルタイムＯＳの機能について理解できる。 10 10 20

リアルタイムＯＳのスケジューリング技法について理解できる。 10 10 20

マルチタスクのシーケンス図を表現できる。 10 10 20

リアルタイムシステムを構成する基本ハードウェアについて理解で
きる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 0 0 100

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
３

２ ４

ネットワークで広く用いられる TCP/IP 技術や、VLAN、
VPN といった接続技術について学びます。また、実践的
なネットワークの構築・運用技術の習得を目指してネッ
トワークの設計・高可用性・管理についても学びます。
さらに、5G や 6G といった情報ネットワークに関する最
新技術の概要についても学びます。

TCP におけるふくそう制御について説明できる。 5 10 10 25

VLAN、VPN 技術について理解している。 5 10 10 25

ネットワークの論理設計について理解してい。 5 10 15

ネットワークの高可用性や管理について理解している。 5 10 5 20

モバイルネットワークについて理解している。 10 5 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 30 45 0 25 0 0 100

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

２ ５

TCP/IP に関する理解を深めるために、ソケットの概念、
IP アドレス、ポート番号など、ネットワークプログラミ
ングに必要な知識を学習します。TCP と UDP を利用し
たクライアントサーバモデルに基づくネットワークプロ
グラミングについて実習します。

クライアントサーバモデルについて説明できる。 10 4 14

TCP/IP の４層モデルについて説明できる。 10 4 14

TCP と UDP のプログラミングでの違いについて説明できる。 20 4 24

ソケットを用いたプログラムを作成できる。 20 4 24

ポート番号の役割について説明できる。 20 4 24

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 20 60 0 20 0 0 100

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
２

２ 6
不正プログラム対策やセキュリティマネージメントや個
人情報の保護、および、セキュリティに関わる法制度な
どを学習し、組織においてセキュリティを確保していく
のに必要となる基礎知識について理解を進めます。

ソフトウェアの脆弱性が発生する原理とその対策について説明でき
る。 5 5 5 5 20

OECD プライバシーガイドラインにおける基本８原則について説明
できる。 20 20

セキュリティマネージメントにおける PDCA について説明できる。 20 20

個人が情報セキュリティを確保する上で実行すべきことを説明でき
る。 10 5 5 20

セキュリティに関する法律にどのようなものがあるか説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 5 75 0 0 10 0 10 100

通
信
工
学

２ ７

情報通信ネットワークの物理層における情報の伝送につ
いて、その基本概念の理解と通信方式に関する知識の習
得を目的とし、信号処理技術を基本として、通信システ
ムの構成、各種アナログおよびディジタル変復調方式、
ならびにベースバンド伝送の基礎知識を学びます。

通信システムの構成が理解できる。 5 10 5 20

アナログ変復調方式が理解できる。 5 10 5 20

ディジタル変復調方式が理解できる。 5 10 5 20

ベースバンド伝送方式が理解できる。 5 10 5 20

誤り訂正方式が理解できる。 5 10 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 25 50 0 25 0 0 100

科
目
群

区

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ５  ｄ１  ｄ２ 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

２ ６

ロボットをはじめとして、あらゆる機器・装置の制御に
はコンピュータが使われています。この講義では、コン
ピュータ制御の基礎となるフィードバック制御から、コ
ンピュータコントロール系の構成要素や機能などを学び
ます。

シーケンス制御系の構成要素をあげ、その構成・機能を説明できる。 10 10 20

フィードバック制御系の構成要素をあげ、その構成・機能を説明で
きる。 10 10 20

制御装置に制御用コンピュータを使う場合の利点をあげることがで
きる。 10 10 20

コンピュータ制御系の基本的構成要素をあげ、その機能を説明でき
る。 10 10 20

マイコン制御の応用事例を説明できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 0 100

組
込
シ
ス
テ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

２ ６

自動車や通信情報機器等私たちの身の回りにはマイクロ
コンピュータを組込んだシステムが多く導入されていま
す。この講義では、よく利用されている組込みコンピュー
タを題材として取り上げ、C ⾔語で記述されたプログラ
ミング手法の理解をとおして、組込み系コンピュータの
機能、構造を学びます。

組込システムの基本的な仕組み（ハードウェア構成）を理解できる。 10 10 

マイコン用ヘッダファイルの記述内容が理解できる。 10 10 

汎用入出力プログラムの記述内容が理解できる。 10 10 10 30 

タイマ制御プログラムの記述内容が理解できる。 10 10 10 30 

割込みの動作内容が理解できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 50 30 0 0 0 20 100

リ
ア
ル
タ
イ
ム
シ
ス
テ
ム

２ 7

我々の身近な製品から産業機械にいたるまで、その動作
はリアルタイム性が重視され、リアルタイムシステムと
しての性質を持っています。本講義では、リアルタイム
システム構築に必要なソフトウェア（リアルタイム OS）
技術、ハードウェア技術、システム開発設計手法の基本
的な技術内容について学びます。

リアルタイムＯＳの導入メリットについて理解できる。 10 10 20

リアルタイムＯＳの機能について理解できる。 10 10 20

リアルタイムＯＳのスケジューリング技法について理解できる。 10 10 20

マルチタスクのシーケンス図を表現できる。 10 10 20

リアルタイムシステムを構成する基本ハードウェアについて理解で
きる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 50 50 0 0 0 0 100

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
３

２ ４

ネットワークで広く用いられる TCP/IP 技術や、VLAN、
VPN といった接続技術について学びます。また、実践的
なネットワークの構築・運用技術の習得を目指してネッ
トワークの設計・高可用性・管理についても学びます。
さらに、5G や 6G といった情報ネットワークに関する最
新技術の概要についても学びます。

TCP におけるふくそう制御について説明できる。 5 10 10 25

VLAN、VPN 技術について理解している。 5 10 10 25

ネットワークの論理設計について理解してい。 5 10 15

ネットワークの高可用性や管理について理解している。 5 10 5 20

モバイルネットワークについて理解している。 10 5 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 30 45 0 25 0 0 100

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

２ ５

TCP/IP に関する理解を深めるために、ソケットの概念、
IP アドレス、ポート番号など、ネットワークプログラミ
ングに必要な知識を学習します。TCP と UDP を利用し
たクライアントサーバモデルに基づくネットワークプロ
グラミングについて実習します。

クライアントサーバモデルについて説明できる。 10 4 14

TCP/IP の４層モデルについて説明できる。 10 4 14

TCP と UDP のプログラミングでの違いについて説明できる。 20 4 24

ソケットを用いたプログラムを作成できる。 20 4 24

ポート番号の役割について説明できる。 20 4 24

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 20 60 0 20 0 0 100

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
２

２ 6
不正プログラム対策やセキュリティマネージメントや個
人情報の保護、および、セキュリティに関わる法制度な
どを学習し、組織においてセキュリティを確保していく
のに必要となる基礎知識について理解を進めます。

ソフトウェアの脆弱性が発生する原理とその対策について説明でき
る。 5 5 5 5 20

OECD プライバシーガイドラインにおける基本８原則について説明
できる。 20 20

セキュリティマネージメントにおける PDCA について説明できる。 20 20

個人が情報セキュリティを確保する上で実行すべきことを説明でき
る。 10 5 5 20

セキュリティに関する法律にどのようなものがあるか説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 5 75 0 0 10 0 10 100

通
信
工
学

２ ７

情報通信ネットワークの物理層における情報の伝送につ
いて、その基本概念の理解と通信方式に関する知識の習
得を目的とし、信号処理技術を基本として、通信システ
ムの構成、各種アナログおよびディジタル変復調方式、
ならびにベースバンド伝送の基礎知識を学びます。

通信システムの構成が理解できる。 5 10 5 20

アナログ変復調方式が理解できる。 5 10 5 20

ディジタル変復調方式が理解できる。 5 10 5 20

ベースバンド伝送方式が理解できる。 5 10 5 20

誤り訂正方式が理解できる。 5 10 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 25 50 0 25 0 0 100

科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ５  ｄ１  ｄ２ 合　　計
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専
門
科
目
群

展
開
科
目

人
工
知
能

２ ３
人工知能の基本的技術である探索、推論、知識の表現、
学習などを学び、また応用事例を学ぶことにより、人工
知能を一般に使われるようなあいまいなものでなく学術
分野で使われるときの意味を理解します。

人工知能分野における基礎的な諸技術について説明できる。 20 20

状態の適切なモデル化ができる。 10 10 20

モデル毎の適切な解の探索方法について説明できる。 20 20

機械学習の各種手法について説明できる。 20 20

人工知能分野における諸技術と応用事例との関連を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 10 90 0 0 0 0 100

デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ

２ 4
情報システムとその周辺分野で生成されるデータの分析
技法として、回帰分析、クラスタリング、主成分分析な
どの多変量解析手法について学び、プログラミング演習
を通じて身につけます。

情報システム分野におけるデータマイニングの役割について説明で
きる。 6 7 7 20

重回帰分析について説明できる。 6 7 7 20

クラスター分析について説明できる。 6 7 7 20

主成分分析について説明できる。 6 7 7 20

ロジスティク回帰について説明できる。 6 7 7 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 30 35 35 0 0 100

パ
タ
ー
ン
情
報
処
理

２ 4
本パターン情報処理講義において、パターン情報処理の
基本概念を説明し、基本構成 ( 前処理、特徴量、識別手
法な手法 ) を説明します。これらの基本要素の実問題へ
の適用方法を具体的に説明します。

パターン情報処理における処理過程 ( 前処理、特徴量、識別アルゴ
リズムなど ) を理解する。 10 10 20

パターン情報処理で使用する数理的基礎を理解する。 10 10 20

パターン情報処理における各種アルゴリズムを理解する。 5 10 10 25

パターン情報処理が適用可能な実問題を理解する。 5 5 5 5 20

実問題のパターン情報処理による解決方法を説明する。 5 5 5 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 15 35 30 10 10 0 0 100

機
械
学
習

２ ５
人工知能で幅広く使われているニューラルネットワーク
などの入力と出力の間の関係を自動的に学習する方法に
ついて学びます。また、画像処理や自然⾔語処理などの
応用分野と事例について学びます。

脳とニューロンモデルの関係を説明できる。 10 5 5 20

誤差逆伝播法による学習を説明できる． 10 5 5 20

ニューラルネットワークによるパターン認識を説明できる。 10 5 5 20

ファジイ理論の考え方を説明できる。 10 5 5 20

遺伝的アルゴリズムの流れを説明できる。 10 5 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 50 25 25 0 0 100

画
像
・
映
像
処
理

２ ５
コンピュータで画像を扱う上で必要となる画像データの
扱い、画像処理、画像認識、画像生成の技術を学びます。
Python を用いた演習により実際に画像処理プログラミン
グを行います。

画素などの画像データの扱い方がわかる。 5 10 5 20

画像のフィルタリングを説明できる。 10 5 5 20

二値画像処理を説明できる。 10 5 5 20

画像認識を説明できる。 10 5 5 20

画像生成を説明できる。 10 5 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 45 30 25 0 0 100

音
声
信
号
処
理

２ ５
音声の基本性質を学習し、その上で音声分析、音声認識、
音声合成等の音声信号処理の理論を学ぶ。さらに、デジ
タル化された音声信号を計算機で扱うためのプログラミ
ングを学習し、音声信号処理を実践する。

音声信号処理の基礎や音声の性質を理解し、説明できる。 10 10

音声分析手法を理解し、計算機を使用して実践できる。 10 10 10 30
音声合成の仕組みを理解し、計算機を使用して実践できる。 10 10 10 30
音声認識の仕組みを理解し、計算機を使用して実践できる。 10 10 10 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 40 30 30 0 0 100

自
然
言
語
処
理

２ ５
自然⾔語処理分野における諸技術として形態素解析・構
文解析・意味解析といった解析手法、意味表現・コーパ
スといった知識の表現方法、情報検索・対話処理といっ
た応用事例について学びます。

形態素解析について説明できる。 20 20 

構文解析について説明できる。 20 20 

意味解析について説明できる。 20 20 

情報検索や対話処理のような応用事例について説明できる。 20 20 

⾔語の関わる諸問題と自然⾔語処理の技術を関連付けることができ
る。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 10 90 0 0 0 0 100

科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ５  ｄ１  ｄ２ 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目

人
工
知
能

２ ３
人工知能の基本的技術である探索、推論、知識の表現、
学習などを学び、また応用事例を学ぶことにより、人工
知能を一般に使われるようなあいまいなものでなく学術
分野で使われるときの意味を理解します。

人工知能分野における基礎的な諸技術について説明できる。 20 20

状態の適切なモデル化ができる。 10 10 20

モデル毎の適切な解の探索方法について説明できる。 20 20

機械学習の各種手法について説明できる。 20 20

人工知能分野における諸技術と応用事例との関連を説明できる。 20 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 10 90 0 0 0 0 100

デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ

２ 4
情報システムとその周辺分野で生成されるデータの分析
技法として、回帰分析、クラスタリング、主成分分析な
どの多変量解析手法について学び、プログラミング演習
を通じて身につけます。

情報システム分野におけるデータマイニングの役割について説明で
きる。 6 7 7 20

重回帰分析について説明できる。 6 7 7 20

クラスター分析について説明できる。 6 7 7 20

主成分分析について説明できる。 6 7 7 20

ロジスティク回帰について説明できる。 6 7 7 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 30 35 35 0 0 100

パ
タ
ー
ン
情
報
処
理

２ 4
本パターン情報処理講義において、パターン情報処理の
基本概念を説明し、基本構成 ( 前処理、特徴量、識別手
法な手法 ) を説明します。これらの基本要素の実問題へ
の適用方法を具体的に説明します。

パターン情報処理における処理過程 ( 前処理、特徴量、識別アルゴ
リズムなど ) を理解する。 10 10 20

パターン情報処理で使用する数理的基礎を理解する。 10 10 20

パターン情報処理における各種アルゴリズムを理解する。 5 10 10 25

パターン情報処理が適用可能な実問題を理解する。 5 5 5 5 20

実問題のパターン情報処理による解決方法を説明する。 5 5 5 15

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 15 35 30 10 10 0 0 100

機
械
学
習

２ ５
人工知能で幅広く使われているニューラルネットワーク
などの入力と出力の間の関係を自動的に学習する方法に
ついて学びます。また、画像処理や自然⾔語処理などの
応用分野と事例について学びます。

脳とニューロンモデルの関係を説明できる。 10 5 5 20

誤差逆伝播法による学習を説明できる． 10 5 5 20

ニューラルネットワークによるパターン認識を説明できる。 10 5 5 20

ファジイ理論の考え方を説明できる。 10 5 5 20

遺伝的アルゴリズムの流れを説明できる。 10 5 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 50 25 25 0 0 100

画
像
・
映
像
処
理

２ ５
コンピュータで画像を扱う上で必要となる画像データの
扱い、画像処理、画像認識、画像生成の技術を学びます。
Python を用いた演習により実際に画像処理プログラミン
グを行います。

画素などの画像データの扱い方がわかる。 5 10 5 20

画像のフィルタリングを説明できる。 10 5 5 20

二値画像処理を説明できる。 10 5 5 20

画像認識を説明できる。 10 5 5 20

画像生成を説明できる。 10 5 5 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 45 30 25 0 0 100

音
声
信
号
処
理

２ ５
音声の基本性質を学習し、その上で音声分析、音声認識、
音声合成等の音声信号処理の理論を学ぶ。さらに、デジ
タル化された音声信号を計算機で扱うためのプログラミ
ングを学習し、音声信号処理を実践する。

音声信号処理の基礎や音声の性質を理解し、説明できる。 10 10

音声分析手法を理解し、計算機を使用して実践できる。 10 10 10 30
音声合成の仕組みを理解し、計算機を使用して実践できる。 10 10 10 30
音声認識の仕組みを理解し、計算機を使用して実践できる。 10 10 10 30

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 40 30 30 0 0 100

自
然
言
語
処
理

２ ５
自然⾔語処理分野における諸技術として形態素解析・構
文解析・意味解析といった解析手法、意味表現・コーパ
スといった知識の表現方法、情報検索・対話処理といっ
た応用事例について学びます。

形態素解析について説明できる。 20 20 

構文解析について説明できる。 20 20 

意味解析について説明できる。 20 20 

情報検索や対話処理のような応用事例について説明できる。 20 20 

⾔語の関わる諸問題と自然⾔語処理の技術を関連付けることができ
る。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 10 90 0 0 0 0 100

科
目
群

区

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ５  ｄ１  ｄ２ 合　　計
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専
門
科
目
群

展
開
科
目

情
報
コ
ン
テ
ン
ツ

２ ６

現代社会では、情報機器の普及やソーシャルメディアや
web 検索などにより多くの情報が発生している。その情
報のコンテンツ、つまり、情報の中身を理解し、適切な
解析によって社会に還元することは非常に重要である。
本講義では情報コンテンツの収集、解析、応用方法など
を学ぶ。

情報の種類を理解し、説明できる。 10 10

情報の解析方法を理解し、解析ができる。 10 15 15 40

情報を解析したデータの利用方法を説明できる。 20 20

IoT や AI などの関連性や応用例を説明できる。 20 20

情報の保護や情報の取り扱い方を説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 70 15 15 0 0 100

計
算
機
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

２ ６
自然現象や社会現象などの現実世界の事象を計算機でシ
ミュレーションし、予測するために必要な、モデル構築
とシミュレーション手法を学び、プログラミング演習を
通じて身につけます。

情報システム分野におけるモデル化とシミュレーションの役割につ
いて説明できる。 7 6 7 20

決定的モデルと確率的モデルについて説明できる。 7 6 7 20

静的シミュレーションと動的シミュレーションについて説明できる。 7 6 7 20

モデル化からシミュレーションまでの手順について説明できる。 7 6 7 20

シミュレーション結果の妥当性確認と検証について説明できる。 7 6 7 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 35 30 35 0 0 100

W
e
b
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

２ ６
基本的な Web ページの作成手法、フォームのデータ処理、
Web スクレイピングの手法について学びます。クライア
ントサイド・サーバサイドのプログラミング⾔語につい
て学習し、簡単な Web アプリケーションを作成します。

HTML と CSS を用いて基本的な Web ページを作成できる。 10 10 20

JavaScript を用いて動的な Web ページを作成できる。 10 10 20

フォームデータの処理ができる。 10 10 20

Web スクレイピングについて説明できる。 10 10 20

サーバサイドのプログラミング⾔語について説明できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 0 50 100

ヒ
ュ
ー
マ
ン

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

２ ７

社会の中で情報システムは不可欠であるが、人間と情報
システムを繋ぐインタフェースも高度多様化している。
人間の仕組みを理解した上で情報システムとの入出力技
術について理解し、ヒューマンインタフェースの設計や
評価方法について学ぶ。

人間の情報処理モデルやヒューマンエラーについて理解し説明でき
る。 25 25

ヒューマンインタフェースの入出力系、インタラクション系につい
て理解し説明できる。 25 25

ヒューマンインタフェースの設計方法、評価方法を理解している。 25 25

ヒューマンインタフェースに関連する最新技術について説明できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

関
連
科
目

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

(

学
外
研
修)

２ ６

大学で学んだ専門分野に関係する企業や団体などで実務
を体験し、社会で情報技術がどのように活かされている
か、また企業や団体の活動がどのように進められている
かを理解します。この体験を残された大学での学習に生
かすとともに、将来の職業選択に生かします。

社会で情報技術がどのように活かされているか理解することができ
る。 5 20 25

企業や団体の活動がどのように進められているかを理解することが
できる。 10 15 25

企業や団体での体験を大学での学習に生かすことができる。 5 10 5 5 25

企業や団体での体験を将来の職業選択に生かすことができる。 5 5 15 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 15 35 0 0 15 0 35 100

技
術
者
倫
理

２ ７

技術者には、技術が社会や環境にもたらす影響を考え、
倫理的に正しく行動することが求められています。この
授業では、討論形式で重大事故や失敗事例の具体的検討
を行い、技術者としての対応を探り、技術者の役割と倫
理的行動について理解します。

いわゆる「倫理」と「技術者倫理」の違いについて説明できる。 20 20

安全、安心、リスクという用語を説明できる。 20 20

技術が社会や環境に及ぼす影響を説明できる。 20 20

重大事故や失敗事例に対して、技術者としての対応の仕方について
討論ができる。 10 5 5 20

技術者の役割とその倫理的行動について理解できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 80 15 5 0 0 0 100

知
的
財
産
権
論

２ 8

知的財産権の種類、権利の内容および知的財産権が守ら
れている法律について鳥瞰し、中でも最も重要な特許権
に関し、特許権取得までの手続き、特許権の存続期間、
特許実施権について学びます。さらに特許権係争事例を
通じて知的財産権の重要性を学びます。

知的財産権の種類と知的財産制度の基礎となる法律がわかる。 15 15

企業での特許制度活用状況がわかる。 15 15

特許権の出願から特許権取得までの手続きがわかる。 15 15

特許権の内容と活用について説明できる。 15 15

実用新案制度、意匠制度、商標制度と特許制度の違いがわかる。 10 10 20

コンピュータソフト関連の発明を説明できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 80 20 0 0 0 0 100

科
目
群

区

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ５  ｄ１  ｄ２ 合　　計

専
門
科
目
群

展
開
科
目

情
報
コ
ン
テ
ン
ツ

２ ６

現代社会では、情報機器の普及やソーシャルメディアや
web 検索などにより多くの情報が発生している。その情
報のコンテンツ、つまり、情報の中身を理解し、適切な
解析によって社会に還元することは非常に重要である。
本講義では情報コンテンツの収集、解析、応用方法など
を学ぶ。

情報の種類を理解し、説明できる。 10 10

情報の解析方法を理解し、解析ができる。 10 15 15 40

情報を解析したデータの利用方法を説明できる。 20 20

IoT や AI などの関連性や応用例を説明できる。 20 20

情報の保護や情報の取り扱い方を説明できる。 10 10

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 70 15 15 0 0 100

計
算
機
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

２ ６
自然現象や社会現象などの現実世界の事象を計算機でシ
ミュレーションし、予測するために必要な、モデル構築
とシミュレーション手法を学び、プログラミング演習を
通じて身につけます。

情報システム分野におけるモデル化とシミュレーションの役割につ
いて説明できる。 7 6 7 20

決定的モデルと確率的モデルについて説明できる。 7 6 7 20

静的シミュレーションと動的シミュレーションについて説明できる。 7 6 7 20

モデル化からシミュレーションまでの手順について説明できる。 7 6 7 20

シミュレーション結果の妥当性確認と検証について説明できる。 7 6 7 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 35 30 35 0 0 100

W
e
b
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

２ ６
基本的な Web ページの作成手法、フォームのデータ処理、
Web スクレイピングの手法について学びます。クライア
ントサイド・サーバサイドのプログラミング⾔語につい
て学習し、簡単な Web アプリケーションを作成します。

HTML と CSS を用いて基本的な Web ページを作成できる。 10 10 20

JavaScript を用いて動的な Web ページを作成できる。 10 10 20

フォームデータの処理ができる。 10 10 20

Web スクレイピングについて説明できる。 10 10 20

サーバサイドのプログラミング⾔語について説明できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 0 50 100

ヒ
ュ
ー
マ
ン

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

２ ７

社会の中で情報システムは不可欠であるが、人間と情報
システムを繋ぐインタフェースも高度多様化している。
人間の仕組みを理解した上で情報システムとの入出力技
術について理解し、ヒューマンインタフェースの設計や
評価方法について学ぶ。

人間の情報処理モデルやヒューマンエラーについて理解し説明でき
る。 25 25

ヒューマンインタフェースの入出力系、インタラクション系につい
て理解し説明できる。 25 25

ヒューマンインタフェースの設計方法、評価方法を理解している。 25 25

ヒューマンインタフェースに関連する最新技術について説明できる。 25 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 100

関
連
科
目

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

(

学
外
研
修)

２ ６

大学で学んだ専門分野に関係する企業や団体などで実務
を体験し、社会で情報技術がどのように活かされている
か、また企業や団体の活動がどのように進められている
かを理解します。この体験を残された大学での学習に生
かすとともに、将来の職業選択に生かします。

社会で情報技術がどのように活かされているか理解することができ
る。 5 20 25

企業や団体の活動がどのように進められているかを理解することが
できる。 10 15 25

企業や団体での体験を大学での学習に生かすことができる。 5 10 5 5 25

企業や団体での体験を将来の職業選択に生かすことができる。 5 5 15 25

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 15 35 0 0 15 0 35 100

技
術
者
倫
理

２ ７

技術者には、技術が社会や環境にもたらす影響を考え、
倫理的に正しく行動することが求められています。この
授業では、討論形式で重大事故や失敗事例の具体的検討
を行い、技術者としての対応を探り、技術者の役割と倫
理的行動について理解します。

いわゆる「倫理」と「技術者倫理」の違いについて説明できる。 20 20

安全、安心、リスクという用語を説明できる。 20 20

技術が社会や環境に及ぼす影響を説明できる。 20 20

重大事故や失敗事例に対して、技術者としての対応の仕方について
討論ができる。 10 5 5 20

技術者の役割とその倫理的行動について理解できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 80 15 5 0 0 0 100

知
的
財
産
権
論

２ 8

知的財産権の種類、権利の内容および知的財産権が守ら
れている法律について鳥瞰し、中でも最も重要な特許権
に関し、特許権取得までの手続き、特許権の存続期間、
特許実施権について学びます。さらに特許権係争事例を
通じて知的財産権の重要性を学びます。

知的財産権の種類と知的財産制度の基礎となる法律がわかる。 15 15

企業での特許制度活用状況がわかる。 15 15

特許権の出願から特許権取得までの手続きがわかる。 15 15

特許権の内容と活用について説明できる。 15 15

実用新案制度、意匠制度、商標制度と特許制度の違いがわかる。 10 10 20

コンピュータソフト関連の発明を説明できる。 10 10 20

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 0 80 20 0 0 0 0 100

科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ５  ｄ１  ｄ２ 合　　計
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専
門
科
目
群

卒
業
研
究

セ
ミ
ナ
１

２ 7 卒業研究の指導教員の下で、卒業研究に沿ったテーマや、
卒業研究に関連した専門分野の知識の向上を図ります。

卒業研究の基礎となる知識や技術がわかる。 10 10 10 10 10 10 60

卒業研究に関連したツールや装置を活用できる。 10 10 20 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 10 10 10 10 10 20 30 100

セ
ミ
ナ
２

２ 8
セミナ１に続いて、卒業研究の指導教員の下で、卒業研
究に沿ったテーマや、卒業研究に関連した専門分野の知
識の向上を図ります。

卒業研究の基礎となる知識や技術がわかる。 10 10 10 10 10 10 60

卒業研究に関連したツールや装置を活用できる。 10 10 20 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 10 10 10 10 10 20 30 100

卒
業
研
究

６
7
・
8

卒業研究の指導教員の下で特定の研究テーマに関して、
実験、シミュレーション、解析、設計、調査等を行い、
技術者としてのレベルアップを図ります。卒業研究が進
んだ段階では、研究テーマについてのディスカッション
や発表を行います。

情報システム分野における研究の目的や意義を説明することができ
る。 5 5 5 15

情報システム分野における研究の目的を達成する上で必要となる知
識や技術について理解している。 5 5 5 5 5 25

先行研究の動向を調査した上で、研究の新規性や有用性を説明する
ことができる。 5 15 10 30

論旨が理論的または実証的に展開された学術論文としてまとめるこ
とができる。 10 5 5 20

得られた研究成果の学術的あるいは社会的貢献について説明するこ
とができる。 5 5 10

授業科目の貢献度 0 0 5 5 5 0 10 10 20 10 20 15 100

科
目
群

区
　
　
分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ５  ｄ１  ｄ２ 合　　計

専
門
科
目
群

卒
業
研
究

セ
ミ
ナ
１

２ 7 卒業研究の指導教員の下で、卒業研究に沿ったテーマや、
卒業研究に関連した専門分野の知識の向上を図ります。

卒業研究の基礎となる知識や技術がわかる。 10 10 10 10 10 10 60

卒業研究に関連したツールや装置を活用できる。 10 10 20 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 10 10 10 10 10 20 30 100

セ
ミ
ナ
２

２ 8
セミナ１に続いて、卒業研究の指導教員の下で、卒業研
究に沿ったテーマや、卒業研究に関連した専門分野の知
識の向上を図ります。

卒業研究の基礎となる知識や技術がわかる。 10 10 10 10 10 10 60

卒業研究に関連したツールや装置を活用できる。 10 10 20 40

授業科目の貢献度 0 0 0 0 0 10 10 10 10 10 20 30 100

卒
業
研
究

６
7
・
8

卒業研究の指導教員の下で特定の研究テーマに関して、
実験、シミュレーション、解析、設計、調査等を行い、
技術者としてのレベルアップを図ります。卒業研究が進
んだ段階では、研究テーマについてのディスカッション
や発表を行います。

情報システム分野における研究の目的や意義を説明することができ
る。 5 5 5 15

情報システム分野における研究の目的を達成する上で必要となる知
識や技術について理解している。 5 5 5 5 5 25

先行研究の動向を調査した上で、研究の新規性や有用性を説明する
ことができる。 5 15 10 30

論旨が理論的または実証的に展開された学術論文としてまとめるこ
とができる。 10 5 5 20

得られた研究成果の学術的あるいは社会的貢献について説明するこ
とができる。 5 5 10

授業科目の貢献度 0 0 5 5 5 0 10 10 20 10 20 15 100

科
目
群

区

分

授
業
科
目

履修区分 
( 単位 ) 開

講
期

学修内容 学修到達目標

大学の学位授与の方針

a b c ｄ

必
修

選
択

自
由

学科（専攻）の学位授与の方針

ａ 1 ａ 2 ｂ 1 ｂ 2 ｂ 3 ｃ 1 ｃ 2 ｃ 3 ｃ 4  ｃ５  ｄ１  ｄ２ 合　　計

40



   

 

 

開講科目一覧＜専門基礎科目群および専門科目群＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（次ページにつづく） 

毎週授業時間数

1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 自由 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

基礎数学セミナ 1 2 [2]

数学基礎 2 2 (2) 履修者指定

解析学１ 2 2 (2)

解析学２ 2 2 (2)

解析学３ 2 2 (2)

常微分方程式 2 2 (2)

線形代数１ 2 2

線形代数２ 2 2

線形代数３ 2 2

情報数学 2 2

確率・統計 2 2

情報統計学 2 2

基礎理科セミナ 1 2 [2]

力学 2 2

電磁気学 2 2

現代物理学１ 2 2

現代物理学２ 2 2

情報システム入門セミナ 1 2

情報処理概論 2 2

コンピュータハードウェア基礎 2 2

情報ネットワーク概論 2 2

ＣＰＳ概論 2 2

基礎電気回路 2 2

Ｃプログラミング１ 2 2 (2)

Ｃプログラミング２ 2 2 (2)

13 28 6

Ｐｙｔｈｏｎプログラミング１ 2 2

Ｐｙｔｈｏｎプログラミング２ 2 2

アルゴリズムとデータ構造１ 2 2

アルゴリズムとデータ構造２ 2 2

数値計算法 2 2

コンピュータアーキテクチャ１ 2 2

コンピュータアーキテクチャ２ 2 2

オペレーティングシステム 2 2

情報ネットワーク１ 2 2

情報ネットワーク２ 2 2

情報セキュリティ１ 2 2

情報理論 2 2

オートマトン・言語理論 2 2

電気回路１ 2 2

電気回路２ 2 2

情報演習Ａ 4 4

情報演習Ｂ 4 4

情報演習Ｃ 4 4 (4)

情報演習Ｄ 4 (4) 4

コンパイラ構成法 2 2

データベース 2 2

分散処理 2 2

信号処理基礎 2 2

ディジタル信号処理 2 2

ディジタル回路 2 2

電子回路 2 2

ＣＡＤ 2 2

制御工学 2 2

コンピュータセンシング 2 2

コンピュータコントロール 2 2

組込システムプログラミング 2 2

リアルタイムシステム 2 2

情報ネットワーク３ 2 2

ネットワークプログラミング 2 2

情報セキュリティ２ 2 2

通信工学 2 2

人工知能 2 2

データマイニング 2 2

パターン情報処理 2 2

備考

14
(6)
[4]

22

区分 授業科目
単位数

8
(4)

6
(2) (2)

47

展
開
科
目

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

専
門
基
礎
科
目
群

小計

   

■ 情報システム学科 
 

開講科目一覧＜人間科学科目群＞  

                                                

 

 

  

必修 選択 自由 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

ファースト・イヤー・セミナ 1 2 [2]

基礎英語セミナ 1 2 [2]

英語スキル１ 2 2 [2]

英語スキル２ 2 2 [2]

資格英語 2 2 [2]

実践英語 1 2

英語ライティング 1 2

英語プレゼンテーション 1 2

中国語入門１ 1 2

中国語入門２ 1 2

スポーツ実技Ａ 1 2

スポーツ実技Ｂ 1 2

スポーツと健康の科学Ａ 1 2

スポーツと健康の科学Ｂ 1 2

情報リテラシー概論 1 ◎ 集中・遠隔

データサイエンス概論 1 ◎ 集中・遠隔

文学Ａ 2 2 2 2

文学Ｂ 2 2 2 2

哲学Ａ 2 2 2 2

哲学Ｂ 2 2 2 2

人類学Ａ 2 2 2

人類学Ｂ 2 2 2

歴史学Ａ 2 2 2 2

歴史学Ｂ 2 2 2 2

心理学Ａ 2 2 2 2

心理学Ｂ 2 2 2 2

教育原理 2 2

教育心理学 2 2

政治学Ａ 2 2 2 2

政治学Ｂ 2 2 2 2

経済学Ａ 2 2 2 2

経済学Ｂ 2 2 2 2

法学Ａ 2 2 2

法学Ｂ 2 2 2

社会学Ａ 2 2 2 2

社会学Ｂ 2 2 2 2

社会調査法Ａ 2 2 2

社会調査法Ｂ 2 2 2

現代社会論Ａ 2 2 2

現代社会論Ｂ 2 2 2

教育社会学 2 2

健康科学Ａ 2 2 2 2

健康科学Ｂ 2 2 2 2

認知科学Ａ 2 2 2

認知科学Ｂ 2 2 2

環境と防災Ａ 2 2 2

環境と防災Ｂ 2 2 2

自然科学概論Ａ 2 2 2 2

自然科学概論Ｂ 2 2 2 2

生物学Ａ 2 2 2

生物学Ｂ 2 2 2

地球科学Ａ 2 2 2

地球科学Ｂ 2 2 2

課題探究集中講座 2 ◎ 集中

課題探究セミナＡ 2 2 2

課題探究セミナＢ 2 2 2

教養総合講座Ａ 2 2 2

教養総合講座Ｂ 2 2 2

9 93 1

（注）１．毎週授業時間数の[　]は、再履修者向けに開講することを示す。

区分 授業科目
単位数

毎週授業時間数

備考1年次 2年次 3年次 4年次

人
間
科
学
科
目
群

Ａ
グ
ル
ー

プ

Ｂ
グ
ル
ー

プ

人
間
・
歴
史
文
化
・
こ
こ
ろ
の
理
解

国
際
情
勢
と
社
会
の
し
く
み

科
学
的
な
も
の
の
見
方

学

問

へ

の

複

眼

的

ア

プ

ロ
ー

チ

42
103

合計 30
26
[6]

42
[2]

40
[2]

42

41



   

 

 

開講科目一覧＜専門基礎科目群および専門科目群＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（次ページにつづく） 

毎週授業時間数

1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 自由 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

基礎数学セミナ 1 2 [2]

数学基礎 2 2 (2) 履修者指定

解析学１ 2 2 (2)

解析学２ 2 2 (2)

解析学３ 2 2 (2)

常微分方程式 2 2 (2)

線形代数１ 2 2

線形代数２ 2 2

線形代数３ 2 2

情報数学 2 2

確率・統計 2 2

情報統計学 2 2

基礎理科セミナ 1 2 [2]

力学 2 2

電磁気学 2 2

現代物理学１ 2 2

現代物理学２ 2 2

情報システム入門セミナ 1 2

情報処理概論 2 2

コンピュータハードウェア基礎 2 2

情報ネットワーク概論 2 2

ＣＰＳ概論 2 2

基礎電気回路 2 2

Ｃプログラミング１ 2 2 (2)

Ｃプログラミング２ 2 2 (2)

13 28 6

Ｐｙｔｈｏｎプログラミング１ 2 2

Ｐｙｔｈｏｎプログラミング２ 2 2

アルゴリズムとデータ構造１ 2 2

アルゴリズムとデータ構造２ 2 2

数値計算法 2 2

コンピュータアーキテクチャ１ 2 2

コンピュータアーキテクチャ２ 2 2

オペレーティングシステム 2 2

情報ネットワーク１ 2 2

情報ネットワーク２ 2 2

情報セキュリティ１ 2 2

情報理論 2 2

オートマトン・言語理論 2 2

電気回路１ 2 2

電気回路２ 2 2

情報演習Ａ 4 4

情報演習Ｂ 4 4

情報演習Ｃ 4 4 (4)

情報演習Ｄ 4 (4) 4

コンパイラ構成法 2 2

データベース 2 2

分散処理 2 2

信号処理基礎 2 2

ディジタル信号処理 2 2

ディジタル回路 2 2

電子回路 2 2

ＣＡＤ 2 2

制御工学 2 2

コンピュータセンシング 2 2

コンピュータコントロール 2 2

組込システムプログラミング 2 2

リアルタイムシステム 2 2

情報ネットワーク３ 2 2

ネットワークプログラミング 2 2

情報セキュリティ２ 2 2

通信工学 2 2

人工知能 2 2

データマイニング 2 2

パターン情報処理 2 2

備考

14
(6)
[4]

22

区分 授業科目
単位数

8
(4)

6
(2) (2)

47

展
開
科
目

専
門
科
目
群

基
幹
科
目

専
門
基
礎
科
目
群

小計
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卒業の認定                                                               学学科科共共通通 

本学を卒業するために必要な単位数は 124 単位とし，各学部学科の定める卒業要件は，別に定める｡ 

4 年以上在学し，所定の授業科目を履修し，所定の単位を修得した者に対し学長は卒業を認定する｡ 

 

 

卒業研究履修・卒業基準                                                       学学科科共共通通 

【卒業研究履修基準】  

卒業研究を履修できる条件は次のとおりです。 

学年 必要な単位数（注１） 必要な科目（注２） 

24 生 
卒業要件として認められる単位のうち、１００単位以上修

得すること。 
情報システム入門セミナ 

基礎英語セミナ 

基礎数学セミナ 

基礎理科セミナ 

     注１） 人間科学科目群の科目については、必修科目と選択科目を合計して２７単位を超えることができません。 

     注２） 基礎英語セミナ、基礎数学セミナ、基礎理科セミナの３科目については、卒卒業業研研究究履履修修基基準準のの必必要要単単位位数数（（１１００００単単位位））ににはは含含みみまませせんんがが、、  

                  合合格格ししてていいるるここととがが必必要要でですす。。  

＜不合格者＞4 年次生に進級しますが，卒業研究は履修できません。 

 

【卒業要件】  

卒業に必要な要件は次のとおりです。 

学年 科目群 必要単位数 

24 生 

人間科学科目群 

以下の要件を全て満たすこと 

(1)必修科目 9 単位を含め 27 単位 

(2)「スポーツ実技Ａ」「スポーツ実技Ｂ」の 2 科目 2 単位または、 

「スポーツと健康の科学Ａ」「スポーツと健康の科学Ｂ」の 2 科目 2 単位 

(3)人間・歴史文化・こころの理解から 2 単位以上 

(4)国際情勢と社会のしくみから 2 単位以上 

(5)科学的なものの見方から 2 単位以上 

専門基礎科目群 必修科目 13 単位を含め 17 単位以上 

左記条件を満たし 

97 単位以上 

専門科目群 必修科目 26 単位 

＜不合格者＞次年度の前期で卒業資格を充足すれば前期末で卒業となります。 

 

 

他学部・他学科および学科内他専攻履修                                            学学科科共共通通 

【他学部・他学科履修】 

   工学部及び建築学部の各学科、情報デザイン学科及び総合情報学科の専門基礎科目群及び専門科目群の単位を修得した場合、修得した単位は、 

｢卒業に必要な単位数｣に算入することはできない。 

 

先修条件について  

 カリキュラムを体系的、段階的に進めるために、授業科目によっては履修申請に際して、必要な要件（「先修条件」）がつく科目があります。 下記の科目

については、先修条件科目の単位の修得が条件になっていますので、先修条件の科目の単位を修得しないと履修申請することができませんので、注意し

てください。 

 

学年 区分 
先修条件を設定している科目 先修条件科目 

科目名 期 必選 科目名 期 必選 

24 生 専門基礎科目群 C プログラミング２ 2[3] 必 C プログラミング１ 1[2] 必 

 
 

   

 

開講科目一覧＜専門基礎科目群および専門科目群＞   

 

 

  毎週授業時間数

1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 自由 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

機械学習 2 2

画像・映像処理 2 2

音声信号処理 2 2

自然言語処理 2 2

情報コンテンツ 2 2

計算機シミュレーション 2 2

Ｗｅｂプログラミング 2 2

ヒューマンインタフェース 2 2

インターンシップ（学外研修） 2 ◎ 集中

技術者倫理 2 2

知的財産権論 2 2

セミナ１ 2 2

セミナ２ 2 2

卒業研究 6 ◎ ◎

26 92

幾何学１ 2 2

幾何学２ 2 2

数理統計学２ 2 2

応用解析１ 2 2

応用解析２ 2 2

応用解析３ 2 2

応用解析４ 2 2

代数系入門 2 2

情報化社会と情報倫理 2 2

情報化社会と職業 2 2

20

20

39 120 26

（注）１．毎週授業時間数の(　)は、同一科目を複数期に開講することを示す。

　    ２．毎週授業時間数の[　]は、再履修者向けに開講することを示す。

　　　３．「卒業研究」の単位認定は、8期とする。

2 8

4 20 22
24
(4)

22
(4)

14 4

備考区分 授業科目
単位数

4

118

2 2 2

12
185

小計

自
由
科
目

小計

合計 22
18
(6)
[4]

30
(4)

30
(2)

26
(6)

26
(4)

16

展
開
科
目

専
門
科
目
群

関連科目

卒業研究
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卒業の認定                                                               学学科科共共通通 

本学を卒業するために必要な単位数は 124 単位とし，各学部学科の定める卒業要件は，別に定める｡ 

4 年以上在学し，所定の授業科目を履修し，所定の単位を修得した者に対し学長は卒業を認定する｡ 

 

 

卒業研究履修・卒業基準                                                       学学科科共共通通 

【卒業研究履修基準】  

卒業研究を履修できる条件は次のとおりです。 

学年 必要な単位数（注１） 必要な科目（注２） 

24 生 
卒業要件として認められる単位のうち、１００単位以上修

得すること。 
情報システム入門セミナ 

基礎英語セミナ 

基礎数学セミナ 

基礎理科セミナ 

     注１） 人間科学科目群の科目については、必修科目と選択科目を合計して２７単位を超えることができません。 

     注２） 基礎英語セミナ、基礎数学セミナ、基礎理科セミナの３科目については、卒卒業業研研究究履履修修基基準準のの必必要要単単位位数数（（１１００００単単位位））ににはは含含みみまませせんんがが、、  

                  合合格格ししてていいるるここととがが必必要要でですす。。  

＜不合格者＞4 年次生に進級しますが，卒業研究は履修できません。 

 

【卒業要件】  

卒業に必要な要件は次のとおりです。 

学年 科目群 必要単位数 

24 生 

人間科学科目群 

以下の要件を全て満たすこと 

(1)必修科目 9 単位を含め 27 単位 

(2)「スポーツ実技Ａ」「スポーツ実技Ｂ」の 2 科目 2 単位または、 

「スポーツと健康の科学Ａ」「スポーツと健康の科学Ｂ」の 2 科目 2 単位 

(3)人間・歴史文化・こころの理解から 2 単位以上 

(4)国際情勢と社会のしくみから 2 単位以上 

(5)科学的なものの見方から 2 単位以上 

専門基礎科目群 必修科目 13 単位を含め 17 単位以上 

左記条件を満たし 

97 単位以上 

専門科目群 必修科目 26 単位 

＜不合格者＞次年度の前期で卒業資格を充足すれば前期末で卒業となります。 

 

 

他学部・他学科および学科内他専攻履修                                            学学科科共共通通 

【他学部・他学科履修】 

   工学部及び建築学部の各学科、情報デザイン学科及び総合情報学科の専門基礎科目群及び専門科目群の単位を修得した場合、修得した単位は、 

｢卒業に必要な単位数｣に算入することはできない。 

 

先修条件について  

 カリキュラムを体系的、段階的に進めるために、授業科目によっては履修申請に際して、必要な要件（「先修条件」）がつく科目があります。 下記の科目

については、先修条件科目の単位の修得が条件になっていますので、先修条件の科目の単位を修得しないと履修申請することができませんので、注意し

てください。 

 

学年 区分 
先修条件を設定している科目 先修条件科目 

科目名 期 必選 科目名 期 必選 

24 生 専門基礎科目群 C プログラミング２ 2[3] 必 C プログラミング１ 1[2] 必 
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４４．．「「教教育育実実習習ＡＡ」」おおよよびび「「教教育育実実習習ＢＢ」」のの履履修修前前提提条条件件とと実実習習期期間間ににつついいてて  

 

１．履修前提条件について 

  ４年次に実施される「教育実習Ａ」、「教育実習Ｂ」を履修するには，条件が定められており、原則と

して，３年次までの「教職に関する科目」のうち下表に掲げる科目を全て修得しなければ、実習に行

くことはできません。 

 

「教育実習Ａ」および「教育実習Ｂ」の履修に必要な科目一覧 

学年 前  期 後  期 

1 年 
教職論 

教育原理 
教育社会学 

2 年 
教育心理学 

情報通信技術の活用 

教育方法論 

教育課程論 

3 年 

教育実習指導（4 年次と併せて 1 単位） 

数学科教育法１（数学コース） 

情報科教育法１（情報コース） 

道徳教育の理論と実践 

（数学コースの中学校教諭免許状修得希望者） 

教育相談の理論と方法 

数学科教育法２（数学コース） 

情報科教育法２（情報コース） 

特別支援教育の理論と指導方法 

総合的な学習の時間の指導法 

    ※４年次には、「教育実習Ａ」、「教育実習Ｂ」のほかにも、履修する必要のある科目がありますの 

      で、注意してください。 

 

2．実習期間について 

  免許状の種類により必要な教育実習期間が異なりますので、下記を参考にしてください。 

 

   (1)高等学校一種免許状を修得しようとする者は，2週間の教育実習を必要とし「教育実習Ｂ」を履修 

     しなければならない。 

 

   (2)中学校一種免許状を修得しようとする者は，原則 3 週間の教育実習を必要とし 

     「教育実習Ａ」「教育実習Ｂ」の両科目を履修しなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教教職職課課程程  
  

11．．教教職職課課程程ににつついいてて  

  卒業後、教育職員を志望するものは、「教育職員免許法」に定める教育職員免許状を取得する

必要があります。そのためには、卒業に必要な所定の単位を修得するとともに、所要条件を満たし、

かつ所定の単位修得し、申請することが必要になります。 

 

２２．．修修得得ででききるる免免許許状状ににつついいてて  

  教職課程を履修し、卒業と同時に申請し修得できる免許状は、下記のとおりです。 

コース 免許状の種類 免許教科 対象学科 

数学コース 
中学校教諭一種免許状 

高等学校教諭一種免許状 
数学 情報システム学科 

情報コース 高等学校教諭一種免許状 情報 情報システム学科 

 

３３．．教教職職課課程程のの科科目目区区分分・・必必要要単単位位数数  

    教職課程科目は、【教員免許修得のための必修科目】【教育の基礎的理解に関する科目等】【教科及び教

科の指導法に関する科目】に大別され、それぞれの必要単位数は、下記のとおりになります。  

 

 教職課程科目の科目区分と必要単位数                      （数字は単位数） 

コース 
教員免許修得のための必修科目 

（教育職員免許法施行規則第６６条の６） 

教育の基礎的理解

に関する科目等 

教科及び教科の指

導法に関する科目 

数学コース 
１０単位 

【表１】 

中学 ３１単位※ 

【表２－1】 

中学  ３６単位 

【表２－２】 

高校 ２７単位 

【表２－1】 

高校  ４０単位 

【表２－３】 

情報コース 
高校 ２７単位 

【表３－１】 

高校  ４０単位 

【表３－２】 

※「数学コース」履修者において，中学校教諭一種の免許状を修得しようとする者は，教職課程科

目の履修の他に，社会福祉施設と特別支援学校で、計 7 日以上の「介護等体験実習」を行う必

要があります。「介護等体験実習」とは，障がい者，高齢者に対する介護，介助，これらの人たちと

の交流等の体験を指します。「介護等体験実習」の参加に際しては、実習費として１万２千円が必

要になります。 

また、「介護等体験実習」を終了した者は，施設長からの体験証明書を免許状の申請に添えて教

育委員会に提出しなければなりません。 

 

  

  

  

  

  

  

45



４４．．「「教教育育実実習習ＡＡ」」おおよよびび「「教教育育実実習習ＢＢ」」のの履履修修前前提提条条件件とと実実習習期期間間ににつついいてて  

 

１．履修前提条件について 

  ４年次に実施される「教育実習Ａ」、「教育実習Ｂ」を履修するには，条件が定められており、原則と

して，３年次までの「教職に関する科目」のうち下表に掲げる科目を全て修得しなければ、実習に行

くことはできません。 

 

「教育実習Ａ」および「教育実習Ｂ」の履修に必要な科目一覧 

学年 前  期 後  期 

1 年 
教職論 

教育原理 
教育社会学 

2 年 
教育心理学 

情報通信技術の活用 

教育方法論 

教育課程論 

3 年 

教育実習指導（4 年次と併せて 1 単位） 

数学科教育法１（数学コース） 

情報科教育法１（情報コース） 

道徳教育の理論と実践 

（数学コースの中学校教諭免許状修得希望者） 

教育相談の理論と方法 

数学科教育法２（数学コース） 

情報科教育法２（情報コース） 

特別支援教育の理論と指導方法 

総合的な学習の時間の指導法 

    ※４年次には、「教育実習Ａ」、「教育実習Ｂ」のほかにも、履修する必要のある科目がありますの 

      で、注意してください。 

 

2．実習期間について 

  免許状の種類により必要な教育実習期間が異なりますので、下記を参考にしてください。 

 

   (1)高等学校一種免許状を修得しようとする者は，2週間の教育実習を必要とし「教育実習Ｂ」を履修 

     しなければならない。 

 

   (2)中学校一種免許状を修得しようとする者は，原則 3 週間の教育実習を必要とし 

     「教育実習Ａ」「教育実習Ｂ」の両科目を履修しなければならない。 
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■ 情報システム学科 
 

「数学」（中学校教諭・一種免許状、高等学校教諭・一種免許状）に関する教職課程科目 教職課程 ２４生対象 

 
【表１】 教員免許修得のための必修科目 

科  目（単位数） 必要単位数 備  考 ※注１ 

「法学Ａ」（2 単位） 

「法学Ｂ」（2 単位） 
計 4 単位 「日本国憲法」に対応する科目 

「スポーツ実技Ａ」（1 単位） 

「スポーツ実技Ｂ」（1 単位） 
計 2 単位 「体育」に対応する科目 

「英語スキル１」（2 単位） 計 2 単位 
「外国語コミュニケーション」に 

対応する科目 

｢Ｐｙｔｈｏｎプログラミング１｣（2 単位） 計 2 単位 「情報機器の操作」に対応する科目 

※注１ 教育職員免許法第 5 条別表第 1 備考第 4 号（文部省令で定める修得すべき科目）および施行規則 66 条の 6 関係     

 

【表２－１】 教育の基礎的理解に関する科目等 
毎週授業時間数

1年次 2年次 3年次 4年次
必修 選択 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

第三欄 教職論 2 2
教育原理　　★ 2 2
教育心理学　★ 2 2
教育社会学　★ 2 2
特別支援教育の理論と指導方法 2 2
教育課程論 2 2

第四欄 道徳教育の理論と実践 2 2 中1種免許のみ必修

総合的な学習の時間の指導法 1 1
特別活動の理論と方法 2 2
教育方法論 2 2
情報通信技術の活用 1 1
生徒・進路指導論 2 2
教育相談の理論と方法 2 2

第五欄 教育実習指導 1 1 1
教育実習Ａ 2 2 中1種免許のみ必修

教育実習Ｂ 2 2
教職実践演習(中等) 2 2

合計 中学校教免 31
高校教免 27

（注）１．★印の科目は人間科学科目群Ｂグループの卒業に必要な単位数に含むことができる。

授業科目
単位数

備考

4 3 5 7 44 2 3
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「数学」（中学校教諭・一種免許状、高等学校教諭・一種免許状）に関する教職課程科目 教職課程 ２４生対象 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【表２－２】教科及び教科の指導法に関する科目

ア．中学校教諭一種免許状

毎週授業時間数 備考

1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

線形代数１ 2 2 代数学

線形代数２ 2 2

幾何学１ 2 2 幾何学

解析学１ 2 2 (2) 解析学

解析学２ 2 2 (2)

解析学３ 2 2 (2)

常微分方程式 2 2 (2)

応用解析１ 2 2

確率・統計 2 2 「確率論、統計学」

Ｃプログラミング１ 2 2 (2) コンピュータ

数学科教育法１ 2 2 各教科の指導法

数学科教育法２ 2 2

数学科教育法３ 2 2

数学科教育法４ 2 2

線形代数３ 2 2 代数学

代数系入門 2 2

幾何学２ 2 2 幾何学

応用解析２ 2 2 解析学

応用解析３ 2 2

応用解析４ 2 2

数理統計学２ 2 2 「確率論、統計学」

情報統計学 2 2 コンピュータ

数値計算法 2 2

情報理論 2 2

オートマトン・言語理論 2 2

合計 30 20 6
4
(4)

8
(2)

10
(2)

4
(2)

8 4 6

【表２－３】教科及び教科の指導法に関する科目

イ．高等学校教諭一種免許状

毎週授業時間数 備考

1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

線形代数１ 2 2 代数学

線形代数２ 2 2

幾何学１ 2 2 幾何学

解析学１ 2 2 (2) 解析学

解析学２ 2 2 (2)

解析学３ 2 2 (2)

常微分方程式 2 2 (2)

応用解析１ 2 2

確率・統計 2 2 「確率論、統計学」

Ｃプログラミング１ 2 2 (2) コンピュータ

数学科教育法１ 2 2 各教科の指導法

数学科教育法２ 2 2

線形代数３ 2 2 代数学

代数系入門 2 2

幾何学２ 2 2 幾何学

応用解析２ 2 2 解析学

応用解析３ 2 2

応用解析４ 2 2

数理統計学２ 2 2 「確率論、統計学」

情報統計学 2 2 コンピュータ

数値計算法 2 2

情報理論 2 2

オートマトン・言語理論 2 2

合計 26 20 6
4
(4)

8
(2)

10
(2)

4
(2)

8 2 4

「免許法」で定
められた最低修
得単位数
２４単位必修

必修１科目２単
位を含む合計８
科目１６単位以
上修得するこ
と。

授業科目
単位数

免許法における科目区分

「免許法」で定
められた最低修
得単位数
２８単位必修

必修１科目２単
位を含む合計４
科目８単位以上
修得すること。

授業科目
単位数

免許法における科目区分
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「情報」（高等学校教諭・一種免許状）に関する教職課程科目 教職課程 ２４生対象 

【表１】 教員免許修得のための必修科目 

科  目（単位数） 必要単位数 備  考 ※注１ 

「法学Ａ」（2 単位） 

「法学Ｂ」（2 単位） 
計 4 単位 「日本国憲法」に対応する科目 

「スポーツ実技Ａ」（1 単位） 

「スポーツ実技Ｂ」（1 単位） 
計 2 単位 「体育」に対応する科目 

「英語スキル１」（2 単位） 計 2 単位 
「外国語コミュニケーション」に 

対応する科目 

｢Ｐｙｔｈｏｎプログラミング１｣（2 単位） 計 2 単位 「情報機器の操作」に対応する科目 

※注１教育職員免許法第 5 条別表第 1 備考第 4 号（文部省令で定める修得すべき科目）および施行規則 66 条の 6 関係     

 
【表３－１】 教育の基礎的理解に関する科目等 

毎週授業時間数
1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期
第三欄 教職論 2 2

教育原理　　★ 2 2
教育心理学　★ 2 2
教育社会学　★ 2 2
特別支援教育の理論と指導方法 2 2
教育課程論 2 2

第四欄 総合的な学習の時間の指導法 1 1
特別活動の理論と方法 2 2
教育方法論 2 2
情報通信技術の活用 1 1
生徒・進路指導論 2 2
教育相談の理論と方法 2 2

第五欄 教育実習指導 1 1 1
教育実習Ｂ 2 2
教職実践演習(中等) 2 2

合計 27 4 2 3 4 1 5 5 4

（注）１．★印の科目は人間科学科目群Ｂグループの卒業に必要な単位数に含むことができる。

授業科目
単位数

備考
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「情報」（高等学校教諭・一種免許状）に関する教職課程科目 教職課程 ２４生対象 

 

【表３－２】 教科及び教科の指導法に関する科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎週授業時間数 備考

1年次 2年次 3年次 4年次

必修 選択 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期

2 2

2 2

2 2

2 2 (2)

2 2

2 2

2 2

2 2

4 4 (4)

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

4 4 (4)

2 2

2 2 各教科の指導法

2 2

32 22 2 4
6

(2)
6 18

4
(4)

8 6

コンピュータアーキテクチャ２

コンピュータアーキテクチャ１

Ｃプログラミング２

情報化社会と情報倫理

知的財産権論

情報化社会と職業

授業科目

コンピュータ
及び情報処理

情報社会（職
業に関する
内容を含

む。）・情報
倫理

左記の科目
中から必修
科目を含む
合計３６単
位以上修得
すること。

アルゴリズムとデータ構造１

単位数
免許法におけ
る科目区分

分散処理

リアルタイムシステム

データベース

オペレーティングシステム

アルゴリズムとデータ構造２

情報システム

情報通信
ネットワーク

通信工学

ネットワークプログラミング

情報ネットワーク１

情報ネットワーク概論

Ｐｙｔｈｏｎプログラミング２

コンピュータセンシング

ディジタル回路

コンパイラ構成法

情報演習Ｄ

合計

情報演習Ｃ

ＣＡＤ

情報科教育法１

情報科教育法２
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